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第１話　【ガウルとレーレ】





　今となっては、紀元一二七六年白はく星せい月づき（十二月）二十三日に起こった出来事を知る者は少ない。皆無ではないが、ほとんどいない。

　その日、クジェ帝国の木造要よう塞さいゴガ・ザナークで、一人の魔女と一人の魔術師が死んだ。彼女と彼は七年前から人間たちと戦いつづけていたのだが、ついに命運が尽きた。

　魔女の名はエンデ。魔術師はアレク。エンデのそばにはいつも魔王ルキファルがいた。アレクの後ろには魔王リリヤがひっそりと控えていた。

　虚うろの賢者ムウラの参謀クダラキは、死したルキファルの崩れた肉塊の中から真ま金がねの秘ひ玉ぎよくをすくいだした。クダラキはのちにエンデと同じ血を引く娘ラミを見いだし、彼女とルキファルに血の契約を交わさせた。ラミもまたエンデを名乗った。

　それでは、リリヤはどうなったのか。

　クダラキは存命だが、ときおり覚めるその眠りは遠からず彼を死へと誘うだろう。ムウラは長命だ。たいてい二百年ほど、クダラキのように三百年生きる者も稀まれにいる。でも、多くの人間、亜人、獣たちはそれほど長くは生きられない。

　今となっては、その日に起こった出来事を知る者は少ない。

　クダラキとともにエンデやアレクを支えたムウラがいたことなど、ほとんど誰だれも覚えていない。エンデとアレクの激しく悲しい恋について語られることは、果てなき歴史が終わるまでないだろう。魔王リリヤの真ま金がねの秘ひ玉ぎよくがどうなったかなんて、誰も知らない。



　　　



　目が覚めたとき、これは夢だろうと思った。それか、ここは天国なのかもしれない。でも、おかしい。おれが天国になんかこられるわけがないのに。べつに行きたくもなかった。そこがいい場所だとは思っていなかったから。だけど、そうでもないのか。

　ここが天国なら、いてもいい。それどころか、ずっとここにいたい。

「レーレ」と名前を呼ばれて、それが自分のことだとわかった。

　その顔を見たい。何度そう思ったことだろう。何回その顔を思い浮かべただろう。

　ユユ。ああ、ユユだ。でも、ひどくぼやけている。指や掌てのひらの感触は曖あい昧まいで、どれもこれもはっきりしなくて、そのうち何もわからなくなってきて――意識がどこかに沈む前に、レーレは思った。やっぱり、おれは死んだんだ。

　それからレーレは天国と地の底の暗い場所を行ったり来たりして、だけれどそんなことはどうでもよくて、大切なことは一つしかなかった。それはユユだった。レーレはとにかく、ユユがそこにいることを確かめたかった。自分の声でユユの名前を呼びたかった。ようやくそれが叶かなった。

　光が射さしこんでまぶしかった。レーレは横になっているようだった。すぐそばにユユが座っていた。ユユは屈かがんで顔を近づけてきた。レーレは目を凝らした。なぜか視野の左半分が暗い。でも、はっきり、くっきりと、ユユの顔が見えた。

　レーレは「ユユ」と言った。声が出た。

　嘘うそみたいだ。

　ユユがいる。

　勝手に口からこぼれ出した。「……神さま」

　ユユはレーレの頭を抱えこんで、その胸にレーレの顔を押しつけた。「レーレ。レーレ。レーレ！　よかった、レーレ……！　もうだめかと思ったのよ。何回も、何回も。このまま死んでしまうんじゃないかって。レーレ、ああ、レーレ……！」

　レーレはそのあとすぐに意識を失ったのだろう。また目覚めて、すぐに眠りに落ちた。起きて、寝た。眠っては起きた。

　ユユはずっとレーレのそばにいた。ユユがいない。そんなことは一度もなかった。それだけで十分だった。レーレは何度も呟つぶやいた。「神さま。神さま。神さま」と。身体からだが動かせたら、ひざまずいて感謝するだろう。死んだってかまわないと思っていたけれど、死ななくてよかった。生きていて、本当によかった。

　その他ほかのことは、レーレにはよくわからなかった。ここがどこなのか。自分はどうなっているのか。わからなくたってよかった。ユユさえいてくれたら、それだけで。だいたい、何も考えられなかった。頭を働かせるだけの力がレーレにはなかったのだ。

　このままでいいと思っていた。でもユユは、レーレが目を覚ますと粥かゆのようなものを食べさせるようになった。どうやら、レーレが昏こん睡すいしていた間もずっと、飲み物みたいに煮に崩くずした食べ物や水を少しずつ口の中に流しこんでいたらしい。そんなこともわかってきた。ユユがちょっとずつレーレに話して聞かせたからだ。

「大変だったんだから」ユユはレーレの口の周りを布でふきながら言った。「傷の手当ても、それ以外の世話も、わたしがぜんぶやってあげたのよ。感謝しなさい」

「してるよ」長く話すと咳せきが出る。長い間、目を開けていると、涙が出てくる。「感謝してる。ユユに」

「神さまじゃなくて？」

「うん。ユユに」

「そのほうがいいわ」ユユは少し微笑ほほえんでから、真面目まじめな顔つきになって、レーレの唇に指をあてた。「その名は口に出さないで」

　日が経たつごとに――何日かはわからないが、そのときによって明るかったり、暗かったりしたので、日が経っていることは間違いない――とにかく、時が過ぎるごとに、レーレは回復していった。

　レーレは顔をふくめた身体中に湿布だの何だのをされて、その上に布が巻かれ、ふだんは毛布をかけられている。寝台は枯れ草の山だ。その上に布が敷かれている。

　左目は見えない。布をあてられている。布が外されても、ひどくぼやけている。左腕はほとんど動かないし、腹が常に、そうとう痛くて、おかげで寝返りも打てない。

　ユユは傷の具合を見て、湿布や布を替えてくれる。たまに濡ぬらした布で身体をふいてくれる。食事から下の世話までしてくれる。

　調子がよくなってくるまでは、不思議と何も感じなかった。でも、だんだん恥ずかしくなってきた。

「バカね。レーレったら」ユユは笑いながら毛布を剥はぎとった。「ずっとこうして、何から何までしてあげているのよ。今さら、何？」

　レーレはとっさに右手で股こ間かんを隠した。「それは、そうなんだけど……」

　ユユはちらりとその部分を見て、すぐにそっぽを向いた。顔が赤い。「い、いきなり恥ずかしがられたら……なんだかこっちまで、恥ずかしくなってくるじゃない」

「ごめん」

「しょうがないんだから。わたしがしてあげないと、レーレは死んじゃうのよ」

「そ、そうだよね」

「それに、わたし……嬉うれしかったの」ユユは唇の端をきゅっと噛かんでから、微笑ほほえみを浮かべた。「だって、わたしがしなきゃいけないことがある間は、レーレは生きているってことでしょう。だから、どんなことだって、いやじゃなかったわ。今だってそうよ」

　そんな言葉を聞ける日がくるなんて、思ってもみなかった。胸がいっぱいになって、全身が熱くなった。唐突に視界が曇って驚いた。ユユがはっとしたような顔をした。

「レーレ……」ユユは手をのばしてきて、レーレの右目の目め尻じりに人差し指の先でそっとふれた。「――レーレ……どうして泣くの？」

「泣く……」レーレは低く呟つぶやいてまばたきをした。

　そうか。おれ、泣いてるんだ。なんで。わからない。そんなこと。

　レーレが微かすかに首を横に振ると、ユユは覆おおいかぶさってきて、レーレを抱きしめた。

　ユユの身体からだは震えていた。やがて耳みみ許もとでしゃくりあげる声が聞こえはじめた。

　おれは泣いてるんだ。ユユも泣いてるんだ。

「ただいま、ユユ」と口に出してから、変なことを言っているとレーレは思った。

　それでもユユは涙声で「おかえりなさい、レーレ」と返してくれた。

　だけど、ここはどこなんだろう。



　　　



　レーレは半月以上も昏こん睡すい状態だったのだ。目が覚めてから起きられるようになるまで、一ヶ月近くかかった。それからユユに言われるまま少しずつ、本当に少しずつ身体を動かして、なんとか普通に歩けるようになったのは、さらに一ヶ月経たったころだった。

　レーレはふだん、大きな老木の幹みきの虚うろに手を加えて作られた部屋にいる。身体がよくなってきてから、部屋の外に出ることができるようになった。でも、遠くへは行けない。レーレの部屋の周りには似たような老木部屋が七つあって、これらが棘いばらのある蔦つたに覆われた高い柵さくに囲まれている。柵には門があって、武装した豚人間ブードが守っているのだ。

　ブードはレーレを監視している。ユユは通してもらえるが、レーレは無理だ。

　きっと、この区画は牢ろう獄ごくか何かなのだろう。レーレは魔女の軍団に捕まって、監禁されている。閉じこめられているレーレを、ユユが世話している。

　ユユはハイデンの近くで魔女ヨモジと出くわして、それ以来、魔女たちと行動をともにしてきたらしいが、詳しいことはわからない。聞いていないからだ。何にせよ、今はユユがそばにいるのだから、それでいい。

　それでいいと思おうとしているのかもしれない。

　話したいことは――聞いてもらいたいことはある。尋ねたいこともある。知っておくべきことはたくさんあるのかもしれない。でも、レーレは自分からは何も言わず、問うこともしなかった。ユユもあえて喋しやべろうとはしなかった。そんなことよりも身体からだを治さないといけない。ちょっと前まで、自分の足で立つこともままならなかったのだ。お互いの身に何が起こって、今いったいどうなっているのか。それはいい。とりあえずは。

　ふれないほうがいい。

　二人ともその話題を避けているのだ。

「ここは静かだね」

　レーレは空を見上げている。木々の合間からのぞく青い空だ。尻しりの下の地面はほんの少し湿っていてやわらかい。背中に背中があたっている。背中合わせに座っているユユが身じろぎした。

「そうね。とても静かなところだわ」

「魔女たちは――」

「なあに？」

「……何でもないよ」

「そう」ユユはレーレの後頭部に自分の頭をこすりつけた。「それならいいけど」

　いいのかな。本当に。このままでいいのかな。

　ユユがそばにいてくれるのだ。他ほかのことはどうでもいい。そう思いたい。

　ユユも同じなのかな。わからない。

　わからなかった。

　でも、あとから考えると、ユユはきっとこうなることを予期していたか、知っていたのだろう。最初のうち、ユユはレーレの回復を素直に喜んでくれていたけれど、だんだん様子が変わってきていた。具体的には、ふとしたときに溜ため息いきをついたり、じっとレーレを見つめているのに、それでいてどこも見ていないような目をしたり、あとは――夜、突然、レーレの背中にしがみついてきたり。そんなことがあった。だけれど、レーレは気にしなかった――そうじゃない、気にしないようにしていた。

　本当は、レーレだってわかっていたのかもしれない。そのうち何か大きな変化が訪れる。そうならないはずがない。あたりまえだ。魔女たちにとって、レーレは敵なのだ。ここは魔女たちの隠れ家か何かだろう。この先もずっとユユと一緒に、平穏無事に暮らしてゆける。そんなわけがない。どう考えたって、ありえない話だ。

　ある朝、四人の武装したブードたちが部屋に入ってきた。ユユは目覚めるなり「そんな、まだ早いわ！」と叫んだ。何が早いのか。レーレにはよくわからなかったが、ブードたちはユユを押しのけてレーレを立たせた。レーレは逆らわなかった。自分でも不思議に思うほど淡々と彼らに従った。

　レーレは後ろ手に縛られ、彼らに引っ立てられて牢ろう獄ごくをあとにした。ユユもついてきた。振り返ると、ユユは色が変わるくらい強く唇を噛かみ、目を見開いてレーレを凝視していた。レーレは「大丈夫だよ」と言った。自分で言っておいて、何が大丈夫なのか、レーレにはさっぱりわからなかった。ユユは答えなかった。

　古い樹木の枝葉や幹みきが壁となり天井となっている通路を、レーレたちは無言で進んだ。

　その果ては木々に囲まれた広場だった。

　広場には魔女ドラコがいた。魔女ヨモジの姿もあった。ヨナハン・クロムスティードの許嫁いいなずけだったアラベラ・リデルもいた。大勢の魔女たちが集っていた。彼女たちの傍かたわらには、人や獣や怪物の姿をした魔王たちがいた。その全員が、一人の例外もなく、レーレに視線をそそいでいた。

　レーレは魔女ドラコの前に引きだされた。ブードに槍やりの柄つかで膝ひざの裏を強く押されたので、レーレは地べたに座った。ドラコを見上げる恰かつ好こうになった。

「レーレ・イジュール」

　ドラコは微笑ほほえんでいる。でも、その黄緑色の瞳ひとみに宿る輝きは、白刃のそれと変わらない。いや、それ以上に鋭く、逃れがたく感じられた。

　逃げられるはずがないのだ。ドラコの斜め後ろに、背が高く髪の長い男が腕組みをして立っている。魔王グルブブ。あいつは強い。とんでもなく。それに、ヨモジの隣にいる魔王キジタカだって、その気になればレーレを簡単に一いつ刀とう両りよう断だんしてしまえるだろう。他ほかにも手て強ごわそうな魔王がずらりと勢せい揃ぞろいしている。しかも、レーレはなんとか歩けるようになっただけで、戦うことはもちろん、走ることすらできない。

「あなたが自らの耳で聞き、自ら考え、自らの口で語ることが支障なくできるようになるまで、わたくしたちは待っておりましたのよ。何のためか、わかりますか」

　レーレが首を横に振ると、ドラコはほんの少しだけ目を細めた。

「わたくしたちは人間たちのような法を持ちません。それゆえに、あなたを裁くことはしません。ただ、事実を明らかにし、あなたの処遇を決めねばなりません」

「おれは……」

　レーレは振り返ってユユを見た。ユユは武装したブードと小さき者ポルモたちに囲まれ、やはりレーレを見つめていた。間違いなくレーレを見ているのだけれど、なんだかうつろな目だ。顔色がひどく悪い。青白いというより土気色だ。たぶん、ユユは知ってるんだ。おれがどうなるか。おれは？　なんとなくわかる。この状況だ。想像はつく。

　レーレはドラコに向きなおって「――おれは、どうなるの？」と問いながら、我ながら間の抜けた質問だと思っていた。

　ドラコもきっと、なんてバカな人間なんだと呆あきれただろう。でも、表情には出さなかったし、やけに丁寧に、親切にすら感じる口調で「それをこれから決めるのですよ」と答えた。とはいえ、甘い顔をするつもりはこれっぽっちもないことは明白だった。

「レーレ・イジュール。これからわたくしたちが下す決定を拒むことは、あなたにはできません。不服があっても、わたくしたちがそれを聞き入れることは決してありません」

　レーレは他ひ人と事ごとのようにドラコの声を聞いていた。だって、おれにはもう、どうしようもないんだ。ドラコがそう言ってる。だったら、おれをどうするのか、さっさと決めてほしい。

「まず事実を明らかにしなければなりません」

「事実……？」好きにしてくれ。

「あなたは聖せい騎き士し団だん魔ま女じよ討とう伐ばつ隊たい“〝星の鎖”〟の一員として、わたくしの友を殺あやめましたね」

「ああ……」

　そのときになって、レーレはようやく理解したのだ。魔女たち、魔王たちの、その眼まな差ざしにこめられている感情は怒りであり、憎悪だった。なぜ今までわからなかったのか。考えてみれば当然だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　あんなに殺ころしたんだから。本当にたくさん、たくさん殺した。ざまあみろと思いながら殺したし、死体を見下ろしてざまあみろと思った。おれからユユを奪ったからだ。そんなやつらは死ねばいい。死ぬべきだ。だからおれが殺してやるんだ。ぜんぶ殺してやる。殺しつくしてやる。でも、勘違いだったんだ。

　ユユは殺されていなかった。魔女たちの仲間になっていた。

　それなのに、おれは魔女を、魔王を、その仲間を殺して、殺して、殺しまくった。

　何をやってたんだろう。おれはバカだ。わかってるけど。わかりすぎるくらい、わかってるけど。何の意味もないことを。殺す必要なんてなかったのに、あんなに殺して。

　裁かない、とドラコは言った。でも、同じことだ。おれは殺したんだ。いっぱい殺した。ここにいる者たちはおれを許さない。わかる。それくらいは。おれだって、そうだったから。ユユを殺した連中は許さない。そう思って、おれは殺したんだから。この手で、殺したんだ。数えきれないくらい、殺した。

「殺したよ。おれは、たくさん……殺した」

「何人の魔女と魔王を手にかけましたか」

「十人……もっとかな」

「覚えていないのですか」

「思いだせば……」

「思いだしなさい」

「最初は……あの……牛みたいな……」

「魔王ザンダですね」

「名前までは覚えてない……わからないけど、たぶん」

「それから？」

「それから……」

　レーレはうなだれた。何人かの魔女や魔王の顔が思い浮かんでいる。でも、順番なんてわからない。

「あなたが覚えていることを――場所を、相手を、方法を、可能なかぎり、詳しく話しなさい」

「覚えてる、こと……」

　レーレは話した。最初はぽつぽつと。そのうちだらだらと垂れ流すように、頭に浮かんだことをひたすら言葉にした。魔女たち、魔王たちは、決して声を発しなかった。でも、レーレが何か言うごとに、彼ら、彼女らの怒気が広場に充満していった。それはレーレも感じていた。口をつぐんだほうがいいのかもしれない。だけれど、レーレは覚えていた。話せば話すほど、その記憶が蘇よみがえってきた。蘇ってきた光景を、胸の奥に押しこめておくことはできなかった。苦しかったからだ。吐きださずにはいられなかった。

「それでは――覚えているかぎりでは、十四人の魔女と、十五人の魔王を、あなたは殺ころしたのですね」

「もっと殺したと思う」

「申しあげるまでもないことですけれど、たとえあなたが命を差しだしたところで、わたくしたちの友は戻りません。彼らはすでにわたくしたちの許もとから旅立ち、大いなる流れに抱かれているのですから」

　どう返事をすればいいのかわからなくて、レーレは下を向いたままじっとしていた。

　ドラコは小さく息をついた。

「しかしながら、かつてシレーンの狩人かりゆうどたちが持っていたという鷹たかの目を受け継ぐあなたを、野放しにすることはできませんわ」

「鷹の目……」

　レーレは顔を上げた。ドラコは静かにレーレを見下ろしていた。

「一つだけ、訊きいてもいいですか」

「何でしょう」

「あれは……」レーレは唇を噛かもうとして、やめた。「――あの……暗黒騎士は」

「あなたの手にかかって滅んだトラオロがどうかしましたか」

「……人間――だったんですか。もとは」

「そうです。彼は聖騎士として数多くの魔女、魔王を討ちました。魔女エンデの伴はん侶りよだった魔王ルキファルまでも。しかし、彼は自らの所業を悔い、聖騎士の位を捨てて放浪し、最後にはたった一人で名も無き荒野へと足を踏み入れたのです。荒野の魔女ゼルニヤが彼を発見したときには、すでに瀕ひん死しでした。彼はゼルニヤに懺ざん悔げし、もし後生というものがあれば、魔女を殺す剣は決して持たぬと誓ったのです。そうして彼は息絶え、その魂たましいは亡もう者じやと成り果てました」

「モーラン・アレルカルド」

「そのとおりです。わたくしは亡者アレルカルドと対話し、自身とサイオンの罪悪に対する悔恨を超えた憎悪を知るに至って、彼と遺恨の契約を結んだのです。彼のことを知っているのですか」

　レーレは返事をする代わりに目をつぶった。

　おれはたくさん殺した。

　父さんまでも滅ぼしてしまった。

　レーレは目を開けた。

「どうにでもしてください」

「レーレ……！」とユユが叫んだ。

　振り返って、ユユの顔を見たかった。できなかった。そんなことは、とても。

「あなたは大いなる流れに還かえるべきでしょう」

　ドラコは一同を見まわしてから、レーレに視線を戻した。

「皆、異存はないようですわ」

「お待ちください」と別の女の声がした。

　声のほうを見ると、尼に僧そう服のような衣ころもをまとった魔女が進みでたところだった。ただ、尼僧服に似ているとはいっても、緋ひ色いろだ。黒い瞳ひとみは夜空のように艶つやがなかった。

「わたくしめには異論がございます」

「これはルチアさん」ドラコは軽くうなずいた。「うかがいましょう」

「発言の機会をお与えいただきありがとうございます、ドラコさん」

「与えるなどと。およしくださいませ。ルチアさんのご意見はわたくしのみならず、わたくしたち全体にとって、いつも傾聴に値することは自明ですわ」

「恐悦至極に存じます」

　ルチアと呼ばれた魔女は身を屈かがめて一礼し、笑顔を作った。美しい顔をしているのに、なぜか身の毛がよだつ笑みだった。

「さて、これなる人間の犬は――」ルチアはレーレを指さした。「臆おく面めんもなく自ら滔とう々とうと語ったとおり、良心の呵か責しやくを感じることもなく我々の友を数多あまた惨殺した、残虐非道と申しあげる以外にない、かのモーラン・アレルカルド以来の危険な――人間にとっては非常に優秀な、我々にとってはまことに恐るべき猟犬です。わたくしめは驚きを禁じえません。身体からだも決して大きくなく、傷跡さえなければ、その顔には子供の面影さえあるのではないでしょうか。このような人間が、これほどにおぞましい殺戮の道具であるなどと、いったい誰だれが想像するでしょう。それゆえに、この者は恐ろしいのです。鷹たかの目を有しているとのことですが、かつて森の人シレーンたちがルルケの軍勢に駆く逐ちくされたことからもわかるように――ルルケが史上最大の魔術師であったとしても、鷹の目を持つシレーンの狩人かりゆうどたちは地の利をえた防衛戦においてすら十分には反抗しえず、あえなく破れたのでした。鷹の目持ちが一騎当千の戦闘力を発揮したという記録はほとんどないのです。我々は認識を改めねばならないでしょう。かのアレルカルドやこれなる猟犬は、ただ単なる鷹の目持ちではありません。彼らは異常発達した異能の戦闘生物なのです。我々の宿敵である聖騎士団が、その幕ばつ下かにこのような異能者を飼っている――この事実を、我々は重く受け止めなければなりません。また、これなる猟犬以外にも、同様の異能者が聖騎士団にいることも考慮に入れなければならないでしょう。現実に、過か日じつのパルメク決戦において、橙だいだい色いろの髪をなびかせる長身の男が、我々の盟めい主しゆたるドラコさんに手傷を負わせたのでした」

　橙色の髪。御お頭かしらだ。イアン・ブラックハートも間違いなく鷹の目を持っている。星の鎖は精鋭部隊だが、レーレが、勝てないかもしれない、と――あるいは、そうとうな犠牲を払わないと勝てないだろうと感じていた相手は、じつのところ御頭だけだった。

　魔女アヤミ。あの弓使いも、たぶん鷹たかの目持ちだった。でも、レーレの敵ではなかった。レーレはアヤミを殺ころした。

　もうシレーンの血がどうとか、鷹の目がどうとか、そういう問題じゃない。

　その気になれば、息をするように簡単に命を奪うことができる。

　レーレはそういう生き物なのだ。

「危険きわまりない、殺さつ戮りくのためだけに使われる道具は破壊されるべきでしょう」

　ルチアがそう言うと、魔女、魔王たちが一斉にうなずいた。

「ただし――」

　ルチアはどこかに目を向けた。レーレはルチアの視線を追った。

　その先にはユユがいた。

　ユユは目を瞠みはってルチアと見つめあった。

　ルチアは胸の前で両手を組みあわせて少し顎あごを引いた。

「我々がその道具を用いる方法があるのでしたら、話は別です。何しろ、敵はまだ別の道具を所有しているのです。我々は生存のためにサイオンと戦争をしています。これは紛まぎれもなく戦争なのです。戦争には勝たねばなりません。毒をもって毒を制すという言葉もあります。勝利をえるために活用できるものがあるのなら、ためらわずに使うべきです。方法があるのなら、とわたくしめは申しあげました。わたくしめはあると思っているのです。これなる猟犬、レーレ・イジュールの処遇、ここは一つ、わたくしめにお任せいただけないでしょうか。僭せん越えつながら、このルチアは大たい言げん壮そう語ごする者ではございません。わたくしめが必ずや使いこなしてみせます。どうか――」

　ルチアは膝ひざを折って腰を屈かがめ、魔女たち、魔王たちに頭を下げた。

「皆々様に、伏してお願い申しあげます。何とぞどうか、わたくしめを信じていただきたいのです」



　　　



　おかしいと思っていたのだ。

　ハイデンで別れ別れになってから、レーレは何をしていたのか。どうやって生きてきたのか。星の鎖にいた。それだけは本人から聞いた。詳しいことは話してくれなかった。いろいろなことがあったはずだ。おそらく、つらいことや、よくないことのほうが多かっただろう。もちろん、気にはなったし、本当はどんな些さ細さいなことでも知りたかった。でも、思いだしたくないことだってあるかもしれない。ユユには話したくないこともあるだろう。喋しやべりたくても喋れないことだってあるに違いない。だから、強しいて聞きだそうとは思わなかった。

　とにかくレーレは戦場にいたのだ。ずっと戦っていたのだろう。そして戦場で囚とらわれの身となった。魔女にとっては敵だったのだ。

　それなのに、どうして傷の手当てをして、回復の手伝いまでして――それらの大半はユユに任されたのだが、なぜそこまでする必要があるのか。魔女討伐隊の隊長や有力な貴族の子弟なら、人質としての価値があるだろう。魔女が人質をとって、それと交換に金銭や物資を要求するなんて話は聞いたことがないけれど、そういうことだってあるかもしれない。だけれど、レーレを人質にしたって意味がないはずだ。レーレは腕が立つ。騎士さえ打ち負かしてしまう。めっぽう強い、といってもいいだろう。ユユもそれは知っている。もしかしたら、戦場では目覚ましい働きをしていたのかもしれない。だとしたら、そんな兵士を――レーレが兵士だなんて――でも、間違いなく兵士だったのだ――そんな兵士を、しかも息も絶え絶えの、敵の兵士を、何のためにわざわざ連れ帰って、傷の手当てをして、意識が戻ったら、起きあがることができるように、立てるように、歩けるように、訓練させて――レーレには言っていないけれど、ユユはドラコからそういう指示を受けていたのだ――手間と時間をかけて、ユユにそんなことをさせたのだろう。

　おかしいと思っていた。もちろん、ドラコに真意を問とい質ただしたこともある。ドラコは、でも、満足に動くこともできない者に話を聞くことはできない、と答えるだけだった。当然、ユユは信じなかった。何か裏があるのではないかと疑っていた。

　こういうことだったのか。

　きっと、ドラコとルチアはぐるだったのだ。どちらが考えたのか。それはわからない。いずれにしても、裁判での――魔女は裁かないとドラコは言ったけれど、ようするに裁判みたいなものだろう――ルチアの発言は、たぶん打ちあわせどおりだ。ドラコとルチアは前々からこうすることに決めていた。ドラコは魔女の軍団の頭領で、ルチアはその次に影響力のある魔女だ。二人の意見が一致していれば、逆らう者は一人もいない。

　ユユは、レーレを魔女たちの道具にするため、あれこれ世話をしていたのだ。

　それだけじゃない。

　ユユがいるから、レーレは魔女に使われる道具にならざるをえないのだ。

　評議のあと、広場には魔女ルチア、魔王バルバロ、レーレの三人だけが残った。何を話していたのだろう。ユユにはわからない。いくら訊きいても、レーレは教えてくれない。でも、だいたいわかる。

　あれ以来、レーレではなくて、ユユに監視がつくようになった。ルチアが手配したのだろう。ルチアはユユを見張っているのだ。

　おそらく、ルチアはレーレと取引をしたのではないか。取引というよりも命令か。いや、脅迫というべきかもしれない。

　どういう言い方をしたのか。それはわからないけれど、内容はきっとこうだ。

　黙って言うことを聞け。さもなければ、ユユを殺ころす。

　つまり、人質はユユなのだ。

　あれからレーレの訓練は日増しに激しくなっていった。もうユユがいちいち腕を曲げろ、歩け、屈伸しろと言いつける必要はなかった。食べ物や水はふんだんに与えられた。レーレは食べて、飲んで、自分の身体からだを徹底的にいじめて、いじめ抜いた。疲れ果てて動けなくなると眠った。毎日はその繰り返しだった。

　ユユはただそれを黙って見ていることしかできなかった。

　夜はレーレの隣で寝た。少し手をのばしただけで、ふれることができる。でも、怖かった。レーレの身体がどんな状態か。ユユは知っていたからだ。ぼろぼろだった。ぐちゃぐちゃに壊れて、崩れそうになっていた。繋つなぎあわせて、放ほうっておいてもバラバラにはならない、どうにかその程度のところまでは持ってきた。本当なら、無理をしないでゆっくりと養生しなければいけないのだ。そのへんを歩きまわるくらいはいいとしても、走るなんて、飛んだり跳ねたりするなんて、もってのほかだ。左手で木の枝をつかんでぶらさがり、左腕の力だけで何度も何度も身体を持ちあげている――滝のように汗を流して、顔をゆがめて、呻うめき声ごえをあげながら――そんな姿を見ていると、ユユの胸は引き裂かれそうになる。だけれど、目を離せない。目を離してはいけない。

　すべてはユユのためなのだ。

　ユユがハイデンで死んだと、魔女に殺されたと思い、復ふく讐しゆうのために、レーレは星の鎖に加わって戦ったのだろう。

　戦場で死にかけて捕ほ縛ばくされたあげく、再会したユユはなぜか魔女たちの中にいた。それでいて、魔女になりきれない半端者だった。

　もしユユがどの魔女にも認められるような魔女になっていたら、ルチアとてユユを人質にとるような真ま似ねはしづらかったのではないか。でも、ユユは新しん参ざんだし、魔女になりきれずにいる。ユユを導いてくれていた――もしかしたら、こんなとき後ろ盾になってくれたかもしれない魔女オコナも、もういない。

　レーレは魔女たちの道具になるしかないのだ。

　そうしないと、きっとユユは殺される。

　いい。もういいから。たとえ殺されてしまっても、それはそれでしょうがない。もとはといえば、わたしのせいなんだから。

　――言えない。そんなことは。

　レーレは、だって、わたしのために。

　それに、道具として働かないのであれば、レーレは用済み、ということになるだろう。仲間を大勢手にかけた怨おん敵てきだし、殺してしまえ、という話に当然なるはずだ。

　他ほかに道はない。こうするしかないのだ。こうする。道具になる。道具になって――

　何をさせられるのだろう。

　ユユにできることはないのか。もっと他ほかに何かできることは。レーレのためにしてあげられることはないのだろうか。こうして見ているだけなんて。

　レーレはユユに背中を向けて寝息を立てている。

　ずいぶん迷ってから、そっと手をのばして、レーレの耳たぶを軽くつまんだ。つめたかった。レーレは身じろぎもしない。起こしてはいけないと思い、ユユは手を引っこめた。だったら最初からそんなこと、しなければよかったのだ。ユユは自分の指を噛かんだ。噛み切ってしまいたい。どうせできないくせに、そんなことを思う。いやな女だ。

「ユユ」とレーレが言った。寝ぼけているような声じゃない。

「……起きていたの？」

「今、目が覚めたんだ」レーレはこっちを向こうとして、やめたようだ。

「そう……ごめんなさい。眠っていたのに」

　レーレは頭を揺するように首を横に振った。

　唐突にレーレを抱きたくなった。両腕で、胸で、いっぱいに抱きしめて、それで、どうするのか。わからない。でも、めちゃくちゃになってしまいたい。くっついて、一緒くたになって、レーレの苦しみも、つらさも、何もかもを、同じように感じたい。そうしないといけないような気がする。できっこない。ユユはレーレにはなれない。

「大丈夫だよ」とレーレが呟つぶやくように言った。

　そんなわけ、ないじゃない。

　声が出なかった。

　こらえきれなくて、ユユはレーレの背中に顔を押しつけた。

「大丈夫だから」とレーレは繰り返した。



　　　



　ガウル。

　それが彼に与えられた名前だ。

　ルチアが言うには、人間は大昔に狼おおかみの仔こをさらって飼かい馴ならし、なかでも従順な狼同士をつがわせて、その仔同士をさらにかけあわせた。それを繰り返すうちに狼は狼じゃなくなった。誇りと真の知性を失い、人間にいいように使われる道具となった。それが犬だ。そのうち猟の助けをする種類の犬はかつて、ガウル、と呼ばれていたらしい。

　ガウルは名前と一緒に面を与えられた。鼻から額までを覆おおう黒い山や羊ぎとも狼ともつかない奇き怪かいな面で、右目の部分には穴があいている。どのみち左目はよく見えないので、ふさがれていても同じだ。

　それから、黒に近い紺色の外がい套とう。同じ色の衣服。似たような色の革手袋とブーツ。あとは、紅ぐ蓮れん鋼こう製の赤い剣が二振り。もともと彼の持ち物だったナイフ。身にまとうものと殺ころすための道具以外は何一つ持たされていない。

「お行きなさい、ガウル。あなたの役目を果たすのです」

　ガウルは夜更けに解き放たれて森を飛びだし、人間の村へと向かった。目隠しをされて、手て枷かせを嵌はめられ、ずっと鎖で引かれてきたので、そこが大ブルノー連合王国ロイスレン公領の片田舎にあるエルポンという名の村だということを、ガウルは知らない。ガウルが知っているのは、その村の中央あたりにサイオンの教会があること。村の人口はだいたい四百人くらいだということ。そして、ガウルの役目が何かということ。それだけだ。それで十分なのかどうか、ガウルにはわからないし、べつにわからなくてもいい。

　ガウルは命令に従うだけだ。思えば、ガウルはそれが得意だ。これまでもガウルはそうしてきたし、うまくやってきた。飼い主はガウルを褒めてくれた。

　飼い主が変わっただけだ。飼い主が変われば、命令も変わる。とはいえ、やることは大差ない。ガウルには所しよ詮せん、それしかできないからだ。前の飼い主はわかっていた。今度の飼い主もそうなのだろう。

　村は木の柵さくに囲まれていた。通用門は閉ざされているが、１サード半（約１・２ｍ）程度しかない柵なんて、ほとんど意味がない。ガウルは柵をやすやすと飛び越え、村の中に足を踏み入れた。紀元一四〇一年の天てん陽よう月づき（八月）十三日。いや、もう十四日になっているだろう。真夜中の村に人影はない。板戸の隙すき間まからもれる明かりも目につかないし、物音もしない。

　真夜中の村をガウルは歩いた。最短距離を選んで村の中心とおぼしき場所を目指した。そこにはたしかに星せい印いんを掲かかげた建物があった。周りの家々と比べるとだいぶ大きくて、造りもしっかりしている。なおかつ真新しい。他ほかの建物はそうでもなく、どちらかといえば古びた家屋が多いので、近ごろ建てなおしたばかりなのかもしれない。

　ガウルは教会の扉に手をかけた。教会の扉はたいてい昼夜を問わず閂かんぬきをかけたり施せ錠じようしたりしない。信徒はいつでも教会を訪れて懺ざん悔げしたり、司祭やら司教やらに相談事を持ちかけたりしてもいいのだ。少なくとも、そういうことになっている。案の定、扉は開きそうだ。ガウルはできるだけ音を立てないようにして扉を開けた。中は真っ暗だった。でも、ここは礼拝堂で、奥の右隅と左隅に戸がある。戸の向こうに部屋があるだろう。外から見たかぎりでは、右の戸は司祭の寝室へとつづいていて、左の戸の先には炊事場やその他の住人の寝しん所じよなどがある。まずは司祭だ。

　ガウルはそっと扉を閉め、足音を消して礼拝堂を進んだ。右の戸を開けると、寝息が聞こえてきた。しばらくじっとしているうちに、部屋の様子がわかってきた。棚があって、机があり、寝台がある。寝台に大柄な男が寝ている。あれが司祭だろう。

　ガウルは寝台に歩みよって右手で剣を抜いた。鷹たかの目なんて必要ない。身体からだの上に毛皮をかけているが、心臓はこのあたりだろう。一度、深呼吸をした。手は震えていない。足の裏が靴を通して床を踏みしめている感覚もしっかりある。なんともない。落ちついている。あえて右目を凝らして司祭とおぼしき男の寝顔を見つめた。人間だ。それがどうした。ガウルは心臓めがけて剣を突き下ろした。いい剣だ。すんなりと毛皮を、皮膚を、肉を貫いて、木製の寝台まで達した。ガウルは面の奥で顔をしかめた。ずれた。司祭が、ぐむう、と呻うめいて身体をびくっとさせた。ガウルはとっさに左手で司祭の口をふさいだ。剣は抜かなかった。そのままにして、剣の柄つかから離した右手でナイフを抜いた。司祭は、うぐうぐうぐ、と言いながら暴れようとした。ガウルはナイフで司祭の喉のど笛ぶえを掻かっ切きった。これで声を出そうとしても、切り裂かれた気管から空気がもれるだけだ。あとは――あとは、殺ころせばいい。簡単なことだ。どこを――どうすれば。そんなこと、考えなくたってわかるはずなのに。身体が覚えているはずなのに。こうか。ここか。こうすればいいのか。それとも、ここか。こうするんだったか。ガウルは司祭を滅めつ多た刺ざしにした。そのうち司祭はぴくりともしなくなった。

　息が乱れている。全身汗まみれだ。手こずってしまった。久しぶりだからか。そうだ。そうに違いない。ただそれだけだ。だから、こうして死んだ司祭を見下ろしていても、何も感じない。次にやるべきことが頭に浮かんでくるだけだ。そうだ。次。次だ。

　司祭の服がそのへんに置いてあったから、それでナイフについた血脂をぬぐった。司祭の死体から剣を引き抜いて、これもやはり司祭の服できれいにした。剣は鞘さやに収めて、ナイフは咥くわえた。ガウルは司祭を寝台から引きずり下ろした。司祭はかなり背が高く、だいぶ太っていた。礼拝堂まで引きずってゆくのは骨だが、仕方ない。朝、誰だれかが教会を訪れたらすぐ目に入る場所で、司祭は死んでいなければならないのだ。それから、この教会には下働きの者が何人かいる。彼らも司祭と一緒に死んでいなければならない。なぜか。理由なんて知らない。飼い主にそうしろと命じられた。ガウルは従うだけだ。ガウルはうまくやるだろう。ガウルはそれが得意なのだ。



　　　



「血を洗い流すことは許しませんよ」と飼い主はガウルの耳みみ許もとで囁ささやいた。「ガウル。あなたはいつも人間の血に塗まみれていなければなりません。血の匂においを漂わせながら、さらなる血を求める、血に飢えた魔物――それがあなたなのです」

　手て枷かせ足あし枷を嵌はめられ、それらの枷からは鎖がのびていて、鎖の先には重い鉄球が繋つながれているので、ガウルはほとんど自由に動くことができないのだ。ガウルは、でも、不思議に思っている。わざわざこんなことをしなくても、ガウルは逃げたりしない。

「最初の仕事はわたくしめの言いつけどおり上手にこなしましたね。ですが、あれは予行演習にすぎません」

　飼い主はガウルの前にしゃがんで、ガウルの面を外した。飼い主の後ろには緑色の甲かつ冑ちゆうを身にまとった巨人が立っている。飼い主がガウルに少しでもふれると、巨人は低く呻うめくのだ。憤っているのか。それか、ガウルを威い嚇かくしようとしているのかもしれない。

「ガウル。わたくしめはこれから何度か、練習の機会をあなたに与えます。あなたはそのすべてを成功させなければなりません」

　飼い主はガウルの顎あごを右手の人差し指と親指でつまんだ。巨人が獣のように、ぐううう、と喉のどを鳴らしても、飼い主は知らんぷりだ。むしろ面白がっているのかもしれない。

「次はもう少し大きな村です。その次はさらに少しだけ大きな村にしましょう。大きな街では、もし騒ぎになったら衛兵に追いまわされ、包囲されるかもしれません。邪魔する者はすべて始末なさい」

　ガウルは飼い主の黒い瞳ひとみをじっと見ていた。飼い主は目を細めて唇を微笑ほほえませた。

「どうしました、ガウル。返事は」

「返事」

「そうです」

「はい」

「よいでしょう。ですが――」飼い主はガウルの顎をつまむ指に力をこめた。「返事は一度でなさい。二度手間はわたくしめの好むところではないのです。よいですか」

「はい」

「それでよいのです」飼い主はガウルの顎から指を離した。「――ガウル。あなたのおぞましい力は効果的に用いられねばなりません。恐怖を振りまくのです。ひとまずそれがあなたの役目です」

　難しいことはガウルにはわからない。今までそうだったし、これからもそうだろう。

　ガウルは森の中を移動する。足あし枷かせだけは外され、手て枷の鎖を巨人が鉄球ごと持って、ガウルを引っぱって歩く。歩いて、歩いて、夜更けにガウルは解き放たれる。ガウルは飼い主の指図に従って人間の村へと向かう。柵さくを乗り越え、教会へ。教会で司祭を殺ころす。司祭の見習いである教師や、下働きの者などがいれば、それも殺す。ガウルは寝込みを襲うので、抵抗されることはない。へまをしたのは最初の一度きりだった。ガウルは彼らの死体を礼拝堂に運ぶ。教会の礼拝堂はどこも似た造りだ。真ん中が通路で、その両りよう脇わきに粗末な、あるいはまあまあの座席がずらりと並んでいる。奥に壇がある。壇の上には台がある。台を前にして、司祭が説教をする。その台に司祭の死体をもたれさせて座らせる。司祭の周りに教師らの死体を配置する。彼らの屍しかばねを展示するのです、と飼い主はガウルに命じた。飼い主が言うには、彼らはできるだけむごたらしく殺されねばならないので、そのように見える展示方法を、飼い主は逐一ガウルに指示した。たとえば、死体の両腕両りよう脚あしを切断して台の上に積みあげたり、司祭と教師の首を切り落として互いを入れ替えたり――飼い主はそういった方法を次々と考案して、楽しそうにガウルに話して聞かせた。ガウルはそのとおりにした。ガウルはうまくやった。命令に従う。ガウルはそれが得意なのだ。

　飼い主のそばにはいつも巨人がいる。巨人はとても臭い。甲かつ冑ちゆうだけではなくて、猛烈な腐臭を身にまとっている。でも、飼い主には気にならないようだ。周りに飼い主の手下がいるときは、なぜかそんなことはしないが、手下どもが見回りやら何やらで離れていると、飼い主は巨人にべったりとまとわりついている。巨人が地べたに腰を下ろしてあぐらをかけば、その膝ひざの上は飼い主の椅い子すと化す。飼い主は巨人の膝にまたがり、巨人にしなだれかかって、何か囁ささやいたり、甲冑のわずかな隙すき間まに指を滑りこませたりする。巨人はたいていじっとしているだけだが、不快に思っているわけではなくて、それどころか、その逆だろう。飼い主がガウルにかまうと、巨人は怒ったり、ガウルを威い嚇かくしたりする。巨人は飼い主を独占したいのかもしれない。ガウルが邪魔なのだろう。でも、飼い主の企たくらみごとにはガウルが必要で、そのことを巨人もわかっているのか、我慢している。けれども、もし飼い主がガウルをもう不要だと判断したら、巨人はあの丸太みたいな腕でガウルを叩たたき殺ころすに違いない。飼い主は、だが、巨人の反応を見て楽しんでいるようなところがあって、その必要もないのにわざとガウルにふれたり、顔を近づけたりするのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「身体からだのほうはどうです」と飼い主に訊きかれた。

「べつに」とガウルは答えた。

「よいのですか。悪いのですか。はっきりとお答えなさい」

「よくも、悪くもない」ガウルは首を左右に振った。「変わらない」

「そうですか」飼い主は笑みを浮かべてガウルの胸に人差し指を突きつけた。「それでは、心持ちのほうはどうです」

　ガウルは巨人の唸うなり声ごえを聞きながら微かすかに首をひねった。「心持ちって」

「大勢の人間を手にかけて、気持ちは揺らいでおりませんか」

「揺らいでない」

「さすがですね」飼い主は、くふふ、と笑った。「それでこそ、人狩りの猟犬ガウルです」

　本当に気持ちは揺らいでいない。揺らがない。殺ころせば殺すほど、たやすく殺せるようになる。人狩りの練習はうまくいっているようだ。練習といっても、実際に殺している。いくつの村で、何人殺しただろう。ガウルにはわからない。いちいち数えていない。ガウルはよく知っている。こういうときは、下手に考えないほうがいいのだ。ただひたすら言われたとおりにしていればいい。命令に従うことだけに集中するのだ。そうしていれば、勝手に時間が過ぎる。いつか何もかも終わる。終わりは必ずやってくる。

「次は本番ですよ、ガウル」



　　　



　その街はクルク川の河口にある。大ブルノー連合王国ランケ公領ナイヘル。人間たちにはそんな名で呼ばれているらしいが、ガウルはよく知らない。とにかく、大きな街だ。住んでいる人間の数が多いだけではなく、交通の要よう衝しようなので、人の出入りが激しい。慈じ悲ひの海に面しているが、流る刑けい島とうからは遠いので、港も栄えている。ランケ公が住まうリスター城は巨大な砦とりでだ。その周りに広がる街は拡大の一途をたどっていて、三重の防壁がナイヘルを取り囲んでいるが、その外側にも建物がひしめいている。いずれまた新たな防壁が築かれることになるだろう。

　ガウルは知らないが、ナイヘルは大王の都シャルローに次ぐ――実際はシャルローより大きいのだが、大王の体面を潰つぶさないため、大ブルノー第二の都市ということになっている――巨大な街だ。

　ナイヘルには人が集まる。大勢が。しかも、西方中の多種多様な人間たちが。なかには東の、あるいは南の人間や、その血を引く者たちもいる。ナイヘルの住人は余よ所そ者ものに慣れているものの、さすがに黒い肌はだ、浅黒い肌、赤銅色の肌をした者などは白眼視されるのだ。それでも様々な事情でナイヘルに居つこうとする者はドレイヤ聖堂に通う。熱心に、足あし繁しげく通って、自分が敬けい虔けんなサイオン信徒だと証明し、住人たちに認めてもらうのだ。そうすれば、いくらか快適な生活を送ることができるようになるのだが、そんなこと、ガウルは知らない。ガウルにとっては係かかわりのないことだ。ナイヘルにはドレイヤ聖堂がある。それ以外のことはどうでもいい。

　ドレイヤ聖堂の場所や構造については飼い主に教えられた。ドレイヤ聖堂はナイヘルの中心部にある。聖堂の前は開けていて、日曜には高名なブラマン司教の前で宣誓をするために、多くの信徒がそこで列を作るのだという。ナイヘルにはドレイヤ聖堂の他ほかにもいくつかの教会があるが、他はいい。とにかくドレイヤ聖堂だ。

　夜更けに解き放たれたガウルは、飼い主の手下が用意した小舟でクルク川を下り、河岸の港からナイヘルに潜入した。小舟は係留せず川に流した。港と市街地の間には塀があったが、よじ登って越えられない高さではなかった。

　市街地はごちゃごちゃしていた。乱立している建物の合間を縫うように道があって、その道の太さは一定ではなく、あっちに曲がったりこっちに曲がったりしながら複雑に入り組んでいた。港に近い区画では何人かの行き倒れを見かけたし、路地にうずくまって寝ている者もいた。

　中心部に近づくに従って、建物はましになった。もう道はたいてい舗装されていた。ガウルは大きな通りを何度か横切って、二度、衛兵の姿を目にした。どうやら、灯とう火かを持った兵が市中を巡回しているようだ。ガウルは面をつけ、血染めの衣ころもを身にまとっている。見つかったら、おそらくあやしまれるだろう。仕事をする前に危険を冒したくない。ガウルは慎重に闇やみから闇へと渡ってドレイヤ聖堂を目指した。石造りの目立つ建物だから、すぐにそれとわかった。

　正面の大きな扉は閉ざされていた。おそらく施せ錠じようされていないだろうが、今回は別経路から侵入するよう飼い主に命じられた。ガウルは闇に紛まぎれて外がい壁へきを登った。外壁には彫刻が施されていて、手がかり、足がかりに事欠くことはなかった。小窓を見つけて、そこから中に入った。ドレイヤ聖堂の内部は礼拝堂がある表院、聖職者たちが住まう奥院、さらに傷しよう病びよう者の手当てをする救きゆう護ご院、身寄りのない子供たちを保護している孤児院まであって、かなり広い。ガウルは注意して、なおかつ大胆に石の廊下を歩いていった。人が動いている気配は感じなかった。どうやら完全に寝静まっているようだ。警備が厳重になっているかもしれないと飼い主は懸念していたが、そんな様子は微み塵じんも感じられない。用があるのは奥院だ。ガウルが入りこんだのは表院の四階で、奥院へと足を踏み入れるためには、一度、一階まで下りないといけなかった。ガウルは奥院の三階を目指した。三階の一番奥にブラマン司教――正確には、教主の選挙に参加する権利を持つ枢すう機き卿きようであるため、大司教とも呼ばれている男の寝室があるはずだ。

　この廊下の突きあたりにある、あの部屋だ。

　拍子抜けするほど簡単だった。ガウルはブラマン司教の部屋に忍び入った。扉を開けると、明かりが灯ともっていたので少しひやりとしたが、その老人は豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きの寝台で鼾いびきをかいていた。大きな部屋だった。調度品も立派だった。金ぴかの物がたくさんあった。貴族趣味の部屋は芳ほう香こうに満たされていた。ガウルは扉を閉めて寝台に近づいた。練習の甲か斐いあって、音を立てないやり方をガウルは習得していた。刃物はいらない。ガウルは老人の顎あごと首の後ろに手をかけるなり、一気にひねった。鈍い音がして、首があらぬ方向に曲がった。口に手をあてると、呼吸は止まっていた。上掛けをどけて胸にふれた。やがて心臓も動かなくなった。ガウルはそれからナイフを抜いて必要な処置にとりかかった。老人は痩やせているが、さすがに引きずってゆくのは大変だ。そこで、生首だけを展示する。それが飼い主に命じられたことだった。ガウルは返り血を浴びながら老人の首の皮膚を、筋肉を切り開き、血管や神経を切断して、首の骨を断つのではなく、継ぎ目のところで切り外した。作業が終わると、司教の部屋には血の匂においが充満していた。ガウルは老人の生首を抱えて部屋を出た。

　ガウルは血ち塗まみれだったし、老人の生首からも血が滴り落ちた。とつ、とつ――と石の床に血の雫しずくが落ちる音がやけに気になった。布か何かに包んでくればよかったか。引き返そうか。そう思ったころにはもう一階まで下りていた。しかも、ガウルは自分のものではない足音を聞いた。

　ガウルは壁に身を寄せた。迂う闊かつだったのか。足音は近づいてくる。ガウルは奥院から表院に行こうとしていて、その途中だった。足音の主も、どうやら奥院の一階――奥のほうの部屋から表院に向かおうとしているようだ。見れば、廊下の角の向こうに明かりが見える。足音の主は手て燭しよくか何かを持っているらしい。廊下はほとんど真っ暗に近いのだから、当然といえば当然だ。

　飼い主の命令はブラマン司教を展示する。それだけだ。どうする？

　邪魔する者はすべて始末なさい――飼い主の声が蘇よみがえった。

　ガウルは生首を左手に持ちなおして、右手でナイフを抜き、面の奥で眉まゆをひそめた。左腕はまだ戻っていない。筋力。柔軟性。手先の器用さ。以前と比べれば、だいぶよくはなった。でも、右腕と同じようには動かない。ちょっとした感覚の違いがガウルを苛いら立だたせる。たぶんそのせいだろう。つい右手を使ってしまうのだ。ガウルは生首を小こ脇わきに抱えて、ナイフを左手に持ちかえようとした。足音が止まった。

「そこにどなたかいらっしゃるのですか」

　若くはない。女の声だ。尼に僧そうか。

　尼僧は角のところで立ち止まり、手燭をこっちに向けた。角からガウルがいる場所まではけっこう距離がある。蝋ろう燭そくの明かりはここまで届かない。ガウルには、でも、尼僧の姿が見えた。四十歳くらいだろうか。もっといっているかもしれない。目は薄い色で、女にしては背が高く、太っているというほどではないが、丸みのある身体からだつきをしている。尼に僧そうはなぜかくすくす笑った。

「エドリー？　それとも、フラム？　ラーノンですか？　どうせまた寝しん所じよを抜けだしてきたのでしょう？」

　何だろう。あの尼僧。えどりー？　ふらむ？　らーのん？　わからない。何のことだろう。いったい何を言っているのか。頭がおかしいんじゃないのか。

　ガウルは奥歯を噛かみしめた。殺ころそう。さっさと始末しないと。尼僧とガウルの中間くらいの位置に階段がある。ガウルはその階段で二階から一階へと下りて、ここまできた。床には血の跡が点々とついている。尼僧は間もなく歩きはじめるだろう。そして、血の跡を発見する。きっと叫ぶか何かするだろう。その声を聞きつけて目を覚ます者がいるはずだ。そうなったらそうなったで、始末しないといけない人間の数が増えるだけだが、あまり大きな騒ぎになると、衛兵が駆けつけてくるような事態にならないともかぎらない。衛兵。ほとんど実戦の経験がない街の衛兵なんて敵じゃない。十人いようと二十人いようと、どうにでもなる。たとえ百人に追いかけられたって、なんとか逃げきれる。でも、あの尼僧は始末するべきだ。ほら。ぐずぐずしているうちに、尼僧が歩きだした。

「どうしたのです？　出ていらっしゃい。おかあさんは怒ったりしませんよ」

　そんなことを言いながら、近づいてくる。

　おかあさん？　母さん？　母？　尼僧なのに？

　きっと頭がおかしいんだ。

　ガウルは生首をそっと床に置き、尼僧に向かって歩きだした。

　尼僧はすぐに足を止めた。ガウルがエドリーでもフラムでもラーノンでもないことに気づいたようだった。

「……あなたは？」

　ガウルは答えずに足を速めた。尼僧は立ちすくんで声を失ったようだった。ガウルは尼僧に躍りかかって左手で口をふさぎ、右手のナイフで喉のど笛ぶえを切り裂いた。尼僧は目を見開いて燭しよく台だいを取り落とした。ガウルは尼僧を抱くようにして、その首筋にナイフを突き入れた。尼僧はすぐにぐったりした。ガウルは尼僧を石の床に寝かせて、一つ息をついた。どうしてか手が震えていた。呼吸も乱れている。床に転がっている手て燭しよくの蝋ろう燭そくは消えていない。光だ。おそらくあの光のせいだろう。ガウルは蝋燭の火を消そうとした。

「――え……」

　誰だれの声だ。自分の声だ。ガウルの声――違う、これは――レーレ・イジュールの声だ。

　尼僧の首に何か光る物を見たのだ。

　星せい印いんを象かたどった首飾りだった。

　青い石がいくつも嵌はまっているその銀色の首飾りには、見覚えがあった。

「嘘うそだ」

　違う。そんなわけない。違うはずだ。おかあさん？　なんで？　３ダレル。ダレル銀貨三枚で買った。タブールの露店で。それを、おれは――あげたんだ。サリに。サリ・エクルンド。どうしてだろう。最近はその顔を思いだすこともなかったのに。サリが言ってた。孤児だったから。サリは。聖堂の孤児院で育ったんだけど、そこのおかあさんが。本当のおかあさんじゃないよ。おかあさんって呼んでただけ。その尼に僧そうさんがね。すごくやさしくて。よくわかんないけど、ああいう人がいるんだったら、神さまもいるんだろうなって。魔女をのさばらせといたら、いつかおかあさんも殺ころされちゃうかもしれないでしょ。そんなの、サリは許せない。おかあさんのために戦うってことは、主しゆのために戦うってことと、そんなに変わらないでしょ。おれは、サリにあげたんだ。あの首飾りを。サリのおかあさんに。いらないんだったら、サリが使えばいい。サリもいらないんだったら、捨てちゃっていいよ。おれがそう言ったら、サリは捨てないって言ってた。今度、おかあさんに会ったとき、渡そうかな。それまでは、サリが使おうかな。サリは首飾りをつけてみせた。サリは笑ってた。なんだか、まぶしくて、胸が苦しかったんだ。サリは、なんか、変だね、こんなの、と言った。レーレが、普通の男の子みたい。

　違う。違う。おれは、違う。普通の男の子なんかじゃない。絶対に違う。

　違う。そんなわけない。この人が――そんな。違う。違うはずだ。違ってほしい。

　レーレは首飾りにふれた。血がついた。慌てて手を引っこめ、頭を振って、首の側面を押さえた。脈はない。あたりまえだ。おかあさんは死んでいる。おかあさん？　違う。おれのおかあさんじゃ。サリのおかあさんだ。でも、本当のおかあさんじゃないって。だけど、サリにとってはおかあさんだった。だった。もう違う。死んでいる。違う。違う。

　殺したんだ。

　おれが殺した。

　この手で、おれが、サリのおかあさんを殺した。

　サリのおかあさんのために、そういういい人のために、魔女と戦おうって、そんなふうに思ってたこともあったはずなのにな。

　おれ、なんで、こんなこと。

　どうして。

「おお」

　こんな。こんなこと。おれ。殺して。いっぱい殺して。

「おおおおおおおおおおおお」

　平気。平気なはず。おれ。だって、いっぱい殺して。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　なんでも、なかったのに。ああ。だけど、ああ――無理だ。こんなの。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　止まらない。声が。震えが。ガウルが警告している。だめだ。何やってるんだ。声を出すな。人がくる。レーレには、でも、どうしようもないのだ。視界が揺れる。血に濡ぬれた首飾り。死んでいる。サリのおかあさんが。殺ころした。おれが。ガウルが言う。ほら。きたぞ。人が。ばたばたと駆けてくる。手て燭しよくの明かり。人。こっちを見て、何か言っている。悲鳴。ガウルは立ちあがる。勇敢な――あるいは無謀な聖職者がガウルに飛びかかってきたのだ。ガウルは左手で剣を抜いて聖職者を斬きり伏ふせた。レーレは叫んでいる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　ガウルは走りだした。ナイフを咥くわえて、右手でブラマン司教の生首を拾った。ガウルはあくまで飼い主の命令に従うつもりだ。なぜなら、そうしなければいけないからだ。飼い主の言うとおりにしないと、ユユが。それはレーレだってわかっている。ガウルはレーレだ。わかっている。そんなことは。おれが殺したんだ。サリのおかあさんを。大勢の聖職者たちを。教会で働いていた人たちを。魔女を殺して、魔王を殺して、魔女の仲間たちを殺して、人間を殺した。おれが。おれが。おれが。

　レーレは表院を突っ切って礼拝堂を駆け抜け、正面の扉に体当たりを食らわせて押し開けた。外に出て、広場のど真ん中に司教の生首を置くと、全身から力が抜けてナイフが落ちた。レーレは呟つぶやいた。「大丈夫だから。大丈夫だよ。大丈夫。大丈夫だから」

「何が大丈夫なんだ？」

　レーレは笑った。ガウルめ、とレーレは思い、耐えられなくて叫んだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　くるぞ、敵がくるぞ、とガウルが言う。

　敵。

　敵？

　敵って何だ？

　誰だれが敵なんだ？

　見まわすと、松明たいまつか何かを持った衛兵の姿が目に入った。あっちに一人。こっちにも一人。さらに一人。衛兵たちは声を張りあげて仲間を呼びながら、レーレに迫ってこようとしている。ガウルは右手でナイフを拾い、逆手に握った。左手には剣。邪魔する者はすべて始末なさい。それが飼い主の声の命令だ。言いつけは守らないとな。ユユのためだよ。しょうがないだろう？　そうだろう？　そうだ。そうだ。そうだ。

　レーレは一度、目をつぶってから、開けた。

　衛兵の動きは止まって見えた。



    

  
    
      
第２話　【裏切り者と運命の子】





　アルジャーノン・ラングレンの秘密を知る者は決して多くない。

　その日、カラリヤ王国首都パルメクの外れにある建物で密談を交わすことになっていた男は、ラングレンが長年に亘わたり禁きん忌きを破りつづけてきたことを承知している。ラングレンにとって、男に弱みを握られたのは痛つう恨こん事じだったが、いざとなれば証拠を隠滅して白を切りとおせばいいのだ。大きな打撃を被ることになるが、致命傷にはなるまい。なぜなら、ラングレンと同じ禁忌破りに手を染めている聖職者は、非常に大勢ではないにしても、少ないとはいえない。ラングレンよりずっと脇わきが甘い者もめずらしくないのだ。その気になれば、彼らを味方につけて自分を擁よう護ごさせることなどたやすい。

　それに、エルナンド・ネーブとは今のところ共生関係にある。

　ネーブが牙きばを剥むくまでは――その寸前までは、うまく利用するのが得策だろう。

「しかし、ネーブ。おまえが所有しておる楕だ円えんの書、梯てい形けいの書が本物だという証拠はどこにもなかろう」

「それを申されたら、司教がお持ちの矩く形けいの書、菱りよう形けいの書とて同じではありませんか」

「矩形の書と菱形の書は涙の島の最深部で発見されたのだ。おまえが東の彼方で手に入れたという楕円の書、梯形の書とは違う」

「そもそも、存在してはならない物なのですよ、司教」

　ネーブは眼鏡の向こうの目を細めてにやりと笑った。かつて宿屋だったこの建物は、密儀省探査部が買いとって様々な用途で使っている。奥まった場所にあるので、人の出入りが目立たないし、造りは頑丈だ。いま密談に用いているこの部屋は、覗のぞき穴や退避用の隠し通路なども備えている。

「主しゆは文字による記録の一切を禁じられた。子供でも知っていることです。そうはいっても、奇跡の書オルタメントが実在していることは周知の事実なのですが――あれは主アルド・サイオンの第四の高こう弟ていであった教主アビクトが、主の軌き跡せきと称される一連の口こう伝でんを編へん纂さんさせたものだとされています。しかし、“〝ルルケ文書”〟は主が自ら命じられて作らせたものですからね。もちろん、風説が――いや、あえて伝説、と申しあげましょう、伝説が正しければ、という条件付きではありますが」

　いつもながら、ネーブの博識には驚かされる。教主庁密儀省探査部部長であるラングレンは、教主庁が所蔵している文書のほぼすべてを閲覧できる立場にあり、市し井せいの者たちは決して――それどころか、聖職者でも知ることのないサイオンの歴史、数々の機密に接する機会に恵まれているのだが、ネーブはどうも、それ以上のことを承知しているように思えてならないのだ。

　むろん、それらの知識は俗説や異聞、怪説に拠よっているのだろう。エルナンド・ネーブは、西方のみならずテオドキア帝国、ロンダリア、ヘルメリアの東部三国、さらにはその向こうの東方にまで触手をのばしている野心的な商人だ。そうして稼ぎだす財に物を言わせて古物、古書を掻かき集あつめている蒐しゆう集しゆう家かでもある。ネーブが物知りだとしてもおかしくはないし、ようするに好こう事ず家かの一種なのだろうが、たまにうそ寒さを感じるのだ。

　ラングレンは手て許もとに置いてある鉄箱の上に手をのせた。

「その伝説とやらを東方で聞きつけてきたのはおまえだ、ネーブ。サイオンにはルルケ文書の実在を示す証拠どころか、それを匂におわすような記録すら見つかっておらん」

「涙の島に眠っている――そして今も蓄積しつづけている膨大な文書を、すべてお調べになったのですか、司教」

「一つ断っておくが、主しゆは自らの教えがゆがめられることを案じられ、それがためにサイオンの教義に関して他者が記述することを禁じられたのだ。主は一言一句違たがえず口こう伝でんする者に祝福と説教の認可を与えられた。オルタメントは主が神となられて地上を去られたあと、主のお言葉を間違いなく人々に伝えるために作られたものだ。主は何もすべての記録を禁止されたわけではない」

「存じておりますよ。教主庁はずいぶん前にそのような見解を出されておりますね」

「ルルケ文書については調べた。そのような文書にふれる記載は一つもなかったのだ」

「ですが、教都エルウシオンを頂く涙の島に、それはあったのです。伝説のとおり、“〝墓所”〟と呼ばれる深部に」

「第六の高こう弟てい“〝慈じ悲ひ深き者”〟マテウが東方に渡ったとは言われているが――」ラングレンは目を伏せてしまいそうになってこらえ、一つ息をついた。「ところで、私がここに持ってきた矩く形けいの書と菱りよう形けいの書、本当に一目見るだけでいいのだな」

　ネーブは肩をすくめた。「頼めば、譲ってくださるのですか？」

「涙の島から持ちだすだけでも畏おそれ多おおい物かもしれんのだ」

「ルルケ文書は四書が揃そろって初めて意味があるものだと伝説にあります。であるとするならば、下げ賤せんの商人ごときが二書を手許に置いて四書が揃うを阻むはむしろ罪悪でしょう。断腸の思いではありますが、司教に献上させていただきます」

「ふむ……」

　なおも釈然としないものがある。だが、ラングレンが見つけた矩形の書、菱形の書をこの場で一度、手にとることを許されれば、ネーブは楕だ円えんの書、梯てい形けいの書を寄よ越こすという。ネーブがここに持ってきているだろう二書が偽造したもので、どこかに本物の二書を隠しているという可能性を疑いたくなるが、そのときはそのときだ。教主庁の部長を謀たばかったとあれば、ただではおかぬ。

　ネーブは根っからの聖職者ではない。もとは聖騎士だった。星の鎖を率いていたのだ。今も聖騎士団に多大な影響力を持っている。まずいことになったら、星の鎖を動かして、ネーブの口をふさぐことも可能だ。

　星の鎖には影犬がある。諜ちよう報ほうや各種工作を行う影犬は、ラングレンが隊長だった時代に創設された。同じスタンリー公国出身で、彼が引き立てた現在の星の鎖隊長ヴィリー・ブランドロウは、彼の手足となって動いてくれる優秀な駒こまだ。星の鎖もネーブと接触しているし、どうとでもなるだろう。当然、ネーブもまた、そのことを知っているのだから、愚かな真ま似ねはしないはずだ。

　ラングレンが司教服のポケットを探って鉄箱の鍵かぎを握ると、ネーブは膝ひざの上に置いてあった豪ごう奢しやな飾り箱を机の上にのせた。

「間違いなくそれがあるという事実――いいえ、真実に、私はこの手でふれたいのです。一読すれば十分なのですよ、司教。ご理解いただけないかもしれませんが、私にとってはそれだけで意義があるのです。とてつもなく大きな意義が」



　　　



　およそ二ヶ月ぶりだった。レーレは水すい鏡きよう月づき（九月）二十九日に帰ってきた。

　そのときユユは結けつ跏か趺ふ坐ざして無の行ぎように取り組んでいた。ようするに、地べたに座って瞑めい想そうしていたのだ。いや、正確には、瞑想しようと悪戦苦闘していた。本当はじっとしていることがつらくてつらくてたまらなくて、目をつぶっていると頭が爆発してしまいそうだった。ずっとそうなのだ。よく眠れないし、起きている間は鬱ふさぎこんでいるか、苛いら々いらしている。陽気なポルモたちにさえ八つ当たりしてしまいそうだから、なるべく誰だれにも近づかないようにしていた。でも、何もしないわけにはゆかないので、一人でもできそうな仕事を探したり、行に打ちこんだり――打ちこむふりをしたりして、なんとか時間を過ごした。一日一日が長くて、長すぎて、たまらなかった。

　ポルモの三人組、ニムムとランラ、メロルが知らせにきたのだ。

「帰ってきた！」「帰ってきたよ、アラーニャ！」「ルチアが！」「バルバロが！」「レーレ・イジュールが帰ってきたよ！」

　ユユは跳びあがるように立ちあがって走った。秘密基地の出入口はいくつかあって、どれもが巧みに偽装されているか、地勢の条件によって見つけづらくなっている。先を行くポルモたちは、そのうちの一つにユユを導いてくれようとしているに違いない。監視のランドールもついてきたけれど、気にしなかった。ユユはやがて地面に出来た亀き裂れつに飛びこんで、地中の通路を進んだ。ここはユユも一度だけ通ったことがある。通路の先は霧深い迷路みたいな谷間のはずだ。

　ポルモたちの後ろ姿の向こうに出口が見えた。

　谷間には真っ白い霧が立ちこめていた。

　人影が見える。大きい。ニムムが「バルバロだ！」と叫んだ。その隣にも人影がある。さらに、後ろにも。ユユは足を速めてポルモたちを追い越した。大きな人影はたしかに緑色の甲かつ冑ちゆうを身にまとった巨人、魔王バルバロだった。バルバロに寄り添って歩いているのは、緋ひ色いろの尼に僧そう服を着た魔女ルチアだ。

　バルバロは鉄球のついた鎖を担ぐようにして持っていた。

　あんまりだ。ひどい。なんてことを。

　手て枷かせだ。手枷に鎖を繋つなげて、バルバロはそれを引いているのだ。手枷を嵌はめられているのは、黒っぽい外がい套とうを着せられて、変な面のようなものをつけさせられているけれど、背せ恰かつ好こうからして――間違えるはずがない。

「レーレ！」

　ユユが叫ぶと、バルバロとルチアは足を止めた。そして、レーレも。

「レーレ……！」

　ユユはレーレに駆けよった。ものすごい臭においがした。ひどくなまぐさい、でも、腐っているような――バルバロの腐臭ともまた違う。かまうものか。ユユはレーレに抱きつこうとした。

「だめだ」

　紛まぎれもなくレーレの声だった。でも、やけに掠かすれていた。がさがさしていて、怒っているようでも、怯おびえているようでもあった。レーレは黒い山や羊ぎとも狼おおかみともつかない面をつけた顔を左右に振った。

「だめだ。きちゃだめだ」

「……どうして？　なぜそんなことを言うの？」

　ユユは察している。レーレは嫌がっているわけじゃない。そうじゃなくて――わからないけれど、とにかく、嫌がっているのではない。むしろ、ユユは今すぐレーレを抱きしめるべきだ。だって、レーレは怖がっている。きっと、いたく傷ついているのだ。大丈夫だから、とユユは――ユユが言ってあげないといけない。慰めてあげないと。そう思う。だけれど、ユユの身体からだはどうしてか動かないのだ。すぐそこにレーレがいるのに、なぜか手をのばすこともできずにいるのだ。

「だめだ。今はだめだ。まだ――」

　レーレはそう繰り返すばかりだった。

　ルチアが、くふふ、と笑った。

「ガウルは疲れているのです、アラーニャさん。少し休ませてあげてはいかがですか。土産話をお聞きになりたいのかもしれませんが、それからでも遅くはないはずです」

「……ガウル？」ユユは唇を噛かんだ。

「行きましょう、バルバロ」

　ルチアが促すと、バルバロが歩きはじめ、レーレも従った。

　ユユは霧の中で立ちつくした。



　　　



　それから日が暮れて、朝になり、二ヶ月ぶりの部屋に戻ってきたレーレは、あの外がい套とうも着ていなければ、面もつけていなかった。どうやら、どこかで身を清めてきたようだ。でも、帰ってきたとき、レーレはかなり様子が変だった。ちゃんと自分で身体からだを洗ったのだろうか。それとも、誰だれかの手を借りたのか。そんなことが妙に気になって、バカみたいだとユユは思った。それに、レーレはすっかり平静を取り戻しているように見えた。やつれてもいないし、怪け我がもないようだ。

　ルチアの言うとおり、疲れていただけなのかもしれない。

　そんなこと、ユユも本当は信じていなかった。絶対、何かあったのだ。とんでもないことをさせられて、それがレーレには痛手だった。そうに決まっている。

　話してほしい。聞いたところで、何もできないかもしれない。でも、黙って一人で抱えこんでいるよりはいいはずだ。そんなふうに、部屋の真ん中に座って、ぼんやりしているふりをして――何か思いだしたくないことを思いだしたり、こらえられない感情を、それでもなんとか抑えつけようとしているんじゃないの？

　ユユはレーレの向かいに座っている。光の加減によって黒くも青くも見える、レーレの瞳ひとみを見つめているのだ。レーレの目にはユユが映っている。それなのに、レーレにはユユが見えていない。

　ユユは身を乗りだして手をのばし、レーレの腿ももをつかんだ。レーレはびくっとした。

「ねえ、レーレ」

「え？」

　レーレは何度かまばたきをしてから、笑みらしきものを浮かべた。

「ああ……何？　どうかした？」

「訊きいてもいい？」

「何を？」レーレは一瞬、目を伏せた。「――いいよ。何？」

「ガウルって、何のこと？」

「ガウルは……」レーレは右手の人差し指で唇をこすり、その指先を見て、少しだけ眉まゆをひそめた。「ガウルはね。古い言い方で、猟をする犬のことなんだって。ルチアはおれのことを、そう呼ぶことにしたみたいだよ」

「レーレは犬じゃないわ」

「おれは……」レーレは軽くうなずいた。「そうだね。でも、そう呼ばれてるってだけだから、おれは気にしてないよ」

「何を……してきたの？」

「それは」レーレはうつむいて――でも、無表情で、溜ため息いきをついた。「喋しやべるなって――誰だれにも話すなって、ルチアに言われてるから」

「そう」

「ごめん」

「いいの」

　ユユは手を引っこめた。気を抜くと、言ってしまいそうになる。わたしのためでしょう。わたしのせいだもの。でも、いけない。そんなことを言っては。わかりきったことなのだ。レーレに肯定させて何になるだろう。何の意味もない。傷つくだけだ。お互いに。違う。傷ついているのはレーレだ。わたしはここでぬくぬくと暮らしているだけじゃない。

「ユユ」

「なあに？」

「昨日」レーレは唇を引きつらせて、目を見開き、それから細めた。「――昨日は、ごめん。おれ、汚れてたから。ユユが汚くなったらいけないって、思って。それで……」

「そんなこと」ユユは左の手首を右手で握った。きつく、握った。「――いいのよ。そんなこと。わたし、気にしてないもの」

「なら、いいんだけど」

「レーレ」

「うん」

「もっと近くにいっても、いい？」

　声が震えた。これじゃあ、わたしが怯おびえているみたい。

　レーレは口くち許もとをゆるめた。「もちろん」

　ユユは膝ひざを進めてレーレに抱きついた。何か違うと感じて、膝立ちになって、レーレの顔を自分の胸に押しつけた。ユユはレーレの頭を抱えるような体勢になって、耳のすぐ上あたりに何度も鼻をこすりつけた。耳を噛かんでしまいたくなったけれど、我慢した。自分にできることはまだありそうな気がした。でも、何をすればいいのかわからなかった。

「ユユ、おれ――」レーレの声はくぐもっていた。胸に響いた。「言うの、忘れてた」

「何を？　何でも言って」

「ただいま」

　ユユはきつく目をつぶった。「……おかえりなさい、レーレ」

　また声が震えてしまった。ああ、だめだ。泣いてしまう。わたしが泣いたって、どうしようもないのに。

「あの、さ。ユユ」

「うん」うなずくだけで精一杯だった。

「おれ」レーレは身じろぎした。「おれ……臭くない？」

　心臓がつめたくなった。レーレの身体からだがこわばっていたからだ。レーレは本当に、心底から恐れているようだった。

　臭い。

　もしかして、それは――あの臭においのことだろうか。

　ユユは思いっきりレーレを抱きしめた。

「バカね。臭くなんかないわ。大丈夫よ。ぜんぜん大丈夫なんだから」

「そっか」

　レーレは微かすかに身震いをした。

「それなら、いいんだけど」



　　　



　レーレに与えられた休息は三日間だった。

　三日はあっという間に過ぎ去って、レーレは飼い主に与えられた面や外がい套とうやその他ほかの衣類や履き物などを身につけ、ガウルに戻った。

　ガウルは手て枷かせを嵌はめられ、鎖で引かれて、秘密基地をあとにした。

　何日も、何日も歩いて、夜更けに解き放たれ、飼い主が命じるままに人狩りをした。

「サイオンの教会を血に染めなさい、ガウル」

　飼い主はガウルにそう囁ささやいた。

「信仰自体が罪悪である前に、危険だということを知らしめるのです」

　夜な夜な教会を襲う危険なモノがいる。その事実は徐々に広まりつつあるようだった。

　ガウルは夜更けに解き放たれて、人狩りをした。

「サイオンは欺ぎ瞞まんに満ちています」

　森を移動する間、あるいは人狩りから帰ってきて手て枷かせ足あし枷を嵌められているガウルに、飼い主は様々な話をした。

「アルド・サイオンを名乗ったルルケは魔術師でした。彼は征服者だったのです」

「かつて、雷らい霆ていの神ウドラを唯一至高の神として崇あがめる、エルドラという名の流る浪ろうの民がありました。エルドラは黄金の髪と褐かつ色しよくの肌はだ、翠緑石エメラルドの瞳ひとみを持つ美しい人々で、ウドラを讃たたえる歌か舞ぶ音おん曲ぎよくを披露することを生業なりわいとしておりましたが、怠惰な盗ぬす人びと、物もの乞ごいをする者たちとして蔑さげすまれ、忌み嫌われていたのです」

「ルルケはエルドラの一人で、血気盛んな、そして不幸にも異様な才能を生まれ持った若者でした。ルルケは、かつて世界はウドラとその臣民エルドラによって統すべられ、平らかに治まっていたが、諸もろ神がみの叛はん乱らんに遭い、ウドラは隠れ、エルドラは各地をさすらうこととなった――そんな妄想に取とり憑つかれ、エルドラの再興を志すようになったのです」

　ガウルは歩いて、夜更けに解き放たれ、人狩りをして、たまに眠ることを許されるというより強制されたが、それ以外の時間はたいてい飼い主の物語につきあわされた。

「エルドラの長老たちはルルケの言葉に耳を貸しませんでしたが、若者たちの多くは賛同しました。長老たちは根無し草の自由こそがエルドラの伝統だと考えていましたが、若者たちは迫害されることにも自分たちの土地を持たないことにも不満を抱いていたのです。強い、強烈な不満を」

「ルルケはじつは、純血のエルドラではなかったと言われています。いまカラリヤ王国がある場所にオズメリアという国があったのですが、ルルケはオズメリア人の父とエルドラの母を持つ者であり、オズメリアで幼少時代を過ごし、妖よう術じゆつ、秘術、魔術の教育を受けたのではないかと推測されます。エルドラの女は美しかったので、これを奪って妾めかけにしてしまう男は大勢いたのです。しかし、エルドラの血を引く子供は家や地位、財産を相続することはできなかったので、やがて放ほう逐ちくされる運命でした」

「エルドラにはルルケと同じ境遇の者たちが多くいたはずです。ルルケは彼らを扇動して、不遇をかこつ若者たちを糾合し、また、その異能を駆使して神秘の術を編みだしました。そして、ついに隠れていたウドラを召喚することに成功したのです」

　ガウルは人狩りをする。毎日のように、人狩りをする。

　飼い主は語る。取り憑かれたように、それが自分の物語であるかのように、語る。

「ルルケはウドラUDRAの強き名から力をえるため、アナグラムを用いてアルドARUD・ルルケを名乗り、挙兵しました。最後までルルケに従わなかったエルドラの長老たちは血祭りに上げられたといいます」

「最初はオズメリアでした。ルルケはおそらく自分を追放した実の父親を殺ころしたことでしょう。オズメリアは蹂じゆう躙りんされ、長くその地を守護していた星の女神イクシスはルルケに屈服しました」

「ルルケは次に現在ランケ公領やロイスレン公領があるハーランドに攻め入りました。その地に祭られていた豊ほう饒じようと収穫の女神アガテも、ルルケの前に膝ひざを屈しました」

「キンメールでは月の神ネルが。東のアントラッドでは嵐あらしと海の神シグが――」

「ルルケはさらに東進し、孔琳クーリンを滅ぼして風神朧おぼろを配下にしました」

「こうしてルルケは、ウドラをふくめて六柱の神を従える強大な支配者となり――シグXIG、アガテAGATE、イクシスIXIS、朧OBORO、ネルNELLの頭文字をとって、アルド・サイオンXAIONと称するようになったのです」

　夜更けに解き放たれたガウルが狩り場へと向かうと、武装した兵士たちがうろついていることが多くなった。邪魔する者はすべて始末なさい。それが飼い主の声の命令だ。ガウルはそうした。街路は、教会は、血肉に塗まみれた。

「ルルケは各地を制圧しながら次々と神を魔王に貶おとしめ、魔王像を造らせてこれに封印してゆきました。いかにルルケといえども、神を滅することは能あたわないのです。なぜなら神は、土が、木が、水が、風が、あまねく人の、獣たちの思いが生むものだからです。神は畏い怖ふされ、崇すう拝はいされるものですが、畏怖され崇拝されることによって神が生まれるとも言えます。逆に言えば、畏怖と崇拝が完全に絶えるまで、神は神としてありつづけます。ルルケは神を魔王に堕することで、畏怖と崇拝を消し去ろうとしたのです」

「しかし、ルルケの激烈な侵略、反抗する者に対する情け容赦のない虐殺にもよらず、神を敬う心が完全に消滅することはありませんでした。小さき者ポルモや虚うろの賢者ムウラ、地を愛めでる者ブード、鉄人ダングー、足あし速はやのランドール、鬼のアントラ、鱗うろこ肌はだのガガー、黒毛のグーシーは、名も無き荒野ファーロンドや永久凍土ソドルー、流る刑けい島とうヴァンソートに逃れました。森の狼おおかみクオードは北へと走り、雪狼セアードと合流しました。猛たける角ハドラック、血ち塗まみれ鹿しかイーウェも北の奥地へと逃げ去りました。夜の翼アンダルースや大おお熊くまゾフーの一部、働き狢むじなスオルピンのように海を渡って流刑島へとたどりついた獣たちもおりました。少数のゾフーや斑まだら狼ジドネは名も無き荒野へ足を踏み入れて、ほとんどは死にましたが、生きのびた者もいくらかおりました。忍び猫ヤーズは山奥に引っこんで息をひそめました。ルルケにあくまで背き、血を残した人間もおりました。森の人シレーンは、西方中でその古く尊い血を拡散させました。神々は魔王と成り果て魔王像に封じられても忘れ去られることはなく、失われもしなかったのです」

　ある夜、ガウルが人狩りに出かけると、衛兵が十人ばかり教会の前に並んでいた。衛兵の一人がガウルを指さして「魔王だ！」と叫んだ。ガウルは衛兵たちを始末する前に間違いを訂正した。「おれは魔王じゃない。ガウルだ」と。衛兵の半ばは逃げ散って新手を呼びよせたが、その間にガウルは教会に押し入って司祭を殺ころして展示した。助すけっ人とを引き連れて戻ってきた衛兵の包囲を切り破って、ガウルは飼い主の待つ森へと帰った。

「ルルケは神殺しの困難を知っていたはずです。だからこそ、魔王像に封印するなどといった回りくどい方法をとったのでしょう。神は永遠でありうるということを、おそらくルルケは理解していたのです。それゆえに、百二十七歳まで生きたというルルケは、その最晩年にある計画を実行に移しました」

「ルルケは自らに従っていた神まで魔王に貶おとしめて魔王像に封印したのです。神が偉大なるアルド・サイオンに嫉しつ妬として反逆を企たくらんでいるというのが口実でした。ルルケはまずウドラに疑いをかけ、残り五柱の神々の力でもってこれを倒し、魔王像に封じました。次は朧おぼろを四柱の神々の力で、その次はアガテ、ネル、シグ――最後のイクシスは、ルルケ自身がすべての魔術を駆使して打ち倒し、封印したのです」

「ルルケはすでに老いており、全盛期の強大な魔術師ではありませんでした。イクシスを封印するのと引き替えに、ルルケも命を落としたのです。その額にはイクシスの紋章、縦棒と×印を組みあわせた――後世、星せい印いんと呼ばれることになる印が焼きつけられていたといいます。ルルケは人に仇あだなさんとする邪悪なる神々を打ち破った者、救い主、すべての人間の主しゆとして、神と崇あがめられるようになりました。畏い怖ふされ、崇すう拝はいされることによって、ルルケは神となった――アルド・サイオンという名の神が新たに生まれたのです」

　ガウルは夜更けに解き放たれ、人間の街へと向かった。街中に衛兵がうろついていて、そこかしこに篝かがり火びが焚たかれ、闇やみに身をひそめているガウルを炙あぶりだそうとしているかのようだった。だが、邪魔する者はすべて始末しないといけない。ガウルは一人一人衛兵を暗がりに引きずりこんで物言わぬ骸むくろに変えてゆきながら、少しずつ教会に近づいていった。教会の前には十人以上の衛兵がいた。ガウルは彼らを皆殺しにすることにした。ガウルが飛びだすと、衛兵たちは「ガウルだ！」「ガウルがきた！」と大声をあげながら槍やりやら剣やらを振りまわした。猟犬なのに鷹たかの目を持つガウルにはすべてが静止しているように見えた。ガウルは衛兵を一人残らず片づけ、教会の中へと足を踏み入れた。教会の礼拝堂には数十人の老若男女が集い、身を寄せあって震えていて、その真ん中に司祭服を着た男がいた。司祭はガウルに「去れ！　恐れを知らぬ魔物め！　主の天罰が下るぞ！」と怒鳴ったが、その声は怯おびえていた。ガウルは黙って男たちを女たちをかきわけて進んだ。それでもガウルの前に立ちふさがろうとする者は一刀のもとに斬きり捨すてた。一人斬ると半分以上が逃げだして、二人斬ると司祭を入れて四人しか残らなかった。ガウルは四人とも殺して展示した。外に出ると、遠くの空が白みはじめていた。

「ルルケが神になったあと、その高こう弟ていたちはサイオンの帝国を維持するのに苦心しました。高弟たちはルルケによって堕おちた神である魔王を与えられておりましたが、その力は魔王が神であったころよりだいぶ弱まっており、手向かう者たちを大いに脅かすことはできても、それだけで完全に圧倒することは難しかったのです。もとより、慎重なルルケがそれほど大きな力を弟子に授けるはずがありませんでした」

「高弟たちはルルケの教えにまつわる口こう伝でんをまとめ、これにルルケが神となるくだりを付け足し、主の軌き跡せきと称して西方中に広めました。帝国の領内で反乱が起これば、すぐさま高弟たちが軍を率いて魔王の威いを示し、これを鎮ちん圧あつしました。第一の高弟クシエロは初代の教主となり、アマルディア湖こ畔はんのオズメリア首都パルメクがあった場所に教都エルウシオンを建設して、支配体制の強化を図りました。第四の高こう弟ていアビクトは各地に無数の教会を建設して、第三の高弟カセルはあちこちの教会の地下に魔王像を埋め、その霊力によって人民を鎮ちん撫ぶしようとしました。第六の高弟マテウは伝道師を組織、指揮して、帝国の外にもサイオンの教えを伝えようとしました」

「ですが、高弟たちは決して一枚岩ではなく、やがて相争うようになり、帝国は分裂、衰退して、紀元九〇〇年ごろにカラリヤ王国が勃ぼつ興こうするまで、サイオンは苦渋を味わうことになります。カラリヤ王国は、分裂帝国の北首都であった教都エルウシオンを陥れ、正統オズメリアを建国したアルタス王子に連なるパラス家の王が治める小国でしたが、アルベル・パラス王がサイオンに懺ざん悔げ、帰き依えし、流る浪ろうの身だった当時の二十二代教主ダフネを迎え入れました。カラリヤ王国は、いまだ西方各地に隠然たる影響力を持っていたサイオンを利用し、王権を強化していったのです」

　ガウルの行く先々に敵がいた。飼い主の命令に従って目的を果たそうとするガウルを妨害するのだから、彼らは敵に違いなかった。敵はガウルがガウルだということを知っていて、夜の街でガウルの来襲に備えていた。ガウルの気配を感じると騒ぎだした。ガウルを捜そうとした。ガウルを殺ころそうとしていたが、殺されるのはいつも敵のほうだった。ガウルは敵を殺して、教会に入ってゆき、聖職者を殺して展示した。そうして森に帰ると、飼い主がわけのわからない話を長々と喋しやべった。

「西方で恐ろしい疫えき病びようが大流行したことがあります。紀元一一〇〇年から一一五〇年ごろにかけてでした。サイオンはこれを、呪まじない師や霊媒師といった超常の技を用いる者たちの仕し業わざだとして、身を守るためにアルド・サイオンの加か護ごにすがるべきだと宣伝しました。一説によると、密儀や信徒に奨しよう励れいされた生活習慣に関係しているともいいますが、実際、サイオンの信徒は疫病で死ぬことが少なかったといいます。疫病が猛もう威いを振るった五十年間で、サイオンは爆発的に信徒を増やしたのです。そして一二六九年、人間たちのいうタブール事件が起こります」

「魔女エンデが名も無き荒野のブード、ダングー、ジドネたちを率いてメンヒル王国タブールを占拠する以前にも、魔女たちは各地で活動していました。魔女がいかにして生まれたのか。かつてルルケに住処すみかを奪われた者たちと接触を持った人間は、いつの時代にもいくらかはいたはずですが、最初に彼ら、彼女らを仲間に引き入れ、情報源としたり、密偵として使ったりしたのは虚うろの賢者ムウラたちです。しかし、わたくしめが知りうるかぎりにおいては、魔女の軍団と呼びうるものを組織することを考えだしたのは人間――つまり、魔女自身なのです。他者と連携することにおいて、人間に優まさる種族はおりません。エンデが立ちあがる前にも、魔女プラナ、魔女ギビサ、魔術師エドワン、魔女ジャナといった者たちが、種族や部族間の垣根を取り払い、共通の敵を持つ者同士が手をとりあうために尽力しました。ムウラに歴史の真実を教えられ、彼らに同情し、彼らのために立ちあがることを決意した人間たちは、団結しなければ人間に勝利できないことを知っていたのです。いいえ――持ちうる力をすべて結集しても、人間たちには勝てなかったのです」

　夜更けに解き放たれて、ガウルは人を狩りに行った。人間たちが、ガウルだ、ガウルだ、と騒ぎたてる。すっかり化け物扱いだ。死んだ聖職者を解体しながら、ガウルは自分の身体からだの臭においを嗅かいだ。ものすごく臭かった。もしかすると、もう腐っているのかもしれない。身体中が。ガウルは唐突に気づいた。いつの間にか、飼い主が命じるのではなくて、ガウル自身が展示の仕方を工夫していた。

「メンヒル王国はタブールの奪回を試みましたが、魔女エンデの軍団によって粉砕されました。そこに手を差しのべたのが隣国のカラリヤ王国でした。カラリヤ王国は精兵を募り、サイオンの加か護ごのもと聖騎士団を結成すると宣言しました。これはカラリヤ王国軍がメンヒル王国の領土を侵すのではないという体裁を整えるためだったのですが、のちに聖騎士団は国境を越えて自由自在に移動できる唯一の軍隊となります。聖騎士団はタブールを奪い返し、魔女エンデを敗走させました。しかし、エンデは魔女ネサメ、魔術師アレクらと連携して各地を転戦し、西方をかき乱したのです」

「魔女の軍団を追いつめたのは聖騎士団でした。暴風のような魔女の軍団に領土を荒らされた国々が、次々と聖騎士団への参加を申し出たのです。聖騎士団は次第に西方多国籍連合軍の様相を呈してゆきました。エンデとアレクがゴガ・ザナークで討ち死にしたあと、ときのサイオン教主ノエクトはこれを人類の勝利であると宣言し、聖騎士団を讃たたえ、祝福し、その存続を訴え、この考えが諸王に支持されるに至ったのです」

「人類という言葉を初めて用いた教主はノエクトだとされています。人間は主しゆアルド・サイオンのもとに平等であり、平等である人間は連帯すべきであるとノエクトは主張したのです。魔女エンデの動乱を機に、サイオンはその地位を飛躍的に向上させました。聖騎士団という武力を背景に、各国の利害を調整する役割を進んで買って出て、同時に布教を押し進め、教会を再建し、すさまじい勢いで信徒を獲得していったのです」

「今や西方はサイオンに席せつ巻けんされたといっても過言ではないでしょう。畏い怖ふされ、崇すう拝はいされることによって神は生まれます。そして、多くの者に畏怖され崇拝されるごとに、神の力は増すのです。もし何者かが神ルルケを召喚するようなことがあれば、我々はなすすべもなく皆殺しにされるでしょう。その野望を果たし、地上と天上の王として君臨しているルルケが、人間に力を貸すことなどありえないでしょうが――ともあれ、敵は強大です。いかなる手段を用いてでも信仰を損ない、まずサイオンの勢力を弱めなければ、我々に勝機はないのです」

　ガウルは夜更けに解き放たれて、人間の街へと向かった。見たことのある街だ。いつだったか、ガウルはここにきた。いつだろう。わからない。川沿い。クルク川。ガウルはいやなことを思いだして低く唸うなった。でも、違う。ここはナイヘルじゃない。あんなに大きい街じゃない。ドレイヤ聖堂。やめよう。あのことは思いだしたくない。ここはナイヘルじゃない。違う街だ。ナイヘルは河口だった。ここは違う。ヘリング。そうだ。ここはヘリングだ。領主はビクスラー伯爵。聖騎士だった。たしか、雄ゆう志し隊とかいう部隊を持っていて――けっこう覚えているものだ――だからか。警備が厳重で、四よつ辻つじには必ず兵士が立っているし、場所によっては一人じゃなく二人一組で、巡回も多い。兵士も顔つき、身のこなしが堂に入っている。今までとは段違いだ。ここは狩り場じゃない。戦場だ。久しく嗅かいでいなかった戦場の匂においがガウルを鎮静させた。でも、それだけだろうか。

　ガウルは真っ暗な路地から顔を出して、すぐに引っこめた。

　右手で胸の真ん中あたりを押さえた。動どう悸きが激しい。息も浅い。

　１ゲイン（約20ｍ）ばかり先の角だ。あれは雄志隊でも衛兵でもない。装備が違った。あの鎧よろい。知っている。二人いて、一人はかなり小柄だった。兜かぶとを被かぶっていたが、面めん頬ぽおは上げていた。顔まではわからなかった。でも、あれは。

　レーレは首を左右に振った。違う。おれはガウルだ。飼い主の命令に従って、人狩りをする。そうしないといけないんだ。ガウルは考えちゃいけない。考える必要なんかない。余計なことを。

　ガウルはもう一度、路地から顔を出して、二人の聖騎士を観察した。そう。あれは聖騎士だ。胸きよう甲こうに鎖。剣の柄つかにも鎖。聖せい騎き士し団だん魔ま女じよ討とう伐ばつ隊たい。星の鎖だ。

　聖騎士たちは二人とも兜の面頬を上げている。一人は知らない。もう一人は――小柄なほうは知っている。ガウルじゃない。レーレが知っている。

　セルジュだ。セルジュ・フレンドール。

　ガウルは建物の外がい壁へきをよじ登りはじめた。すぐに屋根まで到達できた。屋根を伝って移動しながら通りの様子をうかがうと――セルジュたちだけじゃない、あっちにもこっちにも聖騎士が配置されていた。この街には星の鎖が駐屯しているのだ。星の鎖がバラン大教会にガウルを寄せつけまいとしている。それどころか、ガウルを待ちかまえている。彼らは人狩りガウルを返り討ちにするつもりなのだ。

　とはいえ、さしもの星の鎖も、まさかガウルが屋根伝いに進むとは思っていないようだ。だいぶ遠回りをして、かなり時間がかかったものの、ガウルは星の鎖に察知されることなくバラン大教会の近くまできた。ガウルは声を出さずに唸うなった。獲物はすぐそばにいるのだ。でも、これではどうしたって牙きばが、爪つめが届かない。

　バラン大教会は広場の真ん中に立っていた。その広場には星の鎖の騎士たちがいた。従士たちがいた。雄志隊の者たちもいた。たくさんの篝かがり火びが焚たかれていて、身を隠すことができそうな闇やみなんて見あたらない。騎士、従士、雄志隊の間を大おお股またで歩きながら何か声を出している、あの聖騎士――レーレは舌打ちをした。まさか、あいつなのか。あのでかい声。間違いない。ヨナハン。ヨナハン・クロムスティードだ。

　ガウルはじりじりしながら位置を変え、あるいはじっとして、防備の隙すきを探した。答えは最初からわかっていた。無理だ。ろくに実戦の経験がない、田舎の衛兵隊なら、やりようによっては百人いても突破できる。でも、星の鎖は百ひやく戦せん錬れん磨まだ。あいつらは油断なんかしない。仲間が一人、二人倒されても、慌てない、騒がない。たとえ相手がたった一人の人狩りでも、全力で、確実に叩たたき潰つぶそうとするだろう。

　日が昇る前にガウルはヘリングから離脱して、すごすごと森に帰った。自分のことはどうでもよかったが、ユユのことを考えると恐ろしかった。でも、星の鎖に突っこんでいって、何人か、十人か、それ以上、道連れにしてガウルが死んだら、ユユは解放されるのか。ガウルはガウルらしくもなく、あれこれ考え、思い悩みながら、飼い主とおぞましい緑の巨人に迎えられた。

「どうしたのです、ガウル。新しい血の匂においがしませんね」

「……星の鎖が」

「まあ」ガウルの予想に反して、飼い主は満面に笑みをたたえた。「そうですか。星の鎖が。とうとう動いたのですね。魔女討伐隊が。喜びなさい、ガウル。あなたの仕事が功を奏したのですよ」

　飼い主はガウルの面を外した。巨人が低く呻うめいて全身を震わせた。飼い主はかまわずガウルの頬ほおを両手で挟むようにして、顔を近づけてきた。

「人間たちに見せてやるのです、ガウル。あなたがただの人狩りではないということを」



　　　



　ガウルは待った。待たなければいけなかった。

　巨人に鎖で引かれ、森から森へと渡り歩いて、もしくは森の奥にとどまり、ときに飼い主に命じられて人間の街に潜入したが、なかなか機会は訪れなかった。

　獲物を追いかけて、北へ。北へ。北へ。

　最初、巨体をうねらせて移動していた獲物は、途中でその身体からだを半分ほど切り離して身軽になった。そうしてオズメリアの整然とした静かな森を抜け、無数の狩人かりゆうどたちが死んだシレーの古くて奇き怪かいな呪のろわれし森へ。その名のとおり荒れ狂う荒れ海の沿岸に出て、さらに北へ。

　獲物はモドリッチ王国とクジェ帝国との国境を越えて、古語で光の帯を意味するというイーロート川を渡り、そこから西へと転進した。突きあたった白銀山脈を迂う回かいし、クジェの帝都ゲシュタファへ。

　獲物は三日間、荘そう厳ごんな帝都にその身を横たえた。好機かと思ったが、帝都の警備はことに厳重で、付け入る隙はまったく見いだせなかった。

　帝都を発たった獲物は南へと向かい、ルゾ川とモゾ川を渡ってメンヒル王国の領地に足を踏み入れた。

　グンダナ川の畔ほとりにある石造りの古びた街に獲物がするすると滑りこんでいった日の、雪がちらつく夜だった。ついに飼い主はガウルに命じた。

「間もなく白はく星せい月づき（十二月）の二十三日です、ガウル。紀元一二七六年、ゴガ・ザナークで魔女エンデと魔術師アレクが討ち死にした日に――かつて我々が敗北した日に、小こ賢ざかしい狐きつねの息の根を止めなさい」

　夜更けに解き放たれ、ガウルはレイナンという名の古びた街に入りこんだ。

　獲物はまだ半休状態だ。しかも、長い移動で疲れている。各地で何度か小規模な戦闘をこなして、数十か百程度の魔女の仲間を殺ころし、その間、連中はガウルの影も形も見ていない。ガウルは何回か標的に忍びよろうとしたが、危険は冒さなかった。それが飼い主の命令だった。決めるときは必ず一度で決めなければならない。ただでさえ獲物は用心深いのだ。意識的に警戒されたら、余計に標的に近づきにくくなってしまいかねない。そうはいっても、もうそろそろガウルのことなんか忘れているだろう。ガウルはあれ以来、人狩りもしていないのだ。

　それに、あと一つ、ガウルに有利な条件があった。もしかしたら、こっちのほうが重要かもしれない。

　橙だいだい色いろの髪をした長身の男が獲物の――星の鎖一行から離れて、南へと向かった。そんな報告が飼い主の手下からもたらされたのだ。

　イアン・ブラックハート。あの男がいるのといないのとでは大違いだ。レーレが――いや、ガウルが知るかぎり、御お頭かしらは――イアンは、ほとんど常に標的のそばにいる。影犬を率いて手足のように動かしながら、イアンは、あの不気味な背高のっぽは、標的の護衛役を務めてもいたのだ。

　理由は不明だが、とにかくイアンがいない。星の鎖は街に入ったばかりで、さすがにいくらかは気が緩んでいるだろう。油断していなくても、厳重な警備態勢を整えるにはそれなりに手間がかかる。とくに、レイナンは星の鎖が守りを固めるのに適していない。川沿いで、防壁も不完全だし、街並みは雑然としていて、住民でもなければどこに何があるのかさっぱりだろう。さらに、上等な部類に入る建物の数がきわめて少ないので、標的がどこにいるのか、だいたい見当がつく。

　すでにガウルはその建物に肉にく薄はくしている。アシャールという商人の館やかただ。レイナンはサンローマ伯爵の領地内にある街だが、その居城はここにはない。レイナン一の名士といったらアシャールで、彼がほとんどこの街を牛耳っているのだ。アシャールの館以外では、かろうじてアライナン教会が大きいといえる建物だが、他ほかは粗末な平屋か、せいぜい二階建てしかない。飼い主が言うには、アシャールは権力者に取り入って富を築いた男なので、魔女討伐隊がやってきたら、必ず手厚くもてなして媚こびを売ろうとするはずだ。魔女討伐隊も、特別の待遇を受けることに慣れている。むしろ、疎略に扱われたら、大いに威い圧あつして金やら物資やらを要求するくらいのことは朝飯前だ。そんなことは誰だれでも知っているから、アシャールはおそらく、魔女討伐隊の要人を招いて晩ばん餐さん会かいくらいは催もよおしただろう。あたためた寝しん所じよを提供して、心の中では早く厄介払いをしたいと思いながら、笑顔で長なが逗とう留りゆうをすすめたはずだ。ガウルの標的は、必要があれば野宿でも何でもするだろうが、贅ぜい沢たくを好まないわけではない。魔女討伐隊には各方面から金品の援助が寄せられる。その一部は確実にあの男の懐に入っていて、そうして蓄えた私財は私兵に近い影犬の活動資金として活用されるだけではなく、あの男の身の回り品や嗜し好こう品ひんに変わっていた。さらにあの男は、元星の鎖隊長で聖職者に転進し、今は教主庁密儀省探査部の部長を務めているアルジャーノン・ラングレン司教に金銭を送っているらしい。教主庁内部では金の管理がきっちりしていて、部長といえども自由に使える金は皆無に近いのだ。現在、あの男が握っている金づるにしても、ラングレンから受け継いだものが多数ふくまれている。同郷出身で、ラングレンの趣味につきあってやったこともある――たしか、あの男がそう言っていた――公私両面で離れがたい関係にある二人は、ようするに一いち蓮れん托たく生しようなのだ。それらのことをいつ知ったのか、ガウルは覚えていない。レーレもよくわからない。いずれにしても、たまにあの男の護衛としてそばに仕えていたころに見聞きしたことが、頭の隅のほうにこびりついているのだろう。ガウルは――レーレも、あの男を知っている。あの男は戦場では豪胆だが、ふだんは慎重で、繊細ですらある。ただ、金には――それに、旨うまい食い物にも、上等な酒にも目がない。貧乏騎士の出だと自ら語っていた。あの男は気取り屋だが根は卑しくて、そのことを自覚している。そして、そんな自分を嫌悪している。他人にも厳しいが、自分自身にはもっと厳格だ。ただし、つい深ふか酒ざけをすることもある。寝坊をして副隊長のダーヴィッド・リンチに起こされ、八つ当たりする。そんな場面を目にしたこともある。部隊を離れたときにかぎって――たとえば、貴族の館やかたに招かれ、飲食して、宿泊したときのあの男は、今から思えば若干脇わきが甘かった。

　館の周辺には、アシャールの私兵とおぼしき衛兵が四人配置されていた。星の鎖の従士も二人、玄関前に立っている。輜し重ちよう卒で構成される輸送部隊は街中央の広場で夜営し、その他ほかの隊員たちはレイナンの方々に分散しているようだ。衛兵たちは玄関を従士に任せて館の周りをぐるぐる回っている。館は四角くない。あっちが張りだしていたり、こっちが引っこんでいたりして、ちょっと複雑な形をしているので、四つの角に立っているだけでは死角ができるのだ。おかげでガウルにとっては仕事がやりやすかった。

　ガウルは衛兵たちの目を盗んで、館の引っこんでいる箇所まで一気に駆けた。ほとんど足音を立てずに駆けるくらい、ガウルにはお手の物だ。それからガウルは外がい壁へきをよじ登った。指が引っかかる溝や出っぱりさえあれば、垂直な外壁を１ゲイン（約20ｍ）でも２ゲイン（約40ｍ）でも、たやすくよじ登ることができる。壁から屋根の上に至るまで、ガウルは横も下も後ろも見なかった。一度、衛兵が通りすぎる気配がしたが、それでもガウルは止まらなかった。衛兵も立ち止まらなかった。

　うっすらと雪が積もっている屋根の上に、細い、さして高くない二本の塔が突きだしている。ガウルは一本の塔によじ登った。塔の上は屋根しかない吹きさらしの見張り台になっていたが、衛兵はいない。見張り台の床に戸があって、苦労してこじ開けると、下への梯子はしごが現れた。梯子を下りると、そこはごくごく狭い小部屋で、扉が一つあった。錠は掛かっていなかったので、油を差して、静かに、ゆっくりと扉を開けた。扉の向こうは最上階の三階だった。

　三階には大きな部屋が二つと、それより小さな部屋が三つあった。廊下は無人で、何の音も聞こえなかった。アシャールとその家族は主にこの三階で暮らしているのだろう。ガウルは二階に下りたところで目をつぶった。頭の中心で何かがカッチリとはまった。薄目を開けると、世界は一変していた。壁や床や天井は黒と白の濃淡。空気は青と緑の濃淡。その他ほかの色もある。微かすかに見える。黒と白に妨げられて、見えづらいだけだ。赤と黄。生き物がいる。どれが標的か。なぜかわかった。なぜか？　違う。足を進めながら思った。なんとなくだけど、いつかこうなるんじゃないかって、そんな気がしてた。それとも、こんなふうになった今だから、そう思うだけなのかな。かもしれないけど、きっとそうじゃない。あいつは死ぬべきだ。腹が立つとか、頭にくるとか、そういうことじゃない。おれはバカだから説明なんかできないけど、あいつはよくない。あんなやつはこの世にいないほうがいい。ああいうやつがいるから、みんな殺ころしあいをする。おれみたいな間抜けがああいうやつの道具になる。おれは言い訳してるのかな。誰だれに？　許してほしい相手なんて、ユユしかいない。ユユは許してくれる。だって、ユユのためだから。こうしないと、ユユは。だから、しょうがないんだ。しょうがなかった。ユユが魔女に殺されたと思って。ユユを殺した魔女とその仲間を皆殺しにしてやりたくて。そんなおれを、あいつは利用したんだ。あいつはいつもそうなんだ。そうやって利用できるものは何でも利用して、手柄を立てて、魔女討伐隊の隊長だなんて、偉そうに。

　ここだ。ここだろう。この黒と白の向こうにあいつはいる。これは――壁。違う。扉だ。扉を開けた。音がしただろうか？　わからない。どうでもいい。いる。いるぞ。赤と黄の変動体。あれ。おかしいな。一つじゃない。二ついる。寄り添うようにして。どうでもいいか。おれにはわかるんだ。大きいほう。あっちが標的だ。

　するすると進んで、目をつぶり、開けた。

　真っ暗だから、よくは見えない。でも、寝台に人間が二人、寝ている。一人は上掛けの中で身体からだを横にして丸めている。もう一人は上掛けから顔と左腕を出している。顔を出しているほうが標的だ。剣とナイフを抜いて、胸の中でやつの名を呼んだ。

　ヴィリー・ブランドロウ。

　恐怖も何も感じない。ただ目覚めることがない。二度と。永遠に。あんたにはもったいない死に方だ。

　ナイフを喉のどに、剣を心臓に突き立てた。刃が骨にあたったとき、音がした。ブランドロウは身をよじった。口が開いたが、もうブランドロウには息を吸うことも吐くこともできない。瞼まぶたが引きつった。剣をねじると、間もなくおとなしくなった。それで終わりだった。呆あつ気けなかった。剣とナイフを引き抜いて、そのあとで思いだした。

　誰だれだろう。ブランドロウと一緒に寝ていた人間。身体からだの大きさからすると、女か。どういう女だ。ここはアシャールの館やかたなのに。なんで女と。どうする。そう思った途端、身体が勝手に動いた。いや、動こうとした。剣を突き下ろそうとした瞬間、上掛けから女が顔を出した。女はすぐさま侵入者に気づいたようだった。上掛けを撥はねあげつつ寝台から転がり下りて、立てかけてあった鉈なたのような武器を手にとった。急で、素早い動作だった。寝起きなのに。そういう訓練をされているのだ。それにしても、その気になれば始末できた。なぜできなかった。しなかったのか。

　手が止まってしまったのだ。息もできない。

　女は何も身につけていなかった。素裸だった。全裸で床に片かた膝ひざをつき、鉈を構えて、こちらを睨にらみつけている。ちらりと寝台に視線を送って、隊長、と呟つぶやいた。

　暗いから――部屋の中には明かりがないから、窓の板戸の隙すき間まから漏れ入る、微かすかな、本当に仄ほのかな光しかないから、女がどんな顔をしているのかなんて、まるでわからない。でも、たぶん、その女は褐かつ色しよくの肌はだをしていて、黒い髪には癖があって、目は青いはずだ。声に聞き覚えがあったし、間違いない。レーレは危うく声を出しそうになった。女の名を呼んでしまいそうになって、なんとかこらえた。そんなことをしたら――ああ、そうだ、そんなことをしたら、ばれてしまう。正体が。違う。おれは面をつけてるんだ。ガウルの面を。だから、おれはガウルなんだ。レーレじゃない。わからないはずだ。ヴィリー・ブランドロウは死んだ。おれが殺ころした。それだけじゃない。ナイヘル。ドレイヤ聖堂。星せい印いんを象かたどった、青石がいくつも嵌はめられている、銀色の首飾り。おかあさん。もう知ってるのかな。報しらせは届いてるのかな。けっこう前のことだし、知ってるんじゃないかな。大事な人だったんだ。魔女をのさばらせといたら、いつかおかあさんも殺されちゃうかもしれないでしょ。そう言ってた。ああ、だけど――ああ、違うんだ、違う、そうじゃないんだ、違ったんだ。

　おれだったんだ。

　サリ。

　魔女じゃない。

　サリのおかあさんを殺したのは、おれなんだ。

「あんた……」とサリが押し殺ころしたような声で言った。「まさか、ガウル……？」

　レーレは思わず首を横に振った。サリはその仕し種ぐさをどう受けとっただろう。レーレは何のつもりでそんなことをしたのだろう。わからない。サリは叫んだ。

「よくも、隊長を……！」

　そうしてサリは跳びあがった。躍りかかってきた。レーレはとっさに下がった。おかげでサリの鉈なたは当たらなかった。掠かすりもしなかった。レーレの身体からだには。

　面が割れた。

　真っ二つになった面が床に落ちる前に、レーレは左腕で顔を隠した。サリは詰めよってきた。体当たりだった。揉もみあいになった。逆手に握っていたナイフがどこかに――何かに突き刺さる感触があった。サリは、ふうう、ふううう、と獣のように唸うなっていた。上になって下になり、結局、組み敷かれた。レーレは歯を食いしばった。声を出しちゃいけない。少しでも声を出したら、ばれてしまう。サリは上から鉈を振りおろそうとした。レーレはナイフの柄えから手を離し、サリの右手首を押しとどめた。右手で握っている剣の柄つかでサリの脇わき腹ばらを突いた。サリは呻うめいたが、怯ひるまず左手をレーレの首に押しつけてきた。

「死ね！　死ね！　ガウルめ……！　隊長を！　よくも、隊長を……！　隊長は、サリにやさしくしてくれたのに！　それなのに、おまえが！　それに、おかあさんを！　おまえは、サリのおかあさんを……！　おまえが！　おまえが殺したんだ……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　すごい力だった。でも、抵抗しようと思えばできる。それなのに、なんでおれは。まるで諦あきらめようとしているかのようだ。だけど、ユユが。右手は自由だ。サリを押しのけるくらい――殺ころすことだってできる。簡単に。できない。いやだ。サリを殺すなんて。どうしてサリを殺さなきゃいけないんだ。でも、ユユはどうなる……？

　あれ。

　おかしいな。

　苦しさが、遠のいて――

　何も――おれは何も、してないのに。

「……くう……」

　いきなりサリが倒れこんできた。その拍子に、何かが――何か硬いものが床に転げ落ちた。サリの顔が、レーレの顔のすぐ横にある。息が荒い。ひどく荒い。サリは咳せきこんだ。ごぼごぼと何か吐きだしている。この匂におい。血だ。血。なんで。

「く、くそ……くそぅ……くそ、くそ……ガウル……ガウル……おまえが……ぜんぶ……サリの……おかあさんも……隊長も……ころ……殺して……くそ……くそ、くそ……」

　サリは咳きこみながら、嘆きながら、憎悪の言葉と一緒に血を吐きながら、しゃくりあげている。血。ああ。口からだけじゃない。サリにほとんど押おし潰つぶされているレーレの胸が、腹が、どんどん濡ぬれそぼってゆく。あたたかい。熱いほどだ。血だ。

　レーレはサリの腹部を、脇わき腹ばらに近いあたりを手で探った。あった。

　傷だ。そこからすごい量の血が流れだしている。とめどもなく。

　ナイフだ。揉もみあったときに刺さった。だいぶ深く。あまりに深く。そして、抜けた。

「くそ……がう……る……くそ……おまえが……おまえが……おまえが……」

　サリは上半身を起こした。涙が、血が、レーレの顔にぼたぼたと落ちかかってきた。足音が聞こえる。声も。誰だれか近づいてくる。サリは両手でレーレの首を絞めた。弱々しい力だった。扉が開いて、明かりが部屋に射さしこんできた。誰かが手て燭しよくか何かを持ってきたのだろう。ようやくサリの顔が見えた。苦痛と怒りにゆがみ、震えていて、涙に濡れ、口から顎あごまで血だらけで――そんな顔、見たくなかった。だけど、サリがそんな顔をしてるのは、他ほかの誰でもない、おれのせいじゃないか。おれの――ああ。そうか。おれも。

　面をつけてないんだから。

　おれの顔も、今はもう見えてるんだ。

　サリは両眼をいっぱいに見開いた。

「……レーレ……？　生きて……？」

　それからサリは笑った。泣き笑い。違う。そうじゃない。表情が崩れて、ばらばらになる寸前、そんな顔つきに見えただけだった。

「……レーレが、ガウル……？」

　なんで？

　サリは声になりきらない声でそう言うと、のけぞって両手で顔を覆おおい、切れ切れの悲鳴をあげた。部屋に入ってきた衛兵が剣を突きだしてきた。レーレの身体からだは勝手に動いた。サリを撥はねのけて剣をよけ、転がっていた自分のナイフを拾った。衛兵の眼球にナイフを突き立てて蹴け倒たおすと、別の衛兵が部屋に飛びこんできた。レーレは紅ぐ蓮れん鋼こう製の剣を拾いあげ、よく見えない左目をつぶった。右手にナイフ、左手に剣を持つと、衛兵の動きは止まって見えた。やすやすとその衛兵を斬きり伏ふせて、部屋に入ってこようとしていたさらに別の衛兵を一刀のもとに斬り捨てた。

　振り返ると、サリは両りよう膝ひざを折り曲げた奇妙な体勢で仰あお向むけになって、左右の手で、傷ではなくて、胸の真ん中を押さえていた。

　床に転がっている手て燭しよくの火がゆらゆらと揺れている。

「あんたの、こと」

　サリは生気のない目で、それでもレーレを睨にらんでいた。

「すき、だったのに」

　レーレは耳をふさぎたかった。ふさごうとした。遅かった。

「うらぎりもの」

　ごめん。

　言おうとした。言えなかった。口を動かしたのに、声が出なかった。

　レーレは寝台に駆けよって上掛けを引っつかんだ。ブランドロウの死体を見ないようにして、サリの身体の上に上掛けをかけた。サリが何か言った。聞こえなかった。もうサリは死のうとしていた。おれがやった。ガウルじゃない。おれが。おれがやったことなんだ。ぜんぶ、ぜんぶ、おれが。

　ガウルのように吠ほえようとした。

　やっぱり声が出なかった。

　レーレは部屋を飛びだした。



　　　



　今となっては、紀元一二七六年白はく星せい月づき（十二月）二十三日に起こった出来事を知る者は少ない。ほとんどいないが、皆無ではない。

　彼はあの戦いで魔女エンデや魔術師アレクを支えた。そもそもエンデやアレクを見いだし、真実の歴史について教え、行ぎようを指導し、魔王との間に血の契約を結ばせたのは彼だった。あれから百二十有余年。あの時代を生きて、今もなお地上にとどまっている者がいったいどれだけいるだろう。

　かつての神々、生き物ならざる魔王たちの、いかにも確固として見えるその存在は、じつのところひどく不確かだ。神だったころ、ルルケと戦った日々を鮮明に記憶している魔王はいない。百年前、他ほかの魔女と契ったことすらも、魔王はろくに覚えていないのだ。彼らはもともと神であり、神とはそうしたものなのだろう。神は歴史を刻まない。神を歴史に刻むのは、いつも人やその他の知的生命体だ。神は、魔王は、喚よばれぬかぎり姿を現すことさえない。ルルケのように人から神となった者はどうだろう。彼にはわからないが、おそらく神である以上、同じに違いない。

　あるいは、神も魔王もいずれ滅びゆく存在なのかもしれぬ。

　深い眠りからときおり目覚めるたびに、彼は思う。

　今は魔女が魔王を血の契約で喚びだす業わざを伝えているが、これが絶えれば魔王は地上から永遠に消え去るだろう。人間がルルケ――アルド・サイオンを地上に降ろすような真ま似ねをするとも考えられぬ。その力は人の手に余り、人間とて神に支配されたいわけではないだろうから、いかに神を崇あがめていようとも、実際にその膝ひざ元もとに跪ひざまずいてこき使われることなど望まぬはずだ。人間にとって神への信仰はあくまで、自らを律するための、他を制するための、ときに共同するための、理解するための、曲解するための方便であり、人間の王はとどのつまり人間以外ではありえぬ。それゆえに大半の人間たちは森とともに生きることができぬのだ。

　眠りから覚めると、彼は思う。

　我々は果たして勝てるのであろうか。勝利をつかむために、他にも有効な手段があるのではないか。策謀を巡らそうとしても、彼の意識は途切れそうになる。次の目覚めはあるのだろうかと彼は思う。間もなく彼は何もわからなくなる。そして目が覚めると、今度こそ、と彼は覚悟する。これが自分に与えられた短い、最後の時間であろう。

　しかし、彼にできることは何もないのだ。

　彼は木の虚うろの中に作られた部屋の寝台に身を横たえている。

　ムウラは親を知らない。親などいないのだ。ムウラは虫の卵のような状態で木の虚の中に発生し、長い長い時間をかけて小さな老人とでもいうべき姿にまで育つ。そうして虚から抜けだすと、二百年ほど動植物と戯れながら気ままに生きて、土に還かえる。やがてムウラは精霊と同調して火や霧、風を操るオウマと呼ばれる術を身につけたが、それもあくまで遊びの一種だった。ムウラは決して争わなかった。ルルケの侵攻に遭うまでは。

　ムウラは狡こう猾かつであると謗そしられることもある。そうかもしれぬ。いわば森の子であるムウラは、森の敵ルルケを深く憎んだ。森を侵されれば、ムウラは生きられぬ――否いな、生まれることさえないのだ。戦うにあたっては、手段を選んでなどいられなかった。ムウラの身体からだは貧弱だ。剣を振るうことはできぬ。頭を使うしかなかった。利用できるものは利用するしかなかった。狡猾になるしかなかったのだ。

　彼は十分生きて、戦った。彼はムウラの中でもとりわけ好奇心、探求心旺おう盛せいで、若いころにある友と力をあわせて長生の秘法を突き止めていた。秘法は役に立った。彼に長い時間を与えてくれた。だが、もう終わりだ。今回は覚悟ではない。彼は悟っていた。これが最後だ。次に眠れば、彼は目覚めない。彼は死ぬ。

　遠い昔、魔女ギビサが提唱した大いなる流れという考え方を、彼は信じていない。ムウラは森から生まれ、森に――土に還かえる。それでいい。

　彼の目にはもう、光を光と感じる機能しかない。その機能も失われようとしている。

　ふと、奇妙だと思った。彼が目覚めると、彼にはわからぬことだが、表面的にも何らかの変化があるらしい。彼のそばにはいつも誰だれかが侍はべっていて、彼に声をかけたり、彼の身体からだをそっとさすったりする。それがないのだ。

　これが、終わる、ということなのか。

　光が翳かげった。

　終わりか。

「クダラキ」

　違う。声。聞こえる。光はただ翳ったのではない。遮られたのだ。何者かによって。

「聞こえますか、クダラキ。それとも、もういけませんか。だとしたら、手遅れということになってしまいますが――いや、どうやら、聞こえているみたいですね」

　何だろう。この声。聞き覚えがある。似ている。遠い昔――あれは。まさか。ありえない。そんなことは。

「驚いているんですか。そうですか。そんなに僕は似ていますか。まあ、姿形まではさすがに見えないでしょうが、聴力は最期の寸前まで働いているといいますからね。クダラキ。僕の声は似ているでしょう？　僕の父に」

　ありえぬ。父だと。そんな。あれから百二十有余年。ありえるはずがない。

「もちろん、僕は父を知りませんが――とても小さかったですからね。ただ、ナバラクがよく言っていたんです。顔は母に、声や性格は父にそっくりだと。ああ、ナバラクは先に逝きましたよ。ずいぶん前ですが」

　ナバラク。ああ、友よ。あの日――紀元一二七六年白はく星せい月づき（十二月）二十三日、ゴガ・ザナークが陥落し、エンデとアレクが死んだ日――ナバラクは、我が友は、エンデとアレクの激しく悲しい恋が生み落とした一粒種を――あの者たちの息子を連れて落ち延びたのだ。それだけではない。クダラキはエンデの伴はん侶りよであった魔王ルキファルの崩れた肉体から真ま金がねの秘ひ玉ぎよくを回収したのだが、アレクの伴侶、魔王リリヤの真金の秘玉はすでに持ち去られていた。証拠はなかった。しかし、クダラキは確信していた。ナバラクの仕し業わざだ。

　そののちもクダラキはナバラクを捜したのだ。ナバラクと、それから、エンデとアレクの息子を。もしくは、その血を受け継ぐ者を。

　ついに見つからなかった。一三七六年、魔女エンデの復活を演出して挙兵した際も、二代目エンデの正体はエンデの姉の血を引く娘ラミだった。ラミはエンデの直系の子孫ですらなかったのだ。

　いずこかで野垂れ死んでいるものと思っていた。半分は。もう半分は期待していた。ナバラクはクダラキと同じ日に虚うろから出たムウラだった。長生の秘法を二人で研究し、探しあてた。ナバラクはいつの日か我々の前に現れるのではないか。エンデとアレクの子孫を教育し、優秀な魔女、あるいは魔術師に育てあげ、魔王リリヤと血の契約を結ばせて、そして――深い眠りにつくようになってから、そのような夢を何度か見た。これはあの夢のつづきなのだろうか。

「三百年以上生きたあなただ。ムウラとしても例外的な長寿です。まさか不思議に思いはしないでしょう？　だって、長生の秘法を突き止めたのは、あなたとナバラクなんですから。あれは人間にも応用できる。そうは考えませんでしたか？　ナバラクは考えたようですよ。ようするに、もともと長命なムウラの生活様式自体に、秘法の極意は隠されていたわけでしょう。僕はそろそろ百三十歳になります。あなたにはもう見えないでしょうが、まだぴんぴんしていますよ。見た目はね。多少若作りしているおかげもあります。残念ながら、中身はそうでもないんですよ。クダラキ。今にも旅立ってしまいそうなあなたほどではありませんが、僕にはそれほど多くの時間は残されていません」

　これは末期の夢ではないのか。求めてやまなかったエンデとアレクの息子がここにいるというのか。すぐそばに。しかしこの身にはもはや、その声を聞くことしか能あたわぬ。クダラキはせめて一目、その姿を見たいと望んだが、切なる願いさえ闇やみに引きずりこまれようとしていた。クダラキはおののいた。これが死か。たしかに肉体は土に還かえるかもしれぬ。だが、意識は消え去るのみだ。無になる。三百年以上、倦うむほどに生きて、よもや最後の最後で死を恐れる羽目に陥ろうとは。

「我が真の名はロエル・アレクェンデ・ル・オウラ」

　ロエル。それこそはアレクとエンデが息子に与えた名。

　アレクェンデ――アレクとエンデの子。

　ル・オウラ――それは……。

　馬ば鹿かな。

「そうです、クダラキ。僕はルルケ文書を読みました。この頭に入っています。母から受け継いだ才能。僕は一度目にしたものは決して忘れないんですよ」

　矩く形けいの書。菱りよう形けいの書。楕だ円えんの書。梯てい形けいの書。晩年のルルケが作らせたという魔術の秘伝書。実在したというのか。そんなものが。

「もう疲れたでしょう、クダラキ。どうか心安らかに旅立ってください。大丈夫です。あなたがたの戦いは無駄にはなりません」

　いったい何をしようというのだ。

　ロエル。

　おまえは何を。

「かつてルルケは六柱の神を従えていました。今やこの僕にも同じことができます」

　おお。

　なんという。

「僕は新しい神になるつもりです」

　ル・オウラ。

　ムウラの古い言葉で、神になる者。

　ナバラク――友よ――おまえはアレクとエンデの息子に――おお――

「さようなら、クダラキ」

　ああ――

　闇やみが。

　恐ろしい。

　無だ。



    

  
    
      
第３話　【幻と見えない剣】





　茨いばらで出来た服を着ているみたいだ。水は腐った泥水の味がする。食べ物はどれも石ころのように思えてろくに喉のどを通らない。歩くたびに足の裏を針が刺す。針なんてどこにもないのに。気のせいだ。思いすごしだ。わかっている。ポルモたちはやさしい。ニムムもランラもメロルも気を遣つかってくれる。魔女たちは――ユユが知っている魔女は、今は出払っているので、よくわからない。でも、面と向かって何か言われるわけでも、無視されているわけでもない。ユユはいじめられている。そんなことはない。いじめられている？　子供じゃあるまいし。魔女たちは戦っているのだ。ユユみたいな小娘をいびっている暇なんかないだろう。ユユが勝手にそう思っているだけだ。被害妄想だ。たしかにユユは見張られている。たとえば、秘密基地から抜けだそうとしたら、止められるだろう。もし仮に、ユユが自死しようとしても、きっと制止される。ユユは人質だからだ。レーレを道具として、人狩りの猟犬ガウルとして使うための――ああ、道具だなんて。人狩りだなんて。ユユだって知っているのだ。もうわかっている。レーレが何をさせられているか。前に帰ってきたとき、レーレは何も教えてくれなかったけれど、噂うわさは流れている。ガウル。ガウル。ガウル。レーレは人殺しをしているのだ。ルチア。ルチア。魔女ルチアがレーレに人殺しをさせている。ユユはそのための人質だ。道具だ。道具のための道具。レーレはずっと戦っていたのに。魔女討伐隊で、魔女たちを敵に回して戦っていたのに。今度は魔女のために人間を殺ころしている。どんな気持ちで？　想像なんかできない。したくない。怖い。殺すなんて、そんな。でも、レーレは戦場に出て、剣を振りまわして、あんなに傷だらけになるまで戦って、殺して、殺して、殺してきた。今も殺している。殺して。

　戦いはいやだ。肉を食う獣や人間が生き物を殺して食べる。それはわかる。理解できる。でも、食べるわけでもないのに殺しあうなんて、何かおかしい。

　戦わないといけない。戦うしかない。理屈はわかる。魔女たちは、その友たちは、森がないと生きてゆけない。人間たちにとっては、森を切り開いて畑を作ったほうが生きてゆきやすい。森の狼おおかみたちは家畜を襲う。ときに人間にも危害を加える。人間たちは魔女たちと折り合うつもりがない。小さな村が次第に大きくなっていって街になり、防壁で囲ってもその外側に人が住みついて、街は大きくなってゆく。人は殖ふえる。どんどん殖えてゆく。衣食住のために、人は木を伐きらないといけない。石を切りださないといけない。開墾して、作物を栽培しないといけない。牛だの羊だの何だのを飼って、毛を刈ったり殺して食べたりしないといけない。魔女たちに譲歩しようとしたら、人間たちは身を削らないといけないのだ。誰だれだって身を削りたくない。飢えたくない。寒いよりあたたかいほうがいい。魔女たちだってそれがわかっているから、戦って勝ちとるしかないと思っている。それはそのとおりなのだろう。どちらかが間違っているわけじゃない。どちらも正しいのだ。それぞれに。ただ、ユユには正しいと思えないのだ。それだけだ。

　じゃあ、何が正しいの？　わたしの正しさって何？

　わたしはどうしたいの？　どうやって生きてゆけばいいの？

　もしわたしが何かいい方法を思いついたとしても、誰も聞いてなんかくれないわ。

　わたしはただの人質だもの。道具の道具だもの。

「何か食べないとだめだよ、アラーニャ」とポルモたちが言う。そうして、木の実だの甘い蜜みつだの何だのを、せっせと持ってきてくれる。ユユはそれを口に入れる。ゆっくりと、何度も何度も咀そ嚼しやくして、のみくだそうとする。どうしてもうまくゆかない。苦労していったん胃の中に入れても、戻してしまう。

　夜がくると、泣いてしまう。たくさん泣けば涙なんか涸かれてしまうだろう。そう思って泣いて、泣き明かしても、次の夜にはまた泣けてくる。

　魔女の行ぎようにも身が入らない。目をつぶって瞑めい想そうしようとしていると、叫びだしたくなる。大暴れしたくなる。

　大いなる流れ？　生きとし生けるものはすべて死に、大いなる流れの中に還かえる？　ちゃんちゃらおかしいわ。だったらどうやって生きようと、死のうと、同じじゃない。どの命にも価値なんてない。命はただの命で、生きて死ぬだけの存在。そうよね。魔女たちだってそう言っている。魔女を志す者は、必要な修行を終えると、魔女になるための儀式を行う。汝なんじは人なりや、と師が尋ね、弟子は、我は人である、と答える。汝はいかなる人なりや、と師が問い、弟子は、我は一人の人である、と応じる。そして師と弟子が唱える。汝は、我は、一人の人である。汝は、我は、人であり、一個の生命である。汝は、我は、流転する命のひとかけらである。命は星である。空である。大地である。水である。火である。岩である。砂である。宇宙である。あまねくすべてである。すべてであり、その一端である。汝は、我は、生きて死するものである。汝も、我も、死するまで生きる、命のひとかけらである。そうして最後に、師匠が魔女としての名を弟子に授けるのだ。魔女たちはすべての命が本質的に等しいと考えている。じゃあ、いいじゃない？　飢え死にしようと、野垂れ死のうと、同じことでしょう？　喜びにあふれていても、悲しみに満たされていても、苦しみにのたうっていても、すべてを受うけ容いれて生きて死ねばいい。

　わたしは？　わたしは――いや。いやよ。冗談じゃないわ。

　わたしはやさしい生き物が好き。わたしを好いてくれる生き物が好き。わたしのそばにいてくれた、わたしを守ってくれた、わたしを思ってくれたレーレが好き。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。わたし。

　わたしの中にはわたししかない。自分勝手。わがまま。いつだって自分のことしか考えていない。そうよ。それが何か？

　だって、わたしはあまりにもちっぽけすぎて、自分のことだけで精一杯で、何も守れないし、戦ったって、死ぬだけだし。死にたくない。悪い？　死ぬのが怖くて、悪い？

　今もレーレは誰だれかを殺ころしているかもしれないのに、きっとレーレは平気じゃないはずなのに、わたしはやっぱり、自分自身のことだけ考えている。

「帰ってきた！」「帰ってきたよ、アラーニャ！」「ルチアが！」「バルバロが！」「レーレ・イジュールが帰ってきたよ！」

　ある早朝、ポルモたちがそう叫びながら駆けてきたとき、ユユは自分のために泣きじゃくっていたのだ。ポルモたちは一向に起きあがらないユユに業を煮やしたのだろう。三人がかりでユユを起きあがらせようとした。ユユはそれでも自分の力で身を起こそうとはしなかった。ポルモたちはしばらくの間、代わる代わるユユの顔をのぞきこんだり、背中をさすったり、声をかけたりしていたけれど、やがて諦あきらめたようだ。どこかへ行ってしまい、ユユはまた一人になった。

　それから冬の太陽が高くなって、低くなりはじめたころ、ポルモたちがふたたび姿を現した。いや、ポルモたちだけじゃない。緋ひ色いろの尼に僧そう服。魔女ルチア。それから、緑色の甲かつ冑ちゆうを身にまとった魔王バルバロもいた。

「アラーニャさん。ガウルの世話をしてあげてください」

　ユユは寝転がったまま「……世話？」と訊きき返かえした。ルチアは微かすかに肩をすくめた。

「そうです。ガウルは部屋にいます」

「それは命令ですか」

「命令でなければ従わないのですか」

「命令なら従いません」

　何を言っているのだろう。我ながらおかしかった。もちろん、笑えない。おもしろいわけじゃない。おかしい。わたしは、何か、おかしい。

　ルチアは「好きになさい」と言ってユユに背を向け、バルバロを連れて去った。

　その後ろ姿を眺めているうちに、ユユは気づいたのだ。恰かつ好こうをつけて。何が、命令なら従わない、だ。わたしはただ――怖いだけ。レーレに会うのが怖くてしょうがないだけ。レーレはきっと、すごく、とても傷ついている。その姿を見たくないだけ。

　だって、それはぜんぶ、わたしのせいだから。

　何もかも、わたしの責任なんだから。

　わたしは耐えられるだろうか。レーレの目を、ちゃんとまっすぐ見つめることができるだろうか。自信がない。だけれど、このままレーレに会わずにいられるだろうか。それも無理だ。レーレに会いたくないわけじゃないもの。会いたい。会いたいわ。でも、会うのが怖い。怖いけれど、会いたい。

　ユユは立ちあがった。歩きだすと、足あし許もとがふらついた。支えてくれようとしたポルモたちの手を振り払って、ユユは部屋を飛びだした。この秘密基地は剣けんヶが峰みねを頂く山脈カダーランの麓ふもとにある。剣ヶ峰やその他ほかの山々は真っ白だが、このあたりでは雪が降っても積もることはあまりない。枯れ葉を踏みしめて、ユユは走った。やけに身体からだが軽かった。軽すぎて、頼りなく感じるほどだった。ユユは隔離区域の門番ブードに門を開けてもらい、中に入った。レーレの部屋はもうすぐそこだった。足が止まった。息を整えていると、レーレに会いたい、と強く思った。

　わたしには最初からレーレしかいなかった。今だって、わたしのことを本当に考えてくれているのはレーレだけ。知っていたのに。ずっとわかっていたのに。片時も離れるべきじゃなかった。どんなことがあってもそばにいればよかった。そうしていたら、こんなことにはならなかった。

　まだ遅くない。そう思いたい。

　ユユは木製の扉を開けた。

　レーレは決して広いとはいえない円い部屋の真ん中で、膝ひざを抱えて座っていた。

　こっちに顔を向けて、口を動かした。唇が動いただけだった。声は聞こえなかった。表情も、今は真っ黒く見える目も、なんだかうつろだった。

「レーレ」

　ユユは扉を閉めて、レーレの前に膝をつき、目の高さをあわせた。レーレはユユを見つめている。目と目があっているのに、ユユの胸はざわざわしている。

「レーレ……」

　何を言えばいいのか。どうすればいいのか。ユユにはわからない。レーレはあのときとは違う。一度秘密基地を出て、帰ってきた、あのときとは。ガウルの衣装を身につけているわけでもない。もちろん、あの異臭もしない。帰ってきて、少し時間が経たったからだろうか。着替えさせて、湯ゆ浴あみでもさせたのか。そういうことじゃない。違う。

　そうじゃなくて、何か――変だ。

　ユユは勇気を振り絞って右手をのばし、レーレの頬ほおに指先をそっとふれさせた。

　レーレはじっとユユを見返している。

　また口を動かした。唇の合間から空気がもれた。

「レーレ……まさか――」

　ユユは唇を噛かんで、レーレの喉のどを見た。目立つような傷はない。だったら、どうして。

「声が……出ないの？」

　レーレは目を伏せ、二度、まばたきをしてから、うなずいた。



　　　



　おれ、どうしちゃったんだろうな。なんで喋しやべれないのかな。声。まったく出ないわけじゃないんだけど。いろいろ試してみたら、おおお、とか、そんな音なら、出せないこともない。でも、言葉は無理だ。いつからだろう。

　ごめん。

　謝りたかったんだ。サリに。謝ったって、許してもらえるわけがないけど。サリはきっと、死んだだろうし。おれが殺ころしたんだ。それなのに、謝るなんて。謝れなかったし。

　ユユがそばにいてくれる。ちょっとの間も離れずに。手を握ってくれていたり、背中や肩や腹をさすってくれたり。とにかく、身体からだのどこかに、絶えずユユがふれている。朝も昼も夜も。

　おれは怯おびえている。そのうちまた飼い主がくる。そうしたら、おれはガウルにならなきゃいけない。違う。おれはガウルなんだ。今だってガウルだ。ガウルのままだ。

　気になって仕方ない。おれは臭いはずなんだ。あの悪臭が染みついているはずだ。

　ユユに訊きたい。おれは臭くない？　だけど、声が出ない。話したいんだ。ユユに聞いてもらいたい。とうてい話せない。あんなこと、言えない。おれがやったひどいこと。おれは人狩りの猟犬ガウルで、聖職者を殺ころして、教会の下働きを殺して、衛兵を殺して、何も悪いことなんかしてない、それどころか、きっと身寄りのない子供たちに――サリみたいな子供たちに、いっぱいやさしくしてたんだろう、子供たちに慕われてたんだろう、夜になると、子供たちが孤児院の寝ね床どこから抜けだして会いに行こうとするほど好かれてたんだろう、そういう人を、おれは殺したんだ。ヴィリー・ブランドロウも殺した。そして、サリまで。ああ。なんでサリを？　影犬にいたとき、よく組んだ。寝ているところに忍んできたり、口を吸われたりして、わけのわからない女だったけど――おれのことを、好きだって。好きだったのに。そう言われた。裏切り者。おれは、裏切った。何を？

　なんでブランドロウと一緒に寝てたのかな。サリは裸だった。隊長はやさしくしてくれた。たしか、そんなことを言ってた。やさしく。ブランドロウが？　よくわからない。だけど、女が裸になって、男の寝台に入ってた。その意味くらいはわかる。わかったって、どうなる？　どうにもならない。

　もう死んだんだ。二人とも、おれが殺したんだ。

　おれは知らなかったんだ。深く考えなかった。

　命を奪ってしまったら、取り返しがつかない。謝ることもできない。

　あたりまえのことなのに、おれは知らなかった。何も考えないで、殺してきた。殺して、展示して、すぐに忘れた。それらの死には、それ自体には、何の意味もなかった。言うとおりにやらないと、ユユがどうなるかわからない。だから、やる。それだけだった。

　よかったのかな？　本当に、あんなふうに殺してよかったのかな？

　しょうがなかったんだ。やるしかなかった。だって、ユユが。

　まるでユユのせいにしてるみたいだ。ユユはやさしいのに。おれのそばにいてくれるのに。ユユは悪くない。やったのはおれなんだから。おれが殺したんだ。おれが悪いんだ。おれのせいだ。おれがいなければ、サリのおかあさんも、サリも、死ななかったのに。おれなんかがいるから。

「レーレ。震えているわ。寒いの、レーレ？」

　ユユが後ろから抱きしめてくれた。レーレは知らぬ間に部屋の隅で横になって身体からだを丸めていたのだ。死にかけの虫みたいに。レーレは首を横に振った。寒くないよ、ユユ。ぜんぜん寒くなんか、ない。

「でも、身体がつめたいわ。とても冷えているのよ。風邪をひいてしまうじゃない」

　大丈夫だよ。それに、いいんだ。風邪をひくなら、ひけばいい。

「あたためないと」

　ユユはあったかい。

「山や羊ぎのドードを思いだすわ」

　そうだね。ああ――そうだ。だんだんつめたくなってゆくドードを、ユユと二人であたためようとしたっけ。なんであんなこと、したんだろう。たぶん、このまま放ほうっておいたら、ドードが死んでしまうと思ったからだ。ドードが死んだときは悲しかった。山羊は天国に行けないから、二度と会えない。わかってたんだ。死ぬってことがどういうことか。あのときからおれはちゃんと知ってた。それなのに、おれは。

　耳たぶに何かふれた。やわらかいものが。ユユの唇だとわかった。ユユは鼻をくんくんさせて、少しだけ笑った。

「わたし、レーレの匂においって、嫌いじゃないのよ」

　やめてよ、ユユ。おれは臭いから。

「怖がらないで、レーレ。お願いだから」ユユの声が揺れた。「……お願い。わたしはいやじゃないんだから、いやがらないで」

　いやじゃないよ。いやなわけ、ないじゃないか。そうじゃないんだ。ただ――

　説明できない。だって、声が出ない。おれが何を考えても、伝えられないんだ。

　ユユが身を離して、起きあがった。

「……ごめんなさい。大変なのは、レーレなのに」

　振り返って、言いたかった。言おうとした。だけれど、声にならない。なんで。

　喉のどを掻かきむしろうとしたら、ユユに止められた。

「だめよ、レーレ。いけないわ。そんなことしたら」

　でも、声が出ないんだ。

　部屋の扉が開いた。飼い主と巨人だった。

「ガウル。仕事です。用意をしなさい」



　　　



　レーレがルチアに連れられていった、その三日後に、魔女ドラコ率いる一隊が秘密基地入りした。

　魔女軍団の最長老だったクダラキという名のムウラの死を悼いたむために、彼らは戻ってきたらしい。ユユはクダラキのことは知らないので、三百年以上生きた一人のムウラが、ついに息をひきとったと聞かされても、ずいぶん長生きをしたのだという感想を抱いただけだったけれど、魔女たちにとってはそれなりに大事な存在だったのだろう。ただ、クダラキはもうずっと寝たり起きたりを繰り返して、しかも、眠っている時間のほうがずっと長かったらしい。遠くないうちにその日がくることは皆、覚悟していたようで、その死は冷静に受け止められていた。ルチアだって、ドラコたちが帰ってくる前に、さっさとレーレを引き連れて行ってしまったわけだし、そのドラコたちにしても、二日間ほど静かに過ごしただけで、とくに葬儀らしきものが行われた様子もなかった。クダラキの遺体は、死が確認された直後、生前の望みに従って、すぐ土葬されたらしいし、魔女たちは墓を作らない。死んでしまえば、いなくなったという事実以外は何も残らないのだ。そんな死を、自分は受うけ容いれられるだろうか。たとえば、レーレが戻ってこなかったら？　レーレが死んでしまったら……？

　ユユは一度、レーレを失ったのだ。ハイデンから逃れて、魔女討伐隊“〝雨雲”〟が全滅したと聞かされたとき、レーレも死んだのだろうとユユは思った。信じたくなかったし、どこかで生きているのではないかという考えも、まったくなかったわけじゃないけれど、あの瞬間、レーレを失ったのはたしかだ。それでもユユはのうのうと生きのびた。

　たとえばもう一度、レーレを失ったとしても、同じだろうか。

　考えただけで、息が苦しくなる。胸が締めつけられ、内臓がぎゅうぎゅう絞られるような感じがして、視野が狭く、狭くなってゆく。涙が出そうになる。身体からだに力が入らない。もっとレーレにさわっておけばよかった。もっとレーレを抱きしめるんだった。もっとレーレに言っておくべきことがあった。ふれても、抱いても、何を言っても、死んでしまったら無駄なんだわ。だって、わたしもレーレも天国には行けないもの。けれど、生きていたって、レーレは道具で、わたしはその道具を利用するための道具で――

　ユユはある夜、部屋を抜けだして、見張りがついてくるのもかまわず、ドラコがいる洞どう窟くつへと向かった。ドラコは結けつ跏か趺ふ坐ざして瞑めい想そうしていた。ユユが近づいていっても、微動だにしない。憎らしくなって、あえて大きな足音を立てると、洞窟の天井から髪の長い男がぬっと出てきた。

「何の用だ」

「あなたには用なんかないわ、グルブブ。わたしはドラコと話がしたいのよ」

「つまらんな。オレが遊んでやってもいいのに」

「ふざけないで」

「下がっていなさい、グルブブ」

　ドラコが目を開けてこっちを向くと、グルブブは舌打ちをして天井に戻っていった。

「わたくしに話されたいこととは何でしょうか、アラーニャさん」

「わたしをその名前で呼ばないでください」

「あなたは聡そう明めいでいらっしゃいますわ。オコナさんが、なぜ旅立たれる前に魔女としての名をあなたに授けたのか。理解されていないわけではないでしょう？」

「わたしが仮にも魔女の一員であれば、どこまでも不利な立場に追いこまれることはないと、お師さまはお考えになったんだと思います。だから、みんなの前で、あんなふうに。お師さまにはもう、わたしを守ることができなかったから」

「オコナさんはそういう御お方かたでいらっしゃいました。ユユさん。あなたはアラーニャさんでいらしたほうがよろしいかと存じますわ」

「でも……でも、わたしは……」

　勝手に膝ひざが曲がって、腰が落ちそうになる。泣いてしまいそうだ。

　ドラコは小さく息をついた。

「レーレ・イジュールのことですか」

「お願いです」

　ユユは倒れこむようにして跪ひざまずき、頭を下げた。それだけでは足りないと思い、地面に額をこすりつけた。

「どうか……お願いします。レーレを許してください。もう……あんなことは……」

「アラーニャさん」

　冷え冷えとした声だった。

「あれは合ごう議ぎして決めたことです。わたくしが独断で覆くつがえすわけにはまいりませんわ。それに、ルチアさんは結果を出しています」

「結果……結果って……何なんですか」

「サイオンと戦っているわたくしたちにとって、結果は二つに分けられます。一つは味方に益すること。もう一つは敵に損害を与えることですのよ」

「ようするに、殺ころすことでしょう？　レーレは誰だれを……誰を殺しているんですか？」

「知ってどうするのです、アラーニャさん」

「わたしが知らなくていいと思いますか？　それに――レーレは……」

　ユユは思いきり唇を噛かんだ。血がにじんだ。そうでもしないと、涙を止められそうになかったのだ。

「レーレは喋しやべれないんです。声が出せなくなったみたいで……レーレは話せないんです。本当は、打ち明けたいことだってあるはずなのに。黙っているのは、つらいはずなのに。せめて一緒に背負いたいのに。そんなことしか、わたしにはできないのに。それさえも、わたしにはできないんです」

「報告は受けておりますわ」

　ドラコはそれから少しの間、黙っていた。ユユは気づいている。ドラコの声音。つめたい声。有無を言わせぬ口調。わざとだ。でも、だからこそ、動かしがたい。以前、魔女ヨモジの伴はん侶りよ、魔王キジタカに忠告された。用心しろ、ルチアはドラコと違う、と。逆に言えば、ドラコはルチアとは違うのだ。ドラコはルチアほど非情でも冷徹でもない。ただ、頭がよくて意志が強いから、感情を殺さないといけないときは、そうするのだ。それができる人なのだ。

　ドラコは静かに口を開いた。

「星の鎖隊長ヴィリー・ブランドロウが死にました」

「……え？」

　ユユも知っている。ヴィリー・ブランドロウ。あの男が死んだ。どうして？　どうしてもこうしてもない。

「……レーレが……？」

「敵ながら有能な男でしたわ。もちろん、戦の勝敗は指揮官の資質だけで決するものではありませんけれど、いかに強兵を揃そろえようと統率者が無能であれば一敗地に塗まみれることも稀まれではないのが戦場の理ことわりというものです。とりわけブランドロウは手て強ごわい相手でした。現在の魔女討伐隊において、星の鎖ほどわたくしの友たちを傷つけ、命を奪った隊は他ほかにないでしょう」

「ちょっと……ちょっと、待って……待ってください……」

　ユユは頭を抱えた。身体からだの震えが止まらない。星の鎖。そんな。だって、レーレは。

「……レーレは……星の鎖にいて……魔女と戦って、それで……星の鎖の隊長を……殺ころしたんですか……？　それって……昨日の仲間を……レーレ、は……」

「正直に申しあげて」

　ドラコは微かすかに笑った。苦笑いとも言いづらいような、ひどくいびつな笑い方だった。

「わたくしでは、思いついたとしても、実行に移すことはできなかったでしょうね。しかしながら、きわめて効果的でかつ、効率的であることは認めざるをえませんわ。何しろ、この作戦に従事しているのは、ルチアさんご自身と少数の直属隊、そしてレーレ・イジュールのみなのです。しかも、これまでのところ、味方に損害は出ておりませんわ。それでいて、赫かく々かくたる戦果をあげ、敵はガウルを憎悪し、恐れ、なんとしてもこれを仕留めようと躍起になっておりますのよ。ルチアさんが敵の目を引きつけている間に、わたくしたちは戦力の再整備を進めることができているのですから、一石二鳥といえますわ」



    

  
    
      



    

  
    
      　さっきから、がちがち、がちがち、と音が鳴っている。ユユの歯だ。

「アラーニャさん」ドラコは哀れむような声を出した。「わたくしたちは森さえあれば生きてゆけますが、人間たちの大半はそうではありませんわ。彼らは自ら切り開いた土地にしがみつかねばならないのです。襲われるとわかっていても、街を捨てることは容易にはできません。わたくしたちはその弱点を突きます。なぜなら、これは戦いだからです。戦いには勝たねばなりませんわ。言い訳はいたしません。勝利をえるために、傷つけなければならないものがあるのなら、わたくしは迷わず傷つけるでしょう。捨てるより多くをえるためならば、ためらわずに捨てるでしょう」

「……止められないんですか……？」

「はい。少なくとも、わたくしがルチアさんを止めることはありませんわ」

「こんな……こんなことって……」

　ユユは笑った。笑うしかなかった。笑い声と一緒に、涙があふれてきた。ユユは立ちあがって、ドラコの洞どう窟くつを出た。たとえドラコの前で狂態を演じたとしても、譲歩を引きだすことはできない。そんなことはわかっていた。何をしても、どうにもならないのだ。何も変えられないのだ。わかっていたことだ。

　それなのに、なんでわたしは生きているんだろう……？



　　　



　レーレは幻を見ている。目の前に血ち塗まみれの尼に僧そうがいる。尼僧は寂しそうな目でレーレを見つめている。それは幻に違いない。尼僧の足に少女がしがみついている。浅黒い肌はだの少女が。少女は見る間に大きくなって、服がちぎれて、裸になって、レーレを睨にらみつけて、指さすのだ。

「裏切り者」

　レーレにはその声がはっきりと聞こえるし、それがサリだということはわかっている。でも、サリはもういないのだ。レーレが殺ころしたのだ。殺した。そう。殺した。

　違うんだ。サリ。そんなつもりじゃなかった。サリを殺すつもりなんかなかった。サリのおかあさんがいい人だってことはわかってたし。あの人がサリのおかあさんだって最初から知ってたら、おれだって殺ころしたりしなかったんだ。おれは知らなかったんだ。それだけなんだ。サリがブランドロウと一緒に寝てるなんて思わないし。あそこにサリがいなければ、あんなことにはならなかったんだ。

「何を言ってるの？」

　サリの胸から血が流れだしている。だらだらと。おびただしい量の血が。サリの顔がどんどん生気を失ってゆく。顔色が悪くなって、目が落ちくぼんでゆく。

「聞こえない。あんたが何を言ってるのか、サリにはさっぱりわからない」

　だから、おれは――

「聞こえないって言ってるでしょ？」

　声が。だって、声が出ないんだ。

「裏切り者」

　サリは血を吐いて、死のうとしている。おかしいな。もう死んでるはずなのに。そうだ。これは幻だ。

「絶対に許さない。裏切り者。あんたのこと、死んでも許さないから」

　幻だ。これは幻だ。幻だ。ぜんぶ幻なんだ。幻だから、平気なんだ。

　幻の中で、レーレはガウルになる。飼い主に命じられたとおり、人狩りをする。レーレは何も感じない。レーレはガウルだからだ。違う。これはすべて幻だ。

　幻だから、肉や血管を裂く手て応ごたえも骨を断つ感触も曖あい昧まいだ。浴びる血はあたたかくもつめたくもない。匂においもない。幻の中で、ガウルとレーレは展示方法を考える。この前はああしたから、今度はこうしよう。ガウルが提案して、レーレはそれを受うけ容いれる。実際に展示するのはレーレだ。ガウルなんていないんだからね。どこにもいないんだ。じゃあ、おれに話しかけるガウルって何なんだ？　おれには必要なんだ。ガウルがいてくれないと、困るよ。だって、おれはあれこれ考えるのが苦手だから。おれはバカだから。大丈夫だよ、とガウルが言ってくれる。レーレの肩を抱いてくれる。おれはここにいるよ。おまえのそばにいてやるよ、レーレ。おまえは意気地なしだもんな。おれがいないと何もできない。そうだろ？　おれのせいにしたいんだろ？　おまえは悪くない。何も悪くない。ガウルのせいだ。そう思いたいんだろ？　いいんだよ。べつにいいんだ。

　ガウルはその手でレーレの口をふさぐ。

　いいんだよ。喋しやべらなくていい。どうせ無理だよ。ほら。おれがこうして喋れないようにしてるんだ。おれの仕し業わざだよ。悪いことはぜんぶ、おれの、ガウルの仕業なんだ。おまえはそう思いたいんだろ？

　ガウルはいいやつだな。おれの心を軽くしてくれる。

　そうさ。だって、おれは、ガウルは、そのためにいるんだからな。

　そのために、レーレ、おまえが作りだした幻なんだからな。

「裏切り者」と瀕ひん死しのサリが言う。

「幻だよ」とガウルが囁ささやく。

「飼い犬に手を噛かまれるどころか、喉のど笛ぶえを噛み切られたぞ」と死んだブランドロウが笑っている。「恐ろしい化け物だ、貴様は」

「幻さ」とガウルが肩をすくめる。

「裏切り者」

「おぞましい」

「幻だ」

　そうだね。ガウル。おれもそうだと思うよ。だけど、変なんだ。誰だれかがおれの足首をつかんでる。見ると、人間の手で、それはいっぱいあって、その人の顔には見覚えがあるんだ。どの顔も知ってる。誰も彼も、だけど、もう死んでるんだ。おれが殺ころしたんだ。全員おれが殺した人なんだ。それだけじゃない。魔女もいる。魔王もいる。ブードも、ダングーも、狼おおかみも。それから、馬も――黒くろ鹿か毛げのエリオも、家鴨あひるも、羊もいる。ぜんぶおれが殺したんだ。ねえ、ガウル、あれもおまえがやったのか？

「そう言ってほしいんだろ？　じゃあ、そうだ」

　やっぱり、おまえはいいやつだよ、ガウル。

　悪いのはおれなんだ。ああ――

　おれは懺ざん悔げしたい。神さま、どうか。神さまじゃなくたっていい。誰か。許してくれなんて言わない。許されるわけがない。ただ、謝りたい。おれがしたことを洗いざらい話して、謝りたいんだ。罰してほしい。

　誰か、おれを助けてくれ。

「どうしました、ガウル」

　飼い主がガウルの面を外し、レーレの顔をのぞきこんできた。

　黒々とした飼い主の瞳ひとみがやけにやさしそうで、レーレはうろたえた。

「苦しいのですか、ガウル。わたくしめを恨んでいますか。憎んでいますか。もしアラーニャさんがいなければ、ガウル、あなたはすぐさまわたくしめを斬きり刻きざもうとするでしょうね。もちろん、バルバロがわたくしめを守ります。ですが、どうでしょうか。ガウル、あなたはわたくしめが知るかぎり、もっとも完成された兵器です。それほどまでに苦しんでいながら、あなたの手際は良くなってゆく一方。人間たちは夜に風が吹くとガウルが現れ人が死ぬと言って恐れおののいていますよ。市し井せいの者たちばかりではありませんよ。ガウル、あなたは星の鎖隊長ヴィリー・ブランドロウを殺し、猛たけき剣隊長のリューク・ピエトロを殺し、“〝狼を見抜く目”〟と呼ばれた高名な巡じゆん検けん司祭ラン・ナカサスを殺しました。聖騎士たちも聖職者たちも、今夜は自分の番ではないかと戦々恐々としています。あなたは今や恐怖の象徴なのですよ、ガウル。これはとても素晴らしい、素敵なことです」

　飼い主はレーレの前に横座りして、自分の腿ももを軽く叩たたいてみせた。

「さあ、いらっしゃい、ガウル。ろくに眠ることができていないのでしょう。あなたはまるで、使えば使うほど鋭さを増す剣のようですが、休息は必要です」

　レーレは引きこまれるように飼い主の膝ひざを枕まくらにして身体からだを丸めた。緑の巨人が唸うなったが、それだけだった。おれは犬だからな、とガウルが言った。レーレ、おまえじゃないよ。おれが休みたいんだ。飼い主の膝の上で少しだけ寝たいんだよ。

　飼い主の手がレーレの頭や背中を撫なでた。何もかも幻のはずなのに、その感触は決してあやふやなものじゃなかった。レーレは目を閉じた。

「もっと苦しむのです、ガウル。もっと、もっと、苦しまなければいけません。あらゆる穢けがれと苦痛に身をひたしなさい。そうしなければ見えてこない真実というものがあります。ガウル、あなたにはそれを見る資格があるのです。誰だれにでもできることではありません。あなたには力が備わっています。あなたは選ばれた者なのです」

　力なんて、いらない。選ばれたくなんか、なかった。

「傷ついたあなたはとても美しい」

　誰がおれを選んだのかな。神さま？　主しゆ？　アルド・サイオン？

　そんなわけがない。

「その苦しみをわたくしめに見せてください」

　眠りに落ちると、サリが待っていた。裏切り者と呼ばれても、レーレは平然としていた。そうだよね、とサリは言った。本当は何とも思ってないんでしょ？　苦しんでるふりをしてるだけなんでしょ？　そうに決まってる。だって、そうじゃなきゃ、あんなことできないでしょ？　見てよ、レーレ。サリもあんたに殺ころされたし、おかあさんもあんたに殺されたし、あんたに殺された人が、こんなにたくさん。サリはあんたが好きで、あんたが死んじゃったって思って、すごく悲しくて、つらくて、どうしようもなくて、そんなサリを隊長が慰めてくれて、それなのに、あんたはサリも隊長も殺したんだから。レーレは黙ってサリの恨み言を聞いていた。聞き飽きたんだよ。何度も何度も聞かされて。サリは同じことしか言わない。もうわかってるよ。で、おれにどうしろって？　何もできないだろ？　だって、サリは死んだんだから。レーレはそんなことを思っている。思っているだけのつもりだったけれど、口に出していたのかもしれない。サリは血を流して、血ち反へ吐どを吐きながら、死人みたいな顔を笑わせた。へえ。レーレ。それがあんたの本音なんだ。

　それがあんたの正体なんだ。

　目を開けると、深い森には霧が立ちこめていた。飼い主の指がレーレの額や頬ほおの傷をなぞった。何も感じなかった。

「おはよう、ガウル。よく眠れましたか？」

　レーレは起きあがって喉のどに手をあてた。声を出そうとしてみたが、無駄だった。

「ガウル。あなたに贈り物があるのです」

　飼い主が地面に置いてあったものを持ちあげ、レーレに向かって差しだしてきた。

　レーレは目を瞠みはった。それは。

「これはある者から提供された狩猟用の得え物ものです。素早く効率的に魔王をしとめるべく魔女討伐隊が製造させ、実際に多くの魔王や魔女がこの得物によって命を絶たれました。ガウル。あなたがサイオンの犬だったときに用いていたはずですから、手に馴な染じんでいるでしょうし、懐かしいのではありませんか」

　それ――いや、それら、というべきだろう。形の違うものが一本ずつ、あわせて二本あるからだ。

　一本は、見た目こそ普通の剣だが、刃がなく、先端が重くなっている。頑丈で、打撃用、あるいは相手の刃物を打ち払うための剣だ。鈍どん剣けん、という。

　もう一本は、剣というより鍔つばをつけた大きな針だ。簡単に曲がったり折れたりしては使い物にならないので、ある程度の太さを持たせ、先端を尖とがらせてある。魔王の心しん玉ぎよくを破壊するため、魔女の泣き所を的確に貫くことを想定して作らせた。

　レーレが考案したのだ。御お頭かしらに――イアン・ブラックハートに、こういう武器が欲しいと言って、イアンはブランドロウに頼んで、どこかの鍛か冶じ屋やに大急ぎで製造させた。

　魔王殺し、という。

　ブランドロウが言っていた。貴様が考えた魔王殺しの製造にも、やつが噛かんでいるのだぞ、と。やつ？　誰だれだっけ……？

　エルナンド・ネーブ。違う。あいつは――

　ハイジロ。

　賢者ハイジロだ。

　レーレは鈍剣と魔王殺しを手にとった。

「正確には、あなたが使っていたものと同じではありません。それは紅ぐ蓮れん鋼こう製です」

　飼い主は、くふふ、と笑った。

「これでもっと大勢殺ころしなさい、ガウル。そして大いに苦しみなさい。あなたの苦しみの中に、わたくしめとあなたは真実を見つけるでしょう」

　レーレは呆ぼう然ぜんとしていた。なんで。どうしてこれが。ハイジロ。あいつが？　あいつは聖騎士団と繋つながっていて――有望ですよ、レーレくん。きみはいい魔女狩りになれます。そう言われたのは、いつのことだったか。でも、魔女狩り。おれは実際、魔女狩りになった。そんなつもりはなかったのに、魔女狩りの影犬になって、今度はいつの間にか、人狩りの猟犬ガウルに。おれの手には、ハイジロが作らせた武器が。ハイジロが言っている。声が聞こえる。きみはいい人狩りになれます。ふざけるな。

　おれはユユのために人狩りをしてるんだ。そうする以外にないから。本当に？

　おれは利用されてる。魔女ルチアに。魔女たちに。

　いいんだよ、とガウルが言う。気にしなくていい。レーレ、おまえじゃないんだ。おれがやってることなんだ。おまえにはできないから、おれがやってやってるんだ。そう思えば楽だろ？

　吐き気がした。レーレは四よつん這ばいになって嘔おう吐とした。飼い主は笑っていた。楽しそうに笑っていた。



　　　



「何をしているの？」と声をかけられた。目を開けて振り返ると、灰色の目に見つめられていた。金色の髪がきらきらしていて、とてもきれい。その傍かたわらには大きな毛玉がいる。ユユは笑みを浮かべた。

「祈っているの」

「祈って……？」

「そうよ」ユユはくすくす笑って、胸の前で組みあわせた両手に力をこめ、目をつぶって頭を垂れた。「祈っているのよ、わたし。だって、祈るくらいしか、できることがないんですもの」

「アラーニャ……」魔女ヘルガはユユの隣にしゃがんだ。肩を抱かれた。「大丈夫？　ずいぶん痩やせたわ」

「ええ、平気よ」ユユは吹きだしてしまった。「おかしなことを言うのね。わたし、しばらく食べていないのよ。痩せるのなんて、あたりまえじゃない」

「どうして食べないの？」

「そんなの、食べたくないからに決まっているでしょう」ユユは目を開けてヘルガを睨にらみつけた。「くだらないことを言わないで。わたしは祈らないといけないの。レーレが無事に帰ってくるように、祈るのよ。わたし以外、誰だれが祈ってくれるっていうの？」

「断食は、正しい方法をとらないと、身体からだにも心にも害になるわ」

　ユユは高笑いをした。「アラベラ。いいえ。ヘルガって呼ばないといけないんだったわね。あなたってバカだわ。わたしは行ぎようをしているわけじゃないのよ」

「だったら、食べないと」

「離れてくれない？　わたしにさわらないで？」

「アラーニャ、落ちついて」

「離れなさい」ユユはヘルガを突き放して立ちあがった。「だいたい、何なの？　わたしにかまっていられるほど、あなたは暇なの？　他ほかにやることはないの？　わたしはあなたと無駄話をしているほど暇じゃないわ。祈らないといけないんだから」

「祈るって……」ヘルガは眉まゆをひそめてユユを見上げた。

　毛玉が毛をのばして、ヘルガを慰めようとしているのだろう。反へ吐どが出る。

「祈るといっても、アラーニャ、あなたは何に祈りを捧ささげているのよ？」

「何に……？」ユユは顔をしかめた。「何に……祈り……何……」

　わからない。自分は何をやっていたのか。祈る。祈っていたはずだ。レーレがいないんだもの。なかなか帰ってこなくて。もう春だわ。王おう星せい月づき（四月）だったかしら？　それとも輝き星せい月づき（五月）？　どっちだっていいわ。とにかくずいぶん経たつのよ。それなのに、レーレは帰ってこないんだもの。

　だから、わたしは、祈って――祈る？　誰だれに？　何に？

　神さまなんていないのに。違うわ。いるのよ。神はいるんだわ。

　ただあてにならないだけ。神なんて何の役にも立たない。木で偶くの坊ぼうよ。

　ユユはあたりを見まわした。森の中だ。深い森。

「……ここは、どこ？」

「アラーニャ……」

「ねえ」ユユはすぐそこにいる女の灰色の目を見つめた。「あなたは誰？」

「わたしは」女は息をのんだ。「……わたしはヘルガよ。アラーニャ、わたしのことがわからないの？」

「バカにしないで！」ユユは女の頬ほおを打った。「わからないわけがないでしょう！　ヨナハン・クロムスティードをまんまと騙だまして裏切った女！　何がヘルガよ！　あなたはアラベラ・リデルじゃない！」

「ユユ・ビューレ！　あなたに何がわかるというの!?」

「わからないわ！　父親も許嫁いいなずけも裏切っていい気になっている女の気持ちなんて、わかりたくもない！」

「誰もいい気になんか……！」

「信じているんでしょう!?　自分は正しいって！　お笑わらい種ぐさだわ！　あなたたちのやっているのは、所しよ詮せん、血で血を洗うことでしかないのよ！　殺ころして、殺されて、また殺して、殺されて！　ずっとその繰り返し！　進歩がないのよ！」

「ユユ・ビューレ……！」アラベラ・リデルは右手を振りかぶった。

「あはははは！」ユユは笑った。「殴れば!?　さあ、殴りなさいよ！　やられたらやり返す！　痛いところをつかれたら、手を出して口を封じる！　同じだわ！　わたしがずっと見てきた下げ衆すな人間たちと、どこも変わらない！」

「ちょ、ちょっとちょっとちょっと……！　どうしたんですの……!?」

　小柄な魔女が長身の魔王を従えて駆けてきた。魔女ヨモジはアラベラ・リデルとユユの間に割りこんできた。

「何があったのかヨモジは存じませんけれども、喧けん嘩かはいけませんわ！　いえ、喧嘩はいいとしても、暴力はいただけませんのよ！」

「どうして……」アラベラ・リデルは手を下ろしてうなだれた。「……アラーニャ。どうしてそんなふうに、自分と他ひ人とを傷つけようとするの？　そんなことをして、いったい何になるというの？」

　ユユは地面に目を落とした。

　なんだか、疲れたわ。

　すごく疲れて、何もかもどうでもいい。違うわ。そんなこと、ない。レーレが。

　レーレがいるのよ。わたしには、レーレが。わたしのために、レーレは今もどこかで人殺しをさせられているんだわ。わたしのせいで。

　ユユは顔を上げて、ヨモジを見た。

「ヨモジ、わたしに剣をちょうだい」

「け、剣って――あの、斬きったり突いたりする、剣のこと……なのですか……？」

「そうよ。それ以外にないでしょう？　わたしに剣をちょうだい」

「な、な、な、何をするつもりでいらっしゃっているんですか、アラーニャさん、そんな、剣なんか持って――」

「決まっているじゃない」



    

  
    
      



    

  
    
      　ユユは見えない剣を両手で握りしめた。ああ、剣が欲しい。どんなものでも断たち斬きってしまえる剣が。切実にそう思った。

「わたしが人狩りをするのよ。わたし、殺ころせるわ。レーレはやっているんだもの。わたしもやらないと。わたしがやるのよ。だから、剣をちょうだい」

「それは……」ヨモジは下を向いて首を横に振った。「で、できませんのよ、アラーニャさん。だいたい、剣を振りまわして戦うなんて、誰だれにでもできることでは……」

「そうよね」ユユは見えない剣を手放した。「力がないんだわ。わたしには何もできない。何の価値もないどころか、血迷ってあなたたちの手を煩わずらわせるだけなんだから、いっそ殺してしまえばいいじゃない？」

「こ、殺すなんて、そんな――」

「殺しなさいよ！」ユユはヨモジを、アラベラ・リデルを、魔王キジタカを、毛玉みたいな魔王タロモレを睨にらんだ。「いいわ！　覚悟はとっくにできているんだから！　死ぬのなんて、ちっとも怖くない！　ああ、でも……だめ！　だめよ！　死ねないわ！　わたしは死ぬわけにはいかないのよ！　だって、レーレは必ず帰ってくるもの！　そのとき、わたしがいなかったら……きっとレーレは悲しむわ。レーレが壊れてしまう。だめ。だめ！　それはだめ！　わたしは……ああ！　たとえ何もできなくたって、わたしは……ここにいないといけないんだわ……生きていないと……わたし、生きて……」



　　　



　ついてくるんだ。ずっとついてくる。サリだ。サリは死んでいる。見た目はすっかり死体だ。それなのに、歩いている。ついてくるんだ。裏切り者、裏切り者、と言いながら。振り返ると、サリがいるんだ。サリはもう腐ってるんだ。死んでいるんだから、あたりまえだ。それなのに、ずっとついてくるんだ。

　もう振り向かないことにした。無視しよう。仕方ないんだ。何度も何度も何度も謝ったけど、サリは同じことしか言わないんだ。裏切り者、裏切り者って。しょうがないと思うんだ。だって、謝ったって、サリは生き返れないんだし。だけど、やらないといけないことはあるし。ガウルは仕事をしなきゃいけない。ガウルが働いてる間も、サリはずっと言ってるんだ。裏切り者。裏切り者。横になって目をつぶると、耳みみ許もとで囁ささやくんだ。裏切り者。裏切り者。たまに首を絞められるんだ。でも、知ってるんだ。サリはもう死んだ。死人は生きてる者を殺したりできないんだ。そうじゃなかったら、とっくに殺されてるはずなんだ。まだ殺されてないってことは、殺せないってことなんだ。

　ここはどこだ？　なんだか見覚えがあるな。

　ああ、そうか。

「裏切り者」

　霧の谷だ。

「裏切り者。裏切り者」

　帰ってきたんだな。帰って？　何だろう。帰るって。

「裏切り者。裏切り者。裏切り者」

　ここはどこだ？　暗いな。ああ。そうか。洞どう窟くつに入ったんだ。

「裏切り者。裏切り者。裏切り者。裏切り者」

　なんで歩いてるんだろうな。

「裏切り者。裏切り者。裏切り者。裏切り者。裏切り者」

　行く手に光が見える。その光はだんだん大きくなり、広がっていった。自分は光に向かって歩いているのだ。それは救いなのか、慰めなのか。

「レーレ！」と名を呼ばれた。

　そうか。おれはレーレなんだ。レーレは振り向いた。サリがいる。死に腐れてもレーレを追いかけてきて、今も、裏切り者、と言っている。

　抱きしめられて、前を向いた。ユユ。名前を呼びたかった。でも、声が出ない。

「レーレ。お帰りなさい、レーレ。疲れていない？　怪け我がはしていない？　おなかはすいていない？　喉のどは渇いていない？　レーレ。待っていたわ、レーレ」

「裏切り者！」とサリが叫んでいる。

　ユユはレーレを両腕で抱いて、身体からだを押しつけてきた。少しの隙すき間まも作らないようにしているかのようだった。レーレには拒むことなんてできなかったが、気になって仕方なかった。おれはひどく汚れていて、ものすごく臭いはずだ。

「それでは、アラーニャさん」飼い主が笑った。「ガウルの世話をお願いいたします。あなたにしていただいたほうが、ガウルも喜ぶことでしょう」

「あなたに言われなくても、わたしがやるわ！　誰だれにもやらせないんだから！」

「ガウル。次の仕事まで、ゆっくり休みなさい」

「裏切り者！」

　それから――レーレはどこかに連れてゆかれて――面を外され、服を脱がされ――湯で濡ぬらした布で身体をふかれた――ような気がする。はっきりとは覚えていない。頭がぼうっとしている。そのほうがいいんだ。うるさいから。サリが、裏切り者、裏切り者って。耐えられないんだよ。自分でやっておいて、ひどい言いい種ぐさだな。声が出ないから、言えないけど。何も言えないけど。

　部屋の隅で芋虫みたいに丸くなっていると、ユユが後ろからしっかりと抱いてくれた。

「ねえ、レーレ。わたし、思うの」

　ユユは両手と両りよう脚あしでレーレの身体をさすりつづけ、首筋や耳に口づけをした。

「ずっと前からこうしていればよかったんだわ。こうやってレーレから離れずにくっついていると、わたし、他ほかのことはどうでもよくなってしまうのよ」

　そうだね。本当にそうだ。

　でも、目の前にいるんだ。サリがいる。ちょうどおれと同じ体勢で、おれの正面に。死んで、腐ってるのに、裏切り者、裏切り者って。だけど、おかしいな。この向こうは壁なのにな。おれにはサリが見えるんだ。

「静かね」

　おれには聞こえるんだ。

　サリの声が。裏切り者。裏切り者。裏切り者。

「世界に、わたしとレーレしかいないみたい」

　そうだったら、どんなにいいか。

　ユユは身体からだをずりあげ、レーレの頭を抱えこむようにして、何度も唇を寄せた。

「まあ。レーレ。白い髪の毛があるわ。抜いてもいい？」

　レーレがじっとしていると、やがてユユは髪の毛を抜いた。

「まだある。ここにも。ここにも。こっちにも……たくさんあるわ。抜いてもいい？　ぜんぶ、抜いても――だって、レーレはまだ若いんだし、白髪なんて……こんなの、変だわ。抜くわよ。わたしに任せて。ちゃんと一本残らず抜くから」

　ぷちん。ぷちん。ぷちん。ユユは次々と髪の毛を抜いた。抜いても抜いても終わらないようだった。

「まだあるわ。まだ。まだ。どうしてかしら。こんなに――前はなかったのに」

「裏切り者」

「なぜなの？　どうして、レーレだけこんな目に……」

「裏切り者」

「レーレ……ああ、レーレ……」

　ユユが震えている。レーレは身体を逆向きにして、ユユを抱きよせた。

　泣かないで、ユユ。

　そう言いたいけれど、声が出ないから、強く、強く、抱きしめた。ユユもレーレにしがみついてきた。顔を近づけてきて、ユユは自分の唇をレーレの唇に押しつけた。涙の味がした。口を開いたら、舌が入りこんできた。ユユの舌はレーレの口の中で動きまわった。ユユは唇を離して、泣きながら笑った。

「レーレはどうか知らないけど、わたしは初めてだから……どうすればいいか、よくわからないわ。でも、こうすればよかったと思っているし、こうしたいの」

　レーレはユユの額に口づけした。ユユは「ん」と声をもらして、少しだけ首をすくめた。それから、濡ぬれた瞳ひとみにレーレを映した。

「わたしを抱いて」

　レーレは愕がく然ぜんとした。なんで今まで気づかなかったのか。ユユはずいぶん痩やせていた。腕だって、脚あしだって、折れてしまいそうなくらい細かった。どうすればいいだろう。おれは、どうすれば。何かしなきゃいけない。そうしないと――壊れる。壊れてしまう。これ以上？　今だって、もう。

　レーレは目をつぶってユユをかき抱いた。

　ユユが耳みみ許もとで囁ささやいた。

「好きよ、レーレ。ずっとあなたのことが好きだったの」

　おれだって好きだよ。おれのほうが。

「裏切り者」

　目を開けると、腐れ落ちそうなサリの目がレーレを睨にらんでいた。



　　　



　パルメクの外れにあるその建物が密儀省探査部に管理されていることはダーヴィッド・リンチも知っていた。星の鎖と探査部とは浅からぬ縁で結ばれているからだ。正確に言えば、今は亡きリンチの上官だった男と、かつてその上官だった男とが、切っても切れない関係にあった。いくらかでも事情を知っている者にすれば、公私ともに、ということになるのかもしれないが――隊長は成り上がるために、ラングレンを利用しただけだ、とリンチは思っている。とはいえ、ヴィリー・ブランドロウとアルジャーノン・ラングレンが二人でいる場面を覗のぞき見みしたことがあるわけでもない。本当のところはわからないし、今後も判明することはないだろう。ヴィリー・ブランドロウは死んだのだから。

　殺ころされたのだ。各地で聖職者や聖騎士を殺しまくっている人狩りのガウルに。しかも、その正体は死んだはずの影犬らしい。あの夜、ヴィリー・ブランドロウと同どう衾きんしていた雌の影犬が、死に際にそう言い残したのだ。ガウルはレーレだった、と。

　真偽のほどは定かではないが、その言葉は噂うわさとして星の鎖中に知れ渡っている。

　本当だとしたら衝撃的だし、腸はらわたが煮えくり返るが、ヴィリー・ブランドロウは文字どおり飼い犬に手を噛かまれて死んだということになるのだから、不ふ名めい誉よなことこの上ない。かの廃騎士モーラン・アレルカルドの遺児だか何だか知らないが、隊長はあの犬を重用しすぎたのだ。それゆえに裏切られ、寝首を掻かかれた。そんな理屈が成り立つわけでもなかろうが、とにかく――リンチは整理のつかない思いを抱えながらも、星の鎖を稼働させつづけることに全精力をそそいでいた。星の鎖の戦力が大きく削そがれたわけではないし、ラングレンの手回しもあって、リンチが後任の隊長に収まったので、混乱はありつつも、今のところ任務に支障は出ていなかった。出させなかったのだ。

　隊長の仇あだを討たねばならない。いずれガウルの首をとる。それはもちろんだが、結局は魔女の仕し業わざなのだ。一人でも多くの魔女を狩る。魔女どもを根絶やしにしてくれる。

「立ち止まっている暇はないのだ」

　リンチは建物に入って、警備の者に用向きを伝えた。この建物は玄関の向こうが本当の出入口だ。警備の者はリンチを中に通して、そこからは別の者が案内してくれた。

　迷路めいた暗い廊下をしばらく歩いて、案内役はある扉の前で足を止めた。部屋にはリンチが一人で入った。足を踏み入れてすぐ、敬礼した。

「お呼びに与あずかり、ダーヴィッド・リンチ、まかりこしました、ラングレン司教」

「うむ」

　赤せき褐かつ色しよくの髪を持つ鋭えい角かく的な顔をした聖職者にはとても見えぬ司教は、椅い子すに腰かけたままリンチを一いち瞥べつして浅くうなずいただけだった。アルジャーノン・ラングレンにとって、ダーヴィッド・リンチはいまだにヴィリー・ブランドロウの腰こし巾ぎん着ちやくでしかないのだろう。まったく予期していなかった緊急の事態に直面して、やむをえずリンチをブランドロウの後あと釜がまに据えただけなのだ。

　リンチはまだラングレンに信頼されていない。スタンリー公国の人間は、馬ば鹿か正しよう直じきか、やたらと猜さい疑ぎ心しんが強いか、だいたいそのいずれかだ。リンチもラングレンも、そしてブランドロウも後者だった。ブランドロウはリンチを我が片腕と呼び、重用し、諫かん言げんをよく聞き入れた。リンチは、しかし、最後までブランドロウの腹の底を読みきれなかった。リンチが思うに、ブランドロウは誰だれに対しても手の内のすべてをつまびらかにすることは決してない男だった。

　それにしても――リンチは目を伏せて気持ちを静めようとした。なぜここにあの男がいるのだ。司教とともに。橙だいだい色いろの髪。どこか植物めいた容よう貌ぼう。いや、不思議ではない。影犬を創設したのはラングレンだ。あの男を拾ってきたのもラングレンだと聞いている。昨年の白はく星せい月づき（十二月）二十一日だった。あの男は隊を離れた。その理由をリンチは知らなかった。ブランドロウが何も言わなかったから、尋ねることもしなかった。必要があれば言うだろう。そう考えた。違う。それだけではない。意地になっていたのだ。

　結局、護衛の責任者でもあったはずのあの男がいない間に、ブランドロウは殺ころされた。あの男がいれば、あるいはこんな結果にはならなかったかもしれない。何を考えているのかわからない不気味な男で、それでいてブランドロウの傍そばに侍はべることを許され、信用されていた。気にくわなかったが、異能の持ち主だということはリンチも認めざるをえなかった。魔王を単身で仕留めうるのは、あの若い影犬――ガウルの正体だともいうレーレ・イジュールか、あの男くらいのものだったのだ。

　イアン・ブラックハート。あの男はリンチのほうを見もしない。それはいい。よくもないが、イアンの隣に立っている、あの女は何だ。いったい何者なのか。

　女は金色の目でリンチを見て、赤い唇を微笑ほほえませた。その肌はだは褐かつ色しよくだが、鱗りん粉ぷんでもまぶしてあるかのように輝いている。なんたる不届きな。豊かな胸と腰に布をあて、透ける生地の上衣と下衣を身につけているだけなのだ。まるで魔女ではないか。

「少々長話になろう」ラングレンは顎あごを撫なでながら椅い子すを目で示した。「座るがいい、リンチ隊長」

「はっ」

　リンチは椅子に腰を下ろした。女に見られている。その視線を意識するだけで、身体からだのあちこちがむず痒がゆくてたまらなくなる。

　耐えきれずに、リンチは女に目を向けた。

　女は笑った。

　食われそうだ、と思った。

　ラングレンが低く笑った。「彼女が気になるか」

「ご無礼を承知でお伺いします」リンチは女から目を引きはがした。「それなる女によ性しようは、なぜこの場に同席を」

「申すまでもない。必要だからだ」

「拝見したところ、聖職にある方とも武人とも思われませんが」

「いかにも。彼女はそのいずれでもない」

「この者は」

　イアンの声は森を吹き抜ける湿った夜風を思わせる。こちら側の者ではない。その声音だけで、そう感じざるをえないのだ。

「血の契約で結ばれし我が伴はん侶りよです、リンチ隊長。さあ、隊長にご挨あい拶さつを」

「かしこまりました」

　女は進みでて少し目を見開いた。リンチは動けなかった。身じろぎもできない。頭もうまく働かない。見とれているのか。否定はできない。この世のものとはとうてい思えない。こんな女がいていいのか。なんと美しい女だ。

「妾わらわはディアナと申します。以後、お見知りおきを」



    

  
    
      
最終話　【明日】





　ああ――

　溶けてしまいそうだ。

　太陽も、月も、星も、空も、風も、木も、水も、土も、何もかもすべて、関係ない。

　すぐそこにユユがいるんだ。――ここにレーレがいる。

　ユユの肩に口づけをする。――レーレの胸に唇を寄せる。

　たくさん、たくさん、口づけをする。――そんなに、しないで。おかしくなりそう。

　こんなふうにくっついていると、寂しくない。――ずっと寂しかったんだわ。

　おれは一人だったからさ。いきなり言葉も知らない国に連れてこられて。――誰だれもわたしのことをわかってくれなかったんだもの。

　もともと父さんはほとんど家にいなかったし、母さんは知らないし。――何か違うと感じていたのよ。小さなころから、ずっと、ずっと。見えない壁みたいなものがあって。

　おれは一人だったんだ。――わたしは一人きりだったの。

　今は違う。おれにはユユが。――わたしにはレーレがいるわ。

　こんなふうに、誰かと繋つながることができるなんて。――わたしは一人じゃないのね。

　けど、どうしてかな。――繋がっていると、離れたときのことを思ってしまう。

　怖いんだ。――離さないで。

　怖い。――もっと抱いて。

　裏切り者、裏切り者って、サリが。――ぎゅっとして。

　違う。おれは。裏切るつもりなんか。――忘れたいの。

　やめてくれ。――レーレ、泣いているの？

　やめて。――どうしたの、レーレ？

　お願いだから。――なぜ泣いたりするの？　わたしはここにいるのに。

　助けて。――レーレ、ああ、レーレ、わたしがいるわ。

　なんでこんなことに。――わたしのせいよ。ぜんぶ、わたしが。

　なんであんなことを。――レーレ。わたしが悪いの。そうでしょう。わたしが。

　ああ、ユユ、おれはもう。――わたしがレーレを傷つけたんだわ。

　傷だらけなんだ。あちこちがすり減ったり削られたりして、ひどいことになっている。お互いなんだ。だから、一人では立つこともできない。欠けている部分を補いあえば、なんとかならないかな。一人では無理でも、埋めあって、支えあって、二人なら。

　ぬくもりが教えてくれる。

　ユユが――レーレが――二人が、ここにいるんだって。

　それ以外の証拠なんて、どこにもないんだ。

　手を繋つないで、身体からだを寄せあって、また少しだけ泣いてもいいかな。

　そうしたら、ちょっとだけ笑うこともできそうな気がする。

　涙も、手ざわりも、あたたかさも、だけれど、夢のように消えてしまう。

　扉が開かれる。

「行きますよ、ガウル」

　そうしておれは連れ去られる。

　どこか遠い空の下へ。

　夜更けに解き放たれて、人狩りになる。

　まるで人を狩るために生まれてきたかのようだ。

「罪を犯したのだな、レーレ」と誰だれかが言った。

　誰だ？　ああ――ギューヌ・カルヴァン。

「君の父上も、そんなことは望んでいなかったはずだ」

「こうなる運命だったのだ」と青白い顔の男が言った。

　暗黒騎士トラオロ。違う――モーラン・アレルカルド。父さん。

「聖騎士として幾多の魔王と魔女を手にかけ、暗黒騎士として大勢の人間を殺あやめた。自ら望んでいたわけではないが、運命は私を血塗られた道へと導いた。そして私は血を求める本性に従ってその道を歩んだのだ。レーレ、我が子よ、おまえも同じだ」

「犬の皮を被かぶった魔性の狼おおかみなのですよ、アレルカルド隊長」とヴィリー・ブランドロウが笑った。「ようするに、血に飢えて飽くことがないのだ。我々はただ獲物を指し示してやっただけなのです。欲するものを与えてやっただけで、感謝されてもいいくらいなのに、このざまだ」

「裏切り者なんでしょ」と腐ったサリが吐き捨てた。「根っからの裏切り者。しかも、殺ころすのが好きで好きでたまらない。いつもそうだったしね。一人で突っこんでいって、殺して、殺して、殺して、殺しまくってた。怖いったら」

「アレルカルド隊長もそうだったな」ブランドロウは苦笑した。

「血、か」カルヴァンは唸うなった。

「おまえは呪のろわれているのだ、レーレ、我が息子よ」

「裏切り者」

　彼らの声は絶えることがない。

　足が重いな。重くてしょうがない。

「違う、違うぞ、レーレ。もう一歩踏みこんで、剣を――そうだ」と囃はやし立たてるアレルカルドの横で、カルヴァンは腕組みをして感心している。

「たいしたものだ。立派な殺ころし屋だな」

「騎士の戦い方ではない」ブランドロウは偉そうだ。「しかし、きわめて効率的だな。その意味ではたしかに殺し屋だ」

「レーレ、その展示の仕方は三回目だよ？」と腐ったサリが指摘してくれる。「違う方法にしたほうがよくない？　サリも一緒に考えてあげよっか？」

　頼むよ。

　サリは腐った舌を出す。「ばーか。考えてあげるわけないでしょ？　レーレ、あんたはサリを殺したんだよ？　裏切り者なんだよ？」

　そっか。そうだったね。

「勘違いするなよ、レーレ」ブランドロウも腐っている。「我々はおまえのそばにいるが、それでもおまえは一人だ」

「罪を背負うのはおまえ一人なのだぞ」カルヴァンも腐っている。

「これが末路だ、我が子よ」アレルカルドはみるみるうちに崩れていった。

　そのままいなくなってくれよ。

「そうはゆかぬ」遠くからアレルカルドの声がする。「逃れられぬのだ」

　気づいたことがある。左目はよく見えない。光を感じることはできるが、近くのものでも輪郭がぼやける。それなのに、彼らの姿はやけにはっきりと見えるのだ。

「見えてるんじゃないよ」と腐ったサリが囁ささやく。「いるんだよ、レーレ。サリたちはそこにいるの。あんたが死ぬまで、ずっといるんだよ」

「贖あがなえる罪ではないのだ！」

　大勢が叫んだ。血ち塗まみれの僧服を身にまとい、腐り果てた聖職者たちだ。その中にはサリのおかあさんもいる。これまで殺したすべての聖職者たちが唱和した。

「許されることはない！　逃れられぬぞ！　どこまでも！　いつまでも！　その背に負った罪は汝なんじを追いつづける！」

　それにしても、ずいぶん小さいな。やつらは豆粒みたいに小さい。すごい数だ。そんなやつらが身体からだ中じゆうにしがみついている。だからこんなに重いんだ。

　今、息の根を止めたばかりの新鮮な生首が喋しやべりだした。

「汝は救いを求めるか？」

　もし声を出すことができたら、救ってほしい、と答えたかもしれない。でも、無理だ。おお。おおお。獣みたいに唸うなるのが精一杯だ。

　もしかしたら、これは罰なのかな。

「あなたの魂たましいが軋きしむような音を立てて壊れようとしています」飼い主がガウルの面を外して笑った。「わたくしめにはその音が聞こえますよ」

　おれには聞こえない。魂なんてどこにあるんだ？

　飼い主に押し倒されて、組み敷かれた。

「苦しんで、苦しんで、苦しんで、苦しまなければ、その場所にたどりつくことはできないのです。わたくしめはとある聖堂の孤児院で育ちました。子供たちは世話係の司祭に殴られ蹴けられ辱めを受け、ろくに眠ることもできず怯おびえ震えていたのです。わたくしめは救いを求めて聖職を志しましたが、女であるというただそれだけの理由で軽んじられ、侮られて、正気を失っていると決めつけられ、幽閉されて、愚か者どもが夜ごとにわたくしめを穢けがしました。わたくしめは神の啓示を待ってひたすら堪えたのです。身を引き裂き魂を砕かんとするこの苦しみすらも、神がわたくしめに与えた試練なのだと信じて。ごらんなさい、ガウル」

　飼い主は僧服を脱ぎ裸体をあらわにした。ふだんは隠されているその白い乳房や腹には、無数の蛇のような傷跡がのたくっていた。

「彼らは自身らの愚ぐ陋ろうの証あかしをわたくしめの身体からだに刻んだのです。わたくしめはその一つ一つを克明に記憶しています。幾いく年とせ過ぎても忘れることはありません」

　飼い主の指が口の中に入りこんできた。

「啓示はもたらされませんでした。その代わり、重なるばかりの苦しみが、ついにわたくしめを真実へと導いたのです。彼らが根本的に誤っているという真実に。根っから間違っている彼らを正すことなどできはしません。彼らは大いなる流れに還かえるべきです。命は循環し、また生まれます。我々の使命は加速させることなのです」

　覆おおいかぶさってこようとした飼い主を突き飛ばした。起きあがると、緑色の巨人の丸太みたいな腕にぶん殴られた。飼い主が甲高い声で笑った。

　啓示はもたらされない。

　救いなんてどこにもない。

「当然だ！」血みどろで腐った豆粒大の聖職者たちが叫んだ。「救われるに値しない者を誰だれが救うものか！　救われたいなどと、おこがましいにも程がある！」

「それとも、死ぬ？」サリは腐った臭においがする。「死んじゃえば、何もかも終わるよ？　苦しいこともなくなるよ？」

　違う。臭いのは自分だ。この身は腐っている。

「都合のいい妄想だな」ブランドロウは太い声で笑う。「すでに貴様は生きておらず、死んでいるとでも？　いっそ、そうであったらいいと？」

「死んでいるのは我らだ」アレルカルドの声がする。

　じゃあ、なんでこんなにうるさいんだ。

「きみは逃れられぬ」カルヴァンに肩を叩たたかれた。「そのことを知るべきだ」

　知ってるよ。

　よくわかってる。

　ああ――

　身体からだが重いな。

　それなのに、今夜もおれは人狩りをしている。

　なんて簡単なんだ。

「レーレ」

　唇と唇があわさって、夢から覚めた。

「レーレ。ああ、レーレ。本当にレーレなのね。本物のレーレだわ」

　そうだよ、ユユ。おれだよ。おれはここにいるよ。

　だけど、ここってどこなんだろうな？

「すぐいなくなるんだもの。帰ってこないんだもの。朝もね。昼もね。夜もね。寝ていてもね。起きていてもね。レーレの夢を見ていたの。夢の中のレーレはちゃんと喋しやべるのよ。ちょっとだけ乱暴なの。だから、わたしにはわかっていたのよ。それが夢だって。でもね。レーレがいないと寂しくてたまらないから、夢が覚めないように願うの」

　夢――夢か。

「好きよ、レーレ。レーレだけでいいわ。他ほかには何もいらないの。離れたくないわ」

　おれもだよ。

「ああ、レーレ。これは夢じゃない？　本当に？　わたし、不安だわ」

　夢じゃないといいな。

「この手ざわりも、体温も、唇の味も、繋つながっている感覚も、夢なんかじゃないと思いたいのよ」

　そうだね。でも、変だな。サリも、ブランドロウも、アレルカルドも、カルヴァンも、聖職者たちも、いないなんて。あいつらがいないなんて、おかしい。どこにいったんだろうな。いないわけがないんだ。

　これは夢じゃないのか？

「夢ではありませんよ、ガウル」

　飼い主の声だ。

　ルチア。

　熱い、肌はだ。なんでだ。

　おれはルチアに抱かれている。

「これが真実です」

　その裸体の上でのたうちまわっている無数の傷跡が動きだした。蛇だ。やっぱり蛇だったんだ。何匹もの、何十匹もの、何百匹もの蛇が、絡みついてくる。入ってくる。身体からだ中じゆうの穴という穴に。めちゃくちゃにされる。もうめちゃくちゃなのに。これ以上は。

「――レーレ！　レーレ！　どうしたの、レーレ！」

　身体を揺さぶられた。左目をつぶり、右目を見開くと、ユユの顔が見えた。

「大丈夫？　ひどくうなされていたわ。平気？　息は？　水は？」

　うなずくことも、首を横に振ることもできなかった。右目を閉じて、左目を開けると、腐ったサリや、ブランドロウや、アレルカルドや、カルヴァンに見下ろされていた。豆粒大の聖職者たちもいた。よかった。これは夢じゃない。

　ユユがしがみついてきた。

「心配したのよ。何度、名前を呼んでも起きないから。どうしようかと思ったのよ。レーレがいなくなってしまったら、わたし――どうなるのかしら。わからないわ。想像もつかない。だって、なんでわたしは生きているの？」

　静かだな。サリたちが口をつぐんでいる。静かな朝だ。

「……わたしたち、どこへ行こうとしているの？」

　レーレはユユをきつく抱きしめた。

　答えなんか、見つかるわけもなかった。

　静寂の朝はやがて終わり、秘密基地は打ち捨てられた。

　魔女の軍団は移動を開始した。



　　　



　宵の口に降りだした雨は一向に弱まる気配がなく、野営している星の鎖にとっては災難以外の何物でもなかった。

　大ブルノー連合王国デルモン公領と大王領とを隔てているカラル川の西岸だ。渡河すれば大王領だが、星の鎖はこの場所にもう三日もとどまっている。理由は不明だ。ダーヴィッド・リンチ隊長は黙して語ろうとしない。何か大きな作戦が控えているのだろうと、皆、予期している。そもそも、前隊長が存命のころに隊を離れた影犬の頭領イアン・ブラックハートが、謎なぞめいた女を伴ってパルメクで合流して以来、隊内には異様な雰囲気が漂っているのだ。影犬の動きも活発化していた。おそらく情報収集だけではない。他ほかの魔女討伐隊と頻ひん繁ぱんに連絡をとりあっているのだろう。星の鎖と繋つながりが深いエルナンド・ネーブとの接触もあり、新式の火ひ打うち銃じゆうが騎士のみならず従士にまで配られ、全隊に使用訓練が課せられた。きっと大きな戦いがあるのだ。現隊長は前隊長よりも秘密主義のようだが、言われずとも察しろという方針なのかもしれない。

　この雨では篝かがり火びも焚たけないが、もとより明かりは禁物だという通達が出ている。野営の形態も、夜間だけ天幕を張り、昼間は分散して訓練と休憩とを繰り返しているのだ。河岸とはいえ、ここは人里離れた場所だし、人目を避けようとしていることは間違いない。

「身体からだは冷えていないか」

　そう声をかけると、セルジュ・フレンドールは即座に首を左右に振った。

「いや、大丈夫だ。今日は暑かったしな。ちょうどいいくらいだ」

「それならばいいのだが」

　ヨナハン・クロムスティードは見張りに立っているのだ。本来ならば私語は厳禁なのだが、この雨だ。天幕は一箇所には集中しておらず、まばらだし、ヨナハンとセルジュの近くに人影はない。たとえ多少声を荒らげたとしても、誰だれかの耳に届く前に、雨音に掻かき消けされてしまうだろう。

「ずっと訊ききたかったのだが、訊けなかったことがあるのだ」

「何だ。あらたまって」

「君はどう思っている。あの噂うわさだ」

「そのことか」

　セルジュは兜かぶとを脱いで頭を振った。つられてヨナハンも兜を脱いだ。二人は木の下にいるので、その枝葉がいくらか傘になってくれているが、雨足は激しい。

「わからない、というのが正直なところだな。この目で見たわけじゃないし。そう言い残して事切れた影犬の女は、あいつと親しかったみたいだが……それも噂だ。影犬の内情なんて、知るよしもないしな」

「そうか。くだらない話をした。忘れてくれ」

「わからない、と思いたいんだ」セルジュは顔を上に向けた。「まさか、こんな形であいつの名前が出てくるなんて……あんまりだ。でも、絶対にありえない、あっていいはずがないと――そんなふうには思えない自分もいて、整理がつかない」

「私も同じだ」

「あたしは深入りしすぎたんだ。その結果、あいつを不幸にした。ブランドロウ隊長に、あいつをとりあげられたとき――笑ってくれてもいいが、あたしはそう感じたんだ、とられたって――取り返しがつかないことをしたのかもしれないと思った。実際、そのとおりだった。あいつは死んだ。死んだはずだったのに、ブランドロウ隊長があいつに殺ころされた。本当にあいつがやったのかどうか。そんなことはわからない。でも、あいつを影犬に仕立てたのはブランドロウ隊長だ。なあ、ヨナハン」

「うむ」

「こんなことを言うのは間違いかもしれない。そう感じたらあたしを殴ってくれ。あたしは事件を聞いたとき――隊長は報いを受けたと思ったんだ」

「セルジュ……」

「次はあたしの番だって」

「そんなことは――」

「どうしてあたしが先じゃなかったんだろうって！」

　ヨナハンはセルジュを抱きよせた。思わずそうしてしまったのではない。ヨナハンはヨナハンの意思で、そうするべきだと考えてそうしたのだ。セルジュは抗あらがおうとしたが、力はヨナハンのほうが強い。遥はるかに強い。

「君が一人で背負うことはない、セルジュ。レーレは私の友だった。レーレはどうかわからないが、私は彼を友だと思っていた。私は友を救えなかった。救いが必要だということはわかっていたのに。友のために、私は何もできなかったのだ。だから、セルジュ、君だけのせいではない」

「でも……でも、ヨナハン」

「ブランドロウ隊長に責任がないとは言わない。しかし、我々は戦争をしているのだ。人類のために。勝利のために。戦えば犠牲が出る。あらゆる形で。犠牲をなくすには、戦いをやめるしかない。だが、我々が軍を引いても、魔女たちは街に攻め入ってくるだろう。人は殺ころされ、土地は奪われるだろう。それは看過できない。少なくとも聖騎士であるかぎり、我々は戦わざるをえないのだ」

「……しょうがなかったって言うのか？」

「そうだ。我々はどうしようもなく罪深いのだ。君だけではない。私も、ブランドロウ隊長も、他ほかの騎士たち、従士たち、もしかしたら心情的に戦いを支持している者たちに至るまで皆、誰だれも彼もが罪を背負っている。だからといって、剣を捨てることは、私にはできない。なぜなら、守りたいからだ。故郷の父母や弟、妹、領民たち、それに、セルジュ、君だって私にとっては大事な幼おさな馴な染じみだ。今の私には、剣をとって戦う以外の方法が思いつかない。だから、戦いつづけるしかないのだ」

「あたしは……」

「君がつらいのなら、私に肩代わりさせてくれ。私は平気だ。見てくれ。図ずう体たいも大きいし、怪け我がをしてもすぐ治ってしまう。風邪もめったにひかない。たまによろめくこともあるが、私は頑丈だ。それだけが取り柄だからな」

「馬ば鹿か！　それだけなんて――」

　何をされたのか、一瞬、ヨナハンにはわからなかった。

　セルジュは背伸びをして、それから――ヨナハンの下唇を、自分の唇で軽く挟んだのだ。それは、つまり――

　セルジュは、ああ、と呻うめいて、ヨナハンの胸に頭を押しつけた。「……馬鹿はあたしだ。なんてことを。曲がりなりにも、あたしは騎士なのに……」

「セルジュ……」

　ヨナハンはうろたえるより呆ぼう然ぜんとしていた。それでも、セルジュを抱く腕に力をこめた。そうしなければ、セルジュは立っていられないだろうと思った。

「……本当に、あたしは……駄目だな。すまない、ヨナハン。こんなことをしてしまって、もう隠しても仕方ないから、言ってしまうけど……言うべきじゃないと思うけど……ずっと好きだったんだ。小さなころから、おまえのことが。女として。おまえを男として見ていた。いけないと思っていたけど。あたしはフレンドール家の跡継ぎだし。独身でいるしかなくても、養子でも貰もらえば、家は残せるし……それ以外の道はないんだから。いや、そういう問題じゃないな。おまえにはちゃんと許嫁いいなずけもいたし……これからだって、おまえは腕が立つ騎士だし、いいやつだし、縁談なんて、いくらでも……違う、そうじゃなくて、あたしは……いったい何を……」

　小さなころから、女として。セルジュ・フレンドールは、ヨナハン・クロムスティードを。そうだったのか。知らなかった。まったく気づかなかった。当然といえば当然だ。我ながら、唐とう変へん木ぼくだと思う。ただ強くなりたかった。強い騎士になることが望みだった。アラベラ・リデルにふさわしい男に。セルジュはそんな男を想おもっていたというのか。女として生まれながら、女として生きることが許されぬ身で、他ほかの女のことばかり考えている馬ば鹿かな男を想っていたというのか。



    

  
    
      



    

  
    
      「セルジュ、私は――」

「何も言わないでくれ」セルジュは顔を上げて、笑ったようだ。「星の鎖は大きな作戦のために動いてるんだろう。この戦いを最後に、あたしは聖騎士を辞めて、故郷に――フェアサイドに帰るつもりだ」

「何だと」

「わかっただろう。あたしは結局、女なんだ。こんなあたしを慕ってくれている従士たちもいる。彼らに助けられて、どうにか騎士の面目だけは保っているけど、これ以上、迷惑はかけられない。老いた父やアルフレッドのことも心配だしな。さっさと家か督とくを継いで、領地の経営に専念するさ。おまえの言いい種ぐさじゃないけど、猫の額ほどの広さしかないこぢんまりとした領地だし、狼おおかみを追い散らす程度のことならあたしにもできる」

「しかし……」

「おまえは武ぶ勲くんを立てて出世しろ。こんなことを言っていいのかわからないけど――あたしの分まで。クロムスティード家の名を世に轟とどろかせるんだ。おまえにならできる」

「それは、むろん……私の望むところではあるが」

「家柄のいい女を嫁に貰もらうんだぞ」セルジュはヨナハンの胸を拳こぶしで叩たたいた。「これはすごく大切なことだ」

　ヨナハンは歯を食いしばっていることしかできなかった。

「案ずるな、ヨナハン」セルジュはわざとらしい明るい声音で言った。「領地は隣だしな。あたしがおまえの幼おさな馴な染じみだということは一生、変わらない。あたしは陰険だし、悪知恵は働くほうだ。相談に乗ってやれることはあるだろう。困ったことがあったら、何でも言え。力になる」

　ヨナハンはようやくうなずいて、そのとき初めて気づいたのだ。この腕の中にいる一人の女ほど愛いとおしい者は、今の自分にはいない。ヨナハン・クロムスティードはセルジュ・フレンドールを女として愛しているのか。そう訊きかれたら、ただちに首しゆ肯こうすることはできないが、セルジュの幸福を願うかという問いならば、一瞬たりとも迷うことはないだろう。しかしながら、ヨナハンには何もできないのだ。そばにいて守ってやることすら思うにまかせない。

　ヨナハンはセルジュを抱く腕に力をこめることもゆるめることもできなかった。

　雨はいつの間にか弱まっていた。



　　　



　大ブルノー連合王国大王領はカラル川とポルル川に挟まれている肥ひ沃よくな土地で、西方でも有数の穀こく倉そう地帯だ。ただし、二本の川が交わる一帯は地形が複雑で、また、巨獣が残した爪つめ痕あとのような深い谷が点在してもいる。穴掘り名人の鉄人ダングーたちの手にかかると、それらの山や谷はみるみるうちに魔女の拠点と化した。十年、数十年、それ以上利用する砦とりでであれば年単位の工事がどうしても必要だが、もっと短期間、身を隠して雨風をしのげればいいだけの陣地なら、ダングーたちは物の数日で仕上げてしまうのだ。

　大ブルノーの首都、大王の都シャルローの北４モーデン（約32km）の位置にあるダンターヌの谷は「大おお黒くろ熊くまの爪痕」とも呼ばれているという。周りに山があるわけでもなく、底に川があるわけでもない、どのように出来たのか知られていない不可思議な深い谷間には、いつも深い霧が立ちこめていて、人間たちはめったに足を踏み入れない。

　紀元一四〇二年の水すい鏡きよう月づき（九月）が終わろうとしていた。

　魔女ヨモジは魔王キジタカを引き連れて、ダンターヌの谷に築かれた隧すい道どう型陣地の中を忙しく走りまわっている。この陣地は本営だ。魔女ドラコと魔女ルチア、魔女軍団の二大巨頭をはじめ、有力な魔女と魔王のほとんどがこの陣地に勢せい揃ぞろいしている。配置されている戦力も大きい。ドラコとルチアの直属隊、ブードの“〝闘とう鬼き”〟イングルード鋼鉄戦隊、さらに、ローウォックに蘇よみがえった鉄の王国ダングニルからダングーたちの挺てい身しん軍、黒毛のグーシーの穴倉兵団、森の狼おおかみクオードの大頭フリードや隻せき眼がんフォデアの頭目ルカオンらに率いられた狼連合、等々――あわせて四千を超える軍勢が詰めているのだ。陣地内はほとんど立りつ錐すいの余地もなく、食べ物や飲み物を全員に行き渡らせるだけでも大変で、揉もめ事ごとは絶えない。ヨモジは皆の不満を聞いてなだめすかし、喧けん嘩かを仲裁して、士気を高めて回っているのだ。物資の調達や、各拠点間の連絡、聡さとい獣や夜の翼アンダルースたちが集めてきた情報を分析したり検討を加えたりする作業は、ヨモジよりも頭がよく、経験豊かな年長の魔女たちのほうがよほどうまくこなす。だから、ヨモジはヨモジなりに、自分にできることを精一杯やらないといけない。誰だれに命じられたわけでもない。ヨモジ自身がそう決めたのだ。

「シャルローを占領して、慈じ悲ひの海に面した海岸線まで勢力を伸ばすことができれば、流る刑けい島とうやその向こうの南の者たちとも連携がとりやすくなるのですわよ。もはやヨモジたちは森から森へと流る浪ろうすることをやめちゃうのですわ！　大ブルノーの領地を大胆に切りとって、ヨモジたちの国を打ち建てるための、これは重要な第一歩なのですから！」

　タブールを占拠した魔女エンデたちもその構想を持っていたが、ついに果たされることはなかった。

　領土を持ち、国を建てる。

　それはあまりに人間的な発想で、魔女の友たちには馴な染じまない。実際、ルルケの侵攻に遭う前も、国をなしていた種族といえば、人間の他ほかにはダングーのみだった。ほとんどの場合、あくまで国は人間が建てたもので、獣や亜人たちはその国の住民だったにすぎない。今となっては、国の概念を理解しない者のほうが遥はるかに多いのだ。国を知らぬ者が、どうやって国を建てられるだろう。

　しかしながら、我々はここにいるのだということを示し、人間たちと対等の立場で戦い、あるいは交渉するためには、国という体裁を持つことは有効なのだ。魔女たちはそう考え、慎重に準備を進めてきた。多くの魔女、魔術師たちが、あえて陣頭に立って戦場で討ち死にを遂げてきたのは、勇敢さを誇るためではない。そうして自分たちが本気だと、とりわけ友たちに認めてもらう必要があったのだ。数百人、ひょっとしたらそれ以上の魔女、魔術師が命を捨ててきた。その結果として、友情が、信頼が生まれ、魔女の軍団は一致団結することができるようになった。他ほかの種族の声を聞き入れようとしない者たちも、魔女の意見には耳を傾け、賛同して、皆で一つの目標のために突き進み、その実現のために一身を捧ささげてくれるようにさえなったのだ。

　魔女の軍団は、大王の都シャルローを攻め落とし、森の都をつくりあげて、一気に大ブルノー連合王国大王領を魔女の版図にし、建国を宣言する。その後、ただちに東隣のブルノー公領、西北のデルモン公領にも攻め入り、慈じ悲ひの海の南に住む者たちと交易を開始することになるだろう。南の者たちは、遥はるか東の者たちとも繋つながりがあるのだ。そして、東の者たちは、西方の東端にあるテオドキア帝国、ヘルメリア、ロンダリアの東部三国と交渉を持っている。魔女の国が東部三国と手を結めば、西方サイオン国家群は東と南から圧迫されることになるだろう。魔女たちは遠い昔から東と連絡をとりあっていて、すでにテオドキア帝国の三十一代皇帝、女皇イサメとも大まかなところでは話がまとまっている。西方を東部三国と魔女の国で二分するという、現時点では夢物語としか思えない内容だが、東部三国と西方サイオン諸国は数百年に亘わたって対立してきた。何度も戦争が起こっているし、西方の土地を奪うことは東部三国の悲願だ。女皇イサメが約束を守るかどうかは別としても、魔女の国ができて西方が動揺すれば、東部三国は絶対に動くだろう。

　本当は、ヨモジも戦なんてしたくない。殺ころしあい、奪いあう。そんなことをしなくても、誰だれもが――人間もふくめて、誰も彼もが穏やかに暮らしてゆけるのなら、それが一番なのだ。でも、持てる者が持たざる者に与え、分けあうことを願っても無駄だろう。それが魔女と友たちが噛かみしめ、味わってきた現実だ。

　勝ちとるしかないのだ。

　一切の望みを捨て、不毛の地で飢え渇いて滅びる運命を受うけ容いれるわけにはゆかないのだから、いかなる犠牲を払ってでも戦って、勝利する以外に道はない。

　犠牲。これも犠牲だ。

　ヨモジは隧すい道どうの奥に設けられた小部屋の前で足を止めた。２サード（約１・８ｍ）四方ほどしかない、本当に狭いその小部屋は、柵さくで閉ざされているが、そんなものがなくても二人は逃げだしたりしないだろう。

　ヨモジは何度も二人の様子をうかがいにきた。でも、彼らはこっちに目を向けることすらしない。ただただ身を寄せあって、痩やせ細ほそった若い女はときおり傷だらけの若い男に何か囁ささやき、笑ったり、泣いたりしている。耳を澄ましても、彼女が何を言っているのか、よくわからない。言葉は聞きとれるのだが、譫うわ言ごとのように意味不明なのだ。若い男は返事をしない。声を出せなくなってしまったのだという。ただ、たまに女を抱きよせたり、口づけをしたりする。女を見つめていることもあるが、虚空に目を向けていることが多い。魔女として修行を積んできたヨモジは感じるのだ。彼はおそらく、人の目には見えぬものを見ている。魔女はときにそれを喚よびだし、遺恨の契約を結んで使役するが、東から伝えられて魔女エンデが発展させたという魔術を用いなければ、彼らを――亡もう者じや、悪霊、亡霊と呼ばれる者たちの姿を見ることはできない。通常は。

　魔女にも無理なのに、若い男にそれが見えているとしたら、取とり憑つかれているのだ。

　彼らに取り憑かれるだけのことを、レーレ・イジュールはした。違う。そうではない。させられたのだ。

　あのときヨモジが彼女を救わなければ、こんなことにはならなかっただろう。

　ヨモジはしゃがみこんで柵さくをぎゅっと握った。

「ユユ・ビューレ……」

　この声も彼女には届かない。

　アラーニャ。魔女オコナが彼女にその名を授けた日が遠い昔のように感じられる。実際、時は経たった。でも、それ以上に彼女は変わってしまった。

　いつか彼女は魔女に、仲間になるのだろう。気が強くて、聡そう明めいな人だ。時間はかかるかもしれないが、わかりあえる。頼もしい友になってくれるはずだ。ヨモジはそう無邪気に信じていた。なんと愚かだったことか。ヨモジが彼女の運命をゆがめてしまったのだ。でも、あの日、ハイデンの外で再会した彼女を保護していなければ、どうなっていただろう。彼女はきっと死んでいた。彼女がいなければ、レーレ・イジュールが人狩りの猟犬ガウルとなることはなかったはずだ。魔女ルチアが人狩りを用いてサイオンの教会を襲い、魔女討伐隊の隊長を暗殺して、人間たちを恐怖させ、混乱させなければ、魔女の軍団はこうも簡単に戦力の再整備を進めることはできなかった。こうしてシャルローの周辺にまで忍びよることだって難しかったかもしれない。

　犠牲。犠牲なのだ。

　いずれヨモジもこの報いを受けることになるのだろう。それも犠牲だ。

　二人の無残な姿を目にするたびに心の臓が疼うずく。申し訳なさと恐ろしさで身がすくむ。でも、足を止めるわけにはゆかない。魔女の軍団には果たさなければならない目的がある。皆、そのために命を賭かけているのだ。

「ヨモジ」と後ろから声をかけられた。

　振り返ると、キジタカの赤い眼がヨモジを見つめていた。

「御お主ぬしに剣は振れぬ」

「そうですわね。ですけど……」ヨモジは胸に手をあてて微笑ほほえんだ。「ヨモジのここには、ちゃんと剣があるのですわ。だから、ヨモジだって戦えるのですわよ」

　キジタカはほんの少しだけ口くち許もとをゆるめた。「俺おれが御お主ぬしの剣だ」

　ヨモジはうなずいて立ちあがった。泣きたくなって、キジタカの胸に飛びこみたかったが、必死に我慢した。泣いている暇はない。進まねばならないのだ。



　　　



「――行ってしまうの？」

　すがりつかれると動けなくなった。ユユは泣きだした。

「行かないで。お願い。一人にしないで」

　おれだって行きたくない。ユユを一人にはしたくないし、ユユから離れたくない。

「だけど、あんたは寂しくないでしょ？」と腐り果てたサリが笑う。「だって、あんたのそばにはいつだってサリたちがいるんだもの」

「怖いのよ、レーレ。わたし、怖いの。もうレーレが帰ってこないんじゃないかって」

「今度こそ帰ってこられないかもしれんな」ヴィリー・ブランドロウの眼がん窩かはがらんどうだ。「あるいは、それでよいのかもしれん。本当は貴様もそう思っているのでは？」

「すべてを終わらせたい」モーラン・アレルカルドは黒い靄もやのようだ。「私もそうだったのだ。生は苦しみしかもたらさぬ」

「背負った罪が重すぎるのだな」苦悩するギューヌ・カルヴァンは、腐るどころか、すっかり干からびている。「もういい、レーレ。無理をすることはないのだぞ」

「我々が許そう！」と豆粒大の死んだ聖職者たちが連呼する。「数々の罪！　そなたは罪悪そのもの！　だが、そなたが死ねば許されよう！」

　サリがケタケタ笑う。そんなに笑ったら腐った顎あごが外れてしまうよ。「都合のいいことばっかり！　許されるわけないのに！　あんたはね、レーレ！　死んだらサリたちと同じふうになるの！　亡もう者じやになって永遠に地上をさまようんだよ！」

「ここにいて、レーレ。ここに。わたしのそばにいて。わたしにふれていて。わたしを抱いていて。そうしないと、わたし……」

　夢を見るのよ、とユユは叫ぶ。「レーレがいなくなってしまう夢を見るの！　レーレはここにいるのに、それでもレーレがいなくなってしまうんじゃないかって、怖くて怖くて仕方ないの！　わたしを置いて行くなら、わたしを殺ころして！」

　レーレはユユの首に手をかけた。ユユはぽろぽろと涙をこぼした。「そう、そうよ、レーレ、それでいいの。本当はね。わかっていたの。こうするのが一番いいって。だって、わたしのせいなんだもの。わたしさえいなければ、レーレは自由になれるでしょう？」

　ユユは泣きじゃくりながら笑った。「レーレ一人なら逃げられるわ。たとえ魔女や魔王に追われたって振り切れる。わたしなんかがいたら無理。足手まといにしかならない。ほら、見て。この身体からだ。わたし、とても痩やせたわ。棒きれみたい。食べようとしてもね。食べられないの。食べ物がろくに喉のどを通らないの。わたしはもう走れないわ。歩くのだって難しい。わたし、きっとそのうち死んでしまうわ。わかるの。自分のことだから、わたしにはわかる。でもね。いいの。これでいいのよ。わたし、臆おく病びようなの。勇気がないの。レーレがいないときにね。わたしはね。自分で自分の命を絶ってしまえばよかったのよ。そうするべきだって、わかっていたのよ。でもね。できなかったの。どうしても、できなかった。言い訳をするとね。理由はあるの。やっぱりね。レーレがいないときにね。そんなことをしたらね。帰ってきたレーレがね。驚くでしょう。自分のせいだって、レーレは思うかもしれないでしょう。そうしたらレーレの心が壊れてしまうかもしれないでしょう。わたしはね。それがね。いやだったの。だからね。ちゃんとレーレに話さないと。レーレ、聞いて、レーレ。わたしは臆病で、卑ひ怯きようなの。自分で自分の始末もつけられないの。だから、わたしを終わらせて。いいの。レーレと一緒にいられて、わたしはすごく幸せだったから。本当よ。心の底からそう思っているの。もういいわ。十分すぎるくらい。レーレ。わたしのそばにいてくれて、ありがとう。わたしを大切に思ってくれて、ありがとう。わたし、幸せよ。こんなに幸せでいいのかしら。でもね。レーレがわたしのせいでここに縛りつけられていることだけが、わたしにはやりきれないの。わたしは誰だれよりもレーレが好き。レーレのことだけが好き。大好きよ。愛しているわ、レーレ。だから、レーレには自由になってもらいたいの。レーレには力があるのよ。運命を切り開く力が。こう考えてほしいの。わたしのために、わたしを終わらせて。わたしのために、レーレは自由になって。わたしのために、レーレは生きて。わたしのためだと思って、さあ、レーレ、やって。やりなさい。レーレが終わらせてくれるなら、わたし――」

「それで？　どうしたんだっけ？」とサリが耳みみ許もとで囁ささやいた。腐臭がする。

「どうもしなかったのだ」とブランドロウが馬ば鹿か笑わらいをした。「怖おじ気けづいたのさ。殺ころしてやればよかったのにな。そうすることが、あの娘のためだったのだ」

「かわいそうだが、おそらくユユはもう助からぬ」カルヴァンは溜ため息いきをついた。「死なせてやるのも慈じ悲ひだったかもしれぬぞ、レーレ」

「死は平等だ、我が息子よ」とアレルカルドが言った。

　あんたなんか、もう黒い靄もやでしかないじゃないか。

「サリのことは殺したくせにね」

「何を今さら」

「ユユは放ほうっておいても餓死するのだ」

「過あやまちのみが繰り返される」

「過あやまち！」「過ちが！」「過ちが……！」「罪！」「罪が！」「罪が……！」

　うるさいな。うるさい。うるさいんだよ。いいかげんにしろ。ふざけるな。無理だ。できるわけないじゃないか。ユユを殺ころすなんて。できないよ。だって、おれはユユに生きていてほしくて。生きていてくれないと。ユユがいないと、おれは。レーレは耳をふさいだ。心を閉じた。闇やみが。闇。ああ、闇が。森の闇。深い森の闇がこの身体からだ中じゆうを満たして真っ黒にしてしまえば、何もわからなくなるに違いない。

「どうしたのです、ガウル」

　すぐ近くに飼い主がいる。おまえは本当に魔女ルチアなのか？　レーレは首を横に振った。そんなことはどうだっていい。ここはどこだっけ。森？　夜の森だ。暗いな。やけに暗い。月のない夜だ。星明かりは地上まで届かない。この森は闇に満たされている。

　唐突に気づいた。レーレはガウルの面をつけている。前は右目の部分だけに穴があいていたはずだ。今は違う。左目の部分にも穴があいている。そのせいだ。面をつけているのに、サリたちの姿が見える。

　いつからだろう。レーレは魔王バルバロを従えて前を歩いているルチアを睨にらみつけた。バルバロが振り向いて低く唸うなった。ルチアは振り返らない。わかっているんじゃないのか。レーレの左目は死んだ者たちの姿を見る。生きている者はろくすっぽ見えないのに。ルチアはそのことを知っているんじゃないのか。きっとそうだ。そうに違いない。

　レーレは左目をつぶって闇の匂においを嗅かいだ。何だろうな。変な匂いがする。いやな匂いだ。腐臭とは違う。おれとか、サリとか、ブランドロウとか、カルヴァンさんとか、父さんとか、聖職者たちとか――それとは別の匂いだ。匂い。匂いなのか。気配。そう言い換えたほうがしっくりくる。絡みついてくるような、染みこんでくるような、粘っこい、いやらしい気配だ。こいつは信じられないほど執念深い。こいつ？　誰だれだろう。闇。闇の中にいるのは誰だ。闇にひそんでいる者。闇。おれはそれを――知っている……？

　我知らず魔王殺しの柄つかに手をかけていた。足が勝手に止まった。もし声を出すことができていたら呟つぶやいていただろう。ハイジロ、と。

　いるのか。この近くに。闇の中にひそんでいるのか。いる。いるんだ。おれにはわかる。感じるんだ。

　あいつはおれを見てる。嗤わらってる。やつの声が聞こえるんだ。有望ですよ、レーレくん。きみはいい魔女狩りになれます。そして、優秀な人狩りになりましたね。たくさん殺ころしましたね。僕が作ってあげたその武器で。見込んだとおりです。やつは嗤ってる。

「ガウル。いったいどうしたのですか」

　わからないのか。魔女ルチア。あんたは何も感じないのか。

　ルチアは魔王バルバロの腕に手を置いた。「バルバロ？」

　バルバロはあたりを見まわして、異状ない、とでもいうように首を振ってみせた。

「そうですか。何か気になることがあれば、わたくしめに知らせなさい。我々がしくじれば、この作戦は台無しになってしまいます。必ず成功させねばなりませんからね。さあ、行きましょう」

　ルチアは歩きだした。バルバロが音もなくつづく。その後ろにレーレが。さらに、ルチアの直属隊の中から選び抜かれた精鋭が三十名。そのうちの半分は鼻の潰つぶれた狼おおかみとでもいうような顔をしている黒毛のグーシーで、もう半分は二本足で歩く鱗うろこに覆おおわれた巨大蛙といった姿の鱗うろこ肌はだガガーだ。グーシーにしてもガガーにしても小柄で、わりあい隠おん密みつ行動を得意としている。ルチア隊のグーシーを率いているのは「青あお羊し歯だ族」の族長ラモー、ガガーたちをまとめているのは「黄緑目」と呼ばれている勇ゆう猛もうな戦士だ。最後尾には小さき者ポルモのナンナがついて、周囲を警戒している。

　バルバロ以外は鎧よろいを身につけていない。バルバロの全身を覆っている緑色の甲かつ冑ちゆうも、金属が軋きしむ音を一切立てないのだ。ルチア隊は息を殺ころして夜の森を進んでいる。目指すは大王の都シャルロー。いや、正確にいえば、シャルローの近郊には三十以上の貴族の小封地があるのだが、その中の一つだ。デルパナス侯爵分領アントン。デルパナス侯爵家はクロケー大王家の分家で、現デルパナス侯も当代エルマン・クロケー大王の右腕だという。デルパナス侯は大王領内に十七もの領地を所有していて、その大半は国防上の要所を占めているのに、アントンだけは違う。シャルローに近いだけの、単なる農村だ。

　見かけはただの農村でしかないが、そうではないのだ。アントンにはある重要なものが隠されている。

　シャルロー内からのびる地下退たい避ひ路ろの出口だ。ルチア隊はその退避路からシャルロー内に侵入する。そうして、固く閉ざされた防壁の門を開け、跳ね橋を下ろすのだ。決死の覚悟で臨まねばならないその役目を、ルチアは自ら引き受けたのだという。

「ガウル。あなたが振りまいてきた恐怖の種が、ここで一気に芽を出して花を咲かせるのです。あなたの力以上に、あなたの悪名が、禍まが々まがしい面を被かぶった黒い悪霊のごときそのわかりやすい姿が、大いに役に立ちます。あなたは先頭に立ち、人間たちを恐れおののかせるだけでよいのです」

　ルチアはそう言って軽やかに笑った。

　やけに頭がはっきりしている。

　妙だな。

　もしかすると、これが最後かもしれない。そんなことを考えて、それはないだろうと即座に否定した。たとえシャルローを陥落させても、魔女たちの戦いはつづく。生き残れば、レーレも剣を持って人を殺しつづけることになるだろう。やむをえないのだ。ユユが人質にとられている。ユユは大丈夫かな。ひどい別れ方をした。レーレはユユを絞め殺そうとしたのだ。できなかった。あたりまえだ。でも、殺そうとした。ユユの言い方を借りれば、終わらせようとした。たしかに、ユユが死んでしまえば、ぜんぶ終わる。戦う理由をなくしたレーレは、ルチアに何を言われようと剣をとることはないだろう。命令に従わず、用済みになった猟犬ガウルが、追い払われるだけですむとは思えない。きっと処分される。レーレは逆らわないだろう。ユユが死んで、レーレが死ぬ。それで何もかも終わりだ。

　自分がいなくなることで、レーレを自由にしたい。ユユはそう思っているようだが、レーレはべつに自由なんか求めていないのだ。レーレには運命を切り開く力があるとユユは言っていた。勘違いだ。そんなもの、レーレにはない。

　こんなに頭が冴さえているのはいつ以来だろう。

　やっとわかった。レーレには何もない。からっぽだ。希望も夢もない。ただ父から受け継いだ生き物を殺ころす力だけが備わっている。

　あるいは、もっと頭がよくて、進むべき道を自分で決めることができ、意志が強ければ、この不気味な力も運命を切り開くために活用できるのかもしれない。

　でも、レーレには無理だ。ユユ一人を救うこともできない。そのためにどうすればいいのか。レーレにはわからないのだ。結局、ルチアの言うとおりにするしかない。そうするしかないと信じて、レーレは命を奪ってきた。けれども、それでユユは救われたか。これっぽっちも、まったく、ぜんぜん、救われていない。それどころか、ユユは追いつめられている。レーレの愚かさがユユを追いこんだのだ。

　レーレは左目を開けて周囲に視線を巡らせた。腐り果てたサリが足を引きずって歩いている。ブランドロウも負けじと腐っている。カルヴァンは干からびている。アレルカルドは黒い靄もやのようだ。豆粒大の聖職者たちがレーレの身体からだにしがみついている。それ以外のレーレの手にかかって死んだ者たちもいる。みんなレーレについてくる。

　呪のろわれても仕方ない。それだけのことをレーレはしたのだ。

「レーレ。かわいそうに」とサリが呟つぶやいた。

　そんなことはない、とレーレは思った。かわいそうなのは、サリのほうだよ。おれはサリのおかあさんを殺したんだ。サリのおかあさんにって、首飾りを贈っておきながら、知らなかったことではあるけど、おれが殺したんだ。サリはすごくつらい思いをしたはずだよ。だから、ブランドロウに慰めてもらったんだろ。おれはそのブランドロウも殺して、サリまで殺した。

「サリがつらかったのはね。おかあさんのことだけじゃないよ。レーレ。あんたが死んじゃったと思ってたから。あんたが死んだって聞かされてから、ずっとつらかった。それで、隊長が休みをくれて、おかあさんのとこに帰ったりして。それでも、気は晴れなくて。だって、サリはあんたのことが好きだったんだもん」

「後悔したところでどうにもならんぞ、レーレ」とブランドロウが嗤わらった。

　そうだな。本当に、そうだ。

「後戻りはできぬのだ」と乾いた声でカルヴァンが言った。「振り返っても、そこにはすでに道がない」

　進むしかないんだ。

「まだ罪を重ねるつもりか、我が子よ」

　わからないよ、父さん。

「わからないではすまぬぞ！」「何も知らぬ赤子のごとき悪鬼！」「貴様に我々は殺ころされたのだ！」「すべてを奪われた！」「許されぬ！」「決して許されることはない！」

「サリもやっぱり、あんたを許せそうにないよ、レーレ」

　ごめんなさい。

　結局、おれは目をそらそうとしてたんだ。おれのせいじゃない。おれは悪くない。おれはバカだし、難しいことは考えられないから、こうするしかなかった。おれのせいだって思いながらも、どこかで逃げてたんだ。逃げ道を作ってた。ガウルなんていないんだ。どこにもいない。頭がぼんやりする？　違う。ぼうっとしてたほうが楽だからだ。わけがわからないうちに、ぜんぶ終わってる。そう思いたかっただけだ。おれは覚えてる。おれが殺した人たちのことを。どうやって殺したか。むごたらしいやり方を、おれが考えたんだ。誰だれのせいでもない。おれだ。何もかもおれがやったんだ。

　すべてはおれ一人の罪だ。

　でも、ここで止まるわけにはいかない。

　今はまだ。

　レーレは足を止め、左手でナイフを逆手に抜き持った。

　しっかりと左目を見開いて、迫ってくるナイフの切っ先から決して目をそらさなかった。一瞬だけ硬い手て応ごたえがあって、ぷつ、という音を聞いた。ナイフはたやすく左の眼球を貫いた。引き抜いて、まばたきをすると、ようやく痛みを感じた。激しい痛みだった。

「ガウル……」

　ルチアが立ち止まって振り返り、絶句した。

　レーレはナイフを鞘さやに収めて歩きだそうとした。

　ルチアが近づいてきて、ガウルの面に指をふれさせた。

「まあ……なんという。まるであなたの苦しみが血の涙と化して流れだしているかのようです。ガウル、あなたはこれほどまでに……」

　レーレはルチアの手を撥はねのけ、顎あごをしゃくってみせた。何してるんだ。早く行かないといけないんだろう。

　ルチアは闇やみの中で低く笑い、歩きはじめた。

　左目の激痛は弱まるどころか強まってゆく一方だ。サリたちの声はまだ聞こえる。でも、さっきまでより遠く、不ふ明めい瞭りようだ。

　おれのやってきたことは、これからやろうとしてることは、間違ってる。おれはどうしようもないバカだけど、命を奪うことの意味はわかる。この手で殺ころして、殺して、殺して、やっとわかった。殺しあうしかないなんて、愚かな結論だ。

　だけど、それでも、進むしかない。

　この手が、この身が、どれだけ血に塗まみれても、おれはやりとげて、帰るんだ。

　ユユのもとへ。そして――

　ルチア隊は耕地と耕地の間に残された防風林の中をひたひたと進む。麦の収穫はすでに終わっているから、耕地は裸に近い。曇っていて、月は見えず、暗い夜だが、ところどころに物見の櫓やぐらが建てられていて、中には篝かがり火びを焚たいているものもある。林が途切れると、ルチア以下全員、土の上を這はってゆかねばならない。移動には時間がかかった。

　ようやくたどりついた。デルパナス侯爵分領アントン。その中心部だ。木造の建物が建ちならんでいて、真ん中に小さな丘があり、その上に石造りの館やかたがある。アントンでは七匹もの犬が放し飼いにされていた。犬たちはグーシーの青あお羊し歯だ族が特殊な香料で朦もう朧ろうとさせて殺した。これは青羊歯族にしかできない芸当だ。ルチア隊は丘を登って館に押し入り、代官とその家族やら、召使やらを皆殺しにすると、館の脇わきにある倉庫に入りこんで、片隅の床板を引っぺがした。その下に石壁で補強された井戸のような縦穴があった。地下退たい避ひ路ろの出口だ。

　地上のいかなる光も射さしこむことがない地下退避路は真の闇やみに閉ざされていた。ルチアは松明たいまつに火を点つけてバルバロに持たせた。ルチアの先導と松明の火を頼りに、ルチア隊は地下退避路を足早に歩いた。道は何度か二つか三つに分かれて、ルチアはそのうちの一つを迷わずに選んだ。出口がいくつもあるのか。それとも、正しい道は一つで、他ほかは行き止まりか、罠わなでも仕掛けられているのか。レーレにはわからない。ただ、疑問に思った。ルチアは――魔女たちは、どうやってこの地下退避路の存在を知ったのだろう。もし声を出すことができたら――今のレーレなら、ルチアに尋ねたかもしれない。左目が疼うずくたびに、レーレの胸も騒ぐのだ。けれども、無理だ。レーレは喋しやべることができない。それに、この虫の知らせが何を示しているのか、レーレ自身にも判然としないのだ。

　気がつくと、レーレの右手は魔王殺しの柄つかを握っていた。

　地下退避路の突きあたりは垂直の石壁で、大きな引手のような金具が埋めこまれていた。一つじゃない。たくさんだ。出口も同じ造りだった。上り下りする際、あの金具を手がかり、足がかりにするのだ。

　ルチアはガガーの黄緑目に先頭を任せた。そのあとに黄緑目の部下五人がつづいた。間もなく何か重い物を動かす音がした。舌を鳴らすような小さな音は黄緑目の合図だ。バルバロ、ルチア、レーレの順で黄緑目たちを追い、そのあとに残りのガガー、ラモー率いる青羊歯族のグーシーたち、最後尾にはポルモのナンナがついた。

　地下退たい避ひ路ろを出ると、そこは石造りの建物の中だった。建物の構造は地下退避路よりも遥はるかに複雑だった。ルチアも不案内のようで、階段を上ったり通路を行ったり戻ったりして、外に出るのにやや手間取った。ルチアは焦り、苛いら立だっていた。そうは見せまいとしていたが、飼い主と猟犬ガウルとして行動をともにしてきたせいかもしれない。レーレはルチアの感情の揺らぎをはっきりと感じた。

　そうはいっても、ここはもうシャルローの中だ。ルチア隊は門を目指して、ひた走りに、だが、できるだけ物音を立てないように用心して、石畳の道を走った。門が近づいてくるに従って、黄緑目とガガーたちも青あお羊し歯だ族のグーシーたちも、無我夢中になっていった。バルバロやずっと後ろにいるナンナのことはよくわからないが、ルチアさえも興奮しているようだった。レーレは違った。痛みのせいかもしれない。痛みには慣れている。我慢はできるし、何かに集中すればたいてい忘れてしまうが――ずいぶん静かだと、左目の激痛をなだめながらレーレは思った。静かすぎる。あつらえられたように。無理に去勢された獣みたいに。そんな夜をレーレは何度も経験してきた。決まってよくないことが起こった。何か変だ。ルチアはそう考えないのか。ルチアが魔女だからだろうか。夜は魔女のものだ。だから、魔女はどんな夜も恐れないのかもしれない。

　それとも、思いすごしだろうか。

　そうかもしれない。

　ルチア隊はすでに門の至近まで迫っている。シャルローは堅固な防壁と濠ほりに囲まれていて、門は一つしかない。もちろん、夜間は閉ざされている。ルチア隊はあの門を開けて、跳ね橋を下ろさなければならない。それを合図に、シャルローの近辺に潜伏しているだろう魔女軍団の尖せん兵ぺいたちが一気に動きだす。シャルローを目指して進軍しているはずの各隊も彼らにつづくはずだ。この日のために動員された魔女やその友たちの総数を、レーレは知らない。だが、未み曾ぞ有うの規模らしい。総攻撃といってもいいだろう。だからこそ、失敗は許されないのだ。魔女たちは玉ぎよく砕さいすることを望んでいない。仮にルチア隊がシャルローを開門させることができなかったら、全軍が撤退することになっている。

　しくじれば、ルチア隊は十中八九、全滅だ。成功しても、生還はおぼつかない。

　閉ざされた門の周辺は明るい。門がある部分の防壁はかなり分厚くなっていて、望ぼう楼ろうや門衛の詰つめ所しよがある。警備は厳重だ。門の近くに四人、詰所の入口に二人、門の上部や両りよう脇わきにある望楼にも見張りが配置されている。詰所といっても、小さな砦とりでのようなものだ。ぜんぶで四、五十人の門衛がいるらしい。門の開閉装置と跳ね橋を上げ下げする装置は詰所の中にある。ルチア隊の目的はそれだ。

　ルチアが無言でレーレの背中を押した。

　レーレは逆らわずに建物の陰から進みでて、門へと至る大通りの真ん中までゆっくりと歩いていった。

　まだ門衛たちはレーレのほうを見ていない。距離は１ナート（約１００ｍ）ほどだ。

　レーレは足を進めながら魔王殺しと鈍どん剣けんの柄つかに手をかけた。すぐに離した。

　立ち止まらずに深呼吸をした。門の前にいる門衛の一人がこっちを見た。

　門まで４ゲイン（約80ｍ）くらいだ。レーレに気づいた門衛が別の門衛に声をかけた。詰つめ所しよ前の門衛二名はまだだ。門の前の門衛四名は、その全員がレーレのほうに顔を向けている。頭の中で声がした。「代わってやろうか？」

　レーレは即座に答えた。おまえはおれだ、ガウル。「そうだな」

　おれがガウルだ。

　レーレは駆けだした。足が地面を蹴けるときの衝撃が左目に響く。おかげで自分を騙だますこともごまかすこともできない。一人の門衛が叫んだ。「――ガウルだ……！」

　そうだよ。おれはガウルだよ。門衛はもうすぐそばにいる。近づいたからだ。門衛は槍やりを突きだしてこようとした。その前にレーレは門衛の懐に入りこみながら右手で魔王殺しを抜き放ち、首の真ん中に突き刺しつつ、左手で鈍剣を抜いた。もう一人の門衛の頭を鈍剣で粉砕して、レーレは跳んだ。三人目の槍を鈍剣で打ち払って、魔王殺しをやはり首の真ん中に突き入れた。間髪を容いれず、四人目の膝ひざを鈍剣で打ち砕いて転ばせ、返す刀で鼻面を潰つぶした。門衛の詰所のほうを見やる前に、レーレの身体からだはそっちへ突き進んでいた。詰所の入口前にいる門衛たちは大声で叫んでいた。ガウルだ、ガウルが出た、と。

　入口前の二人を鈍剣と魔王殺しで片づけると、入口の扉が開いて中から兵士が飛びだしてきた。そいつが剣を抜く前に、魔王殺しの一突きで絶命させた。詰所に入る前に、なんで平気なんだろうな、とレーレは思った。どうしておれはこんなにも平然と人を殺ころせるのかな。よくないことだって、わかってるのに。きっと化け物なんだろうな。詰所の中に足を踏み入れて、レーレは兵士を二人、突き殺し、三人、撲殺した。詰所の一階は壁際に武具用の棚があり、あとは椅い子すがたくさん並んでいる。狭苦しいというほどじゃないにしても、広々としてはいない。兵士たちは室内の戦闘に慣れていないようで、その戦いぶりはとても応戦と呼べるような代物じゃなかった。いや、それだけではないか。彼らは怯おびえていた。ガウルは恐怖の対象なのだ。ガウルが怖くても、攻め入られているわけだから、逃げることはできない。しょうがなく武器を手にとってガウルに立ち向かうのだが、最初から腰が引けている。詰所の二階、三階はたしか宿舎だ。起きがけの者も多い。連携して動くこともできていない。これは戦いじゃない。狩りでもない。一方的な殺さつ戮りくだ。

　レーレは悲鳴を聞きながら、恐れにゆがんだ顔を見ながら、一人、また一人と殺していった。二階への階段に足をかけると、バルバロとルチアが詰所に走りこんできた。ルチア隊の他ほかの者たちもつづいている。レーレは階段を上がりながら二人殺し、二階の廊下でまた二人殺した。廊下の左側に扉のない部屋がいくつも並んでいる。どの部屋もほとんど寝台で占められていて、寝ていた兵士たちが飛び起きて廊下に出てくるごとに、魔王殺しか鈍どん剣けんの餌え食じきになる。この殺さつ戮りくは作業だ。手順は決まっている。レーレは同じことをする。ただ繰り返す。繰り返せば繰り返すほど、無駄がなくなる。洗練されてゆく。頭の中が空白に近づいてゆく。違う。嘘うそだ。そうじゃない。

　もっと巧みに。もっと速く。もっと簡単に。意識しているわけじゃない。無意識だ。でも、レーレは工夫を凝らしている。最低限の労力で殺ころす。殺し尽くす。そのために、レーレの身体からだは、頭は、勝手に動いている。

「ガウル！」「ガウルが……！」「ガウルがくる……！」「いやだぁっ！」「逃げるな、馬ば鹿か！」「だって、ガウルが！」「うわあ！」「ガウル！」「ガウルが……！」

　向かってくる者。明らかに怯ひるんでいる者。背を向けて逃げようとする者。どうやって殺せばいいのか、レーレは知っている。ありとあらゆる方法が、最善のやり方が、身についている。

　そうして殺して、殺して、殺して流した血で、レーレの全身が濡ぬれそぼっている。

　これがおれだ。おれの姿だ。おれの正体なんだ。

　レーレは程なく三階に到達した。ルチア隊が追いついてきたので、レーレは兵士たちの間を縫うように突っ走った。進むのに邪魔な兵士だけ殺した。階段を上ると、四階の廊下は短かった。突きあたりに扉がある。施せ錠じようされていた。レーレが横にどくと、バルバロが扉に体当たりした。二度、三度。四度目でバルバロは扉をぶち破った。バルバロとルチア、ポルモのナンナ、それから黄緑目と五人のガガーたちが扉の向こうの部屋に入っていった。部屋には門と跳ね橋の装置があるはずだ。開門して、跳ね橋を下ろせば、魔女の軍団の尖せん兵ぺいたちがシャルローに傾なだれこんでくるだろう。

　レーレは引き返して、下りの階段の脇わきにある狭い上りの階段を駆けあがった。階段を下りてくる兵士がいたので、始末した。長い階段だった。五階は通路が左右に伸びていた。通路のところどころが外側に張りだしていて、そこに防壁の内側に向けた窓があり、望ぼう楼ろうになっているのだ。レーレは通路を駆けて、二人の兵士を魔王殺しで突き殺し、三人を鈍剣で殴り殺した。重い、大きな音が響きはじめた。床が、壁が振動している。門が開きはじめたのだ。レーレは死体を飛び越え、望楼からシャルローを見下ろして、首をひねった。静かだ。静かすぎる。門が開こうとしているのに。大騒ぎになってもおかしくない。いや。さっきまではほとんど真っ暗だったのに、街のそこかしこに――門に近い建物や通りに明かりが見える。人の動きもあるようだ。声も聞こえる。騒ぎは起こりつつある。

　やがてポルモのナンナがやってきた。「どうだ、ガウル。異状はないか。……おまえに訊きいても、無駄なんだったな」

　ナンナは窓から身を乗りだした。その直後、大きな揺れがあった。ナンナはちらりとレーレのほうを見た。「門が開いた。跳ね橋はもう少しかかるはずだ」

　ナンナは他ほかのポルモと違う。細身でポルモにしては背が高く、陰気で気取り屋だ。

「きたぞ、衛兵だ」とナンナが言った。

　レーレも窓の外に視線を向けた。左目がひどく痛んだ。ナンナの言うとおりだった。大通りに兵士たちの姿が見える。三人、いや、四人か。進もうとして、足を止めた。先頭の兵士が振り返って何か叫んだ。兵を集めようとしているのか。

「臆おく病びよう者ものめ」ナンナは低く笑い、またレーレを一いち瞥べつした。「門衛たちがガウルだガウルだと騒いでいたからな。あの声はかなり遠くまで届いたはずだ。おまえの悪名が役に立ったな。さすがルチアさまだ」

　レーレは魔王殺しと鈍どん剣けんを鞘さやに収め、面に手をかけた。外そうとして、まだだ、と思った。まだおれはガウルでいなきゃいけない。

　ひときわ大きな揺れがきて、左目に響いた。

「やった！　跳ね橋が下りた！」とナンナが跳びあがって大声をあげた。ポルモらしい仕し種ぐさだった。ひねくれ者のナンナはそのことを恥じたのかもしれない。またしてもレーレを見て、すぐにそっぽを向いた。レーレは面の上から左目を押さえて呻うめいた。我ながら獣みたいな呻き声だと思った。

「……ガウル、おまえ――大丈夫か？」とナンナに声をかけられた。

　レーレは返事をしなかった。声を出すことができないから。違う。うなずくか、首を横に振る程度のことはできる。そうじゃない。

　ちょうどレーレとナンナがいる望ぼう楼ろうの真下が門だ。先頭を切って、小柄な斑まだら狼おおかみのジドネたちがシャルロー内に突入してきた。足あし速はやのランドールの一団もジドネたちに負けじと駆けこんできた。彼ら魔女の軍団の尖せん兵ぺいたちは、大通りから市内に散って、大いに暴れまわるだろう。そうしようとしていたはずだ。

　何かが見えた。大通りの両りよう脇わきから何かが出てきたのだ。

　それはジドネやランドールたちを挟み撃ちにして、たやすく押おし潰つぶしてしまった。

　数が違う。ジドネやランドールはせいぜい数十。でも、あれは――やつらは桁けたが一つ上だ。数百だ。

　人間だ。衛兵隊か。いや、ただの衛兵なら、全員が全員、暗色の外がい套とうを着ていたりはしないだろう。

「まさか――伏兵……？」ナンナの声は震えていた。

　正体不明の兵士たちは先せん鋒ぽうのジドネやランドールたちの骸むくろを踏みにじり、大通りに整然とした隊たい伍ごを組んで、手にした長ちよう槍そうを一斉に前方へと突きだした。暗いのではっきりしたことは言えないが、どこかで見たことのある部隊だとレーレは思った。左目が疼うずく。そうか。わかった。

　何度か行動をともにしたことがある。

　あれは魔女討伐隊だ。

「朱の槍やり……」と呟つぶやいたナンナも、彼らと戦場で見まみえたことがあるのかもしれない。

　魔女討伐隊“〝朱の槍”〟。あの部隊の隊員は、騎士も従士も皆、朱塗りの頑丈な長ちよう槍そうと短たん槍そう、それに分厚い毛皮張りの盾を携えている。剣は短いものしか持っていない。独特の槍術を身につけた槍使いの精鋭部隊だ。

「偶然なのか……？　でも――あっ！」とナンナが声をあげて直下に目線を落とした。レーレはその前に気づいていた。近くの建物の中にひそんでいたようだ。詰つめ所しよの入口めがけて、別の部隊が突っこんでくる。すごい数だ。朱の槍と同じように、外がい套とうを着ているので鎧よろいはほとんど見えないが、盾と――剣じゃない。戦せん鎚ついを持っている。左目が痛い。あれも魔女討伐隊だ。“〝輪りん舞ぶ”〟。あの部隊の隊員たちは、戦鎚をぐるぐる回転させて敵を蹴け散ちらす独自の戦法を得意としている。輪舞の先頭はもう詰所に到達しそうだ。

「ルチアさまに知らせないと！」ナンナが駆けだした。レーレもつづいた。階段を下りて四階へ行くと、もう下のほうが騒がしかった。ナンナはガガーやグーシーに声をかけて装置のある部屋に駆けこんでいった。レーレは魔王殺しと鈍どん剣けんを鞘さやから抜いて三階へ向かおうとした。後ろからルチアの声が飛んできた。「――待ちなさい、ガウル！」

　振り返ると、手て燭しよくを持ったルチアがバルバロとナンナを従えて装置のある部屋から出てきたところだった。ルチアは無表情だ。そうではなくて、顔がこわばっているのかもしれない。「状況はわかりました。本隊に知らせなければ――」

　ルチアは言い終える前に口をつぐんだ。この音。近い。輪舞の者たちが迫っている。もう三階まで。この四階に上がってこようとしている。

「黄緑目！　跳ね橋を上げなさい！　門も！　急いで！」ルチアは装置のある部屋に向かってそう叫ぶと、レーレを見た。「可能ならナンナを連れて敵を突破して、本隊に！　ドラコさんに罠わなだと伝えるのです！」

「ルチアさまは!?」ナンナの声は悲鳴みたいだった。

「バルバロがわたくしめを守ります！　さあ、お行きなさい！」

　レーレは三階へと向かった。ナンナはついてくる。階段を下りはじめてすぐ、無理だと思った。自分一人ならともかく、ポルモを連れてゆくなんて。それでも、「どうした、行け、ガウル！」というナンナの声に背中を押され、レーレは右目を見開いて二列縦隊で階段を駆けあがってくる輪舞の聖騎士たちに突撃した。一人の聖騎士が戦鎚を振りあげてレーレを打ちすえようとしたが、遅い。当たってたまるか。レーレは跳んで、戦鎚をかわし、聖騎士の肩を踏んだ。そこからは聖騎士たちの上を走った。彼らもさすがに自分たちが道にされるとは思っていなかったのだろう。レーレはあっという間に三階に達した。後ろのほうで「ナンナ……！」という声がした。あれはルチアの声だった。激しい物音もした。砕ける音。男たちの悲鳴。バルバロが聖騎士たちを相手に暴れているのだろう。レーレは三階にひしめいている聖騎士たちの間に白い光のような細い道を見いだした。あまりに細すぎて通り抜けられない箇所は、魔王殺しや鈍どん剣けんで、障害物を――聖騎士たちを排除して進めばいい。レーレはそうした。彼らは密集隊形をとっていて、ろくに身動きがとれない状態だった。そのことも幸いした。レーレは二階に達した。一階にたどりつくと、自ら潰つぶした左目だけではなくて、しばらく見開いていた右目も痛みはじめた。それで動きが止まったのだろう。レーレは聖騎士たちの只ただ中なかにいた。何人かの聖騎士が何か言った。低い声だった。そういえば、こいつら、ぜんぜん喋しやべらない。大通りの朱の槍やりもそうだった。たぶん、わざとだ。あえて静かにしているのだ。レーレは両目の激痛に耐えながら、ゆっくりと襲いかかってくる何本もの戦せん鎚ついをかわして、二人の聖騎士に鈍剣で足払いをかけ、一人を魔王殺しで突き殺ころした。この程度で、とレーレは思った。おれの目は、この程度で音を上げるのか。痛みなんてどうってことはない。

　レーレは獣同然に唸うなりながら聖騎士たちの間を駆け抜けて詰つめ所しよを飛びだした。朱の槍はさっきの場所からほとんど動いていない。門を通ってシャルローに入りこんでくる魔女の軍団の尖せん兵ぺいたちを堰せき止とめるだけで、前進する気はないようだ。門は開いたままだし、跳ね橋も下りている。ルチア隊はどうなったのか。輪りん舞ぶの聖騎士が何人か躍りかかってきたので、レーレは駆けて彼らを引き離した。狼おおかみ。ランドール。グーシーもいる。尖兵たちはまばらだ。本隊の到着まではまだ間があるだろう。レーレは尖兵たちとは逆方向に走って門をくぐり、跳ね橋を渡った。

　跳ね橋の先にはポルモたちが散らばっていて、松明たいまつを振っていた。本隊への合図だ。大王の都シャルローは高台の上にあるので、かなり遠くからでも見える。レーレは一人のポルモに駆けよって、その手から松明を奪った。松明の先を地面にこすりつけ、踏みつけて火を消すと、何するんだよ、この猟犬ガウル野郎、とポルモに抗議された。事情を説明したい。できることなら。無理だ。レーレは喋ることができないのだ。

　つかみかかってこようとしたポルモを乱暴に撥はねのけた。ポルモはいっそう怒って何か言った。レーレは首を横に振った。静かに。黙ってくれ。

　何か聞こえたのだ。気のせいか。いや、違う。

　シャルローの門は東向きだ。レーレは北へと目を転じた。

　距離は――さすがにわからない。でも、音はする。かなり遠くて、耳を澄まさなければ聞き逃してしまいそうだが、間違いない。たぁん、たん、たぁん――というかんじの、破裂するような音が、断続的に。聞き覚えがある。あれは。あの音は。

　ひょっとして、火ひ打うち銃じゆうか。

　確信を持つことはできなかったが、レーレの身体からだは走りだしていた。魔王殺しと鈍剣を鞘さやに収めて、北へ。北へ。北へ。北だ。北へ向かうのだ。

　左目が疼うずく。

　サリの声が聞こえたような気がした。耳を貸さずに走った。

　道だ。いくらか起伏のある、踏み固められた道を突っ走った。

　風が強くなってきた。雲が吹き飛ばされるように流れた。

　一瞬、雲の切れ間から月がのぞいた。すぐに隠れた。

　レーレは駆けた。

　音はどんどん近くなってくる。

　どれくらい走っただろう。１カーレル（約２km）か。２カーレル（約４km）か。

　レーレは足を止めて、呼吸を整えようとした。

　また雲がちぎれて月明かりが地上に射さした。

　そこまでもう２ナート（約２００ｍ）もない。

　裸の耕地が戦場と化している。

　ものすごい数の軍勢だ。

　軍勢はレーレに背を向けている。きれいな隊列だ。正面方向で火ひ打うち銃じゆうの銃声が轟とどろいた。いるのだ。星の鎖が。それだけじゃない。シャルローの中には朱の槍やりがいた。輪りん舞ぶもいた。レーレが行く手に見ているあの軍勢は、明らかに千や二千の規模じゃない。魔女討伐隊一隊の戦闘要員は千から千五百といったところだから、星の鎖だけではないということだ。他ほかの魔女討伐隊もいる。たぶん、二隊や三隊ではきかない。もっとだ。もしかしたら、魔女討伐隊の全隊がこの地に集結しているのかもしれない。

　ドラコに罠わなだと伝えろとルチアが言っていた。そういうことなのだろう。

　魔女の軍団は罠に掛かったのだ。

　ハイジロの顔がレーレの脳裏をよぎった。あの男は魔女討伐隊と繋つながっていた。それに、この魔王殺し。魔女とも関係があるのだ。アントンへ向かう途中、闇やみの中にあの男の気配を感じた。あいつだ。きっとあいつの仕し業わざだ。

　突然、喇らつ叭ぱの音が夜空をつんざいた。とてつもない音量だった。あれは魔女討伐隊“〝金の喇叭”〟の進軍喇叭だ。喇叭の音に後押しされたように、魔女討伐隊の前進の勢いが増した。ここからでは見えないが、魔女の軍団が押され、崩れたのか。それにしても、変化が急すぎる。

　レーレは振り返った。シャルロー。ない。見あたらない。松明たいまつの合図が。暗い。真っ暗だ。門が閉まったのか。跳ね橋が上がったのか。異常を察知したのか。とにかく、ポルモたちが合図をやめた。おそらく、本隊はそれで作戦の失敗を悟り、退きはじめたのだ。

　レーレは魔女討伐隊を追いかけた。かなりの進軍速度だが、足を速めれば追いつける。でも、追いついてどうする？

　迷っているうちに、１カーレル（約２km）近くも魔女討伐隊を追尾する恰かつ好こうになった。耕作地は荒れ果てて死し骸がいだらけだった。人馬の骸むくろもあるが、ブードやダングー、グーシー、ランドールや狼おおかみたちの死体が圧倒的に多い。魔女も死んでいた。魔女討伐隊は魔女の軍団を待ち伏せしていて、奇襲をかけたのに違いない。そうだとしても、ここまで一方的にやられるものか。魔女討伐隊は確かに精鋭揃ぞろいだが、魔女の軍団だって弱くはない。とくに魔王の存在は人間にとって脅きよう威いだ。でも、実際、魔女たちは退いている。退却どころか、魔女討伐隊の動きからすると、魔女の軍団は算を乱して敗走しているのかもしれない。

　さっきまでひとかたまりだった魔女討伐隊は分散しつつある。

　たぶん、魔女の軍団が逃げ散っているからだろう。

　後ろから何か音がする。近づいてくる。レーレは振り向いた。火だ。炎の群れが迫ってくる。この音。騎馬だ。シャルローにいた魔女討伐隊か。もしそうだとしたら、ルチア隊は全滅したのだろう。

　ルチアが死んだ。

　猟犬ガウルに首輪をつけ、引きずりまわして、人狩りをさせてきた魔女がいなくなった。

　でも、自分のやってきたことが消えてなくなるわけじゃない。

　この身体からだは少しも軽くならない。重いままだ。

　馬。

　そうだ。馬があれば。

　レーレはできるだけ体勢を低くして左の方向へと走った。騎馬の一隊がきた。百か。二百か。一部は松明たいまつを掲かかげ、残りは長ちよう槍そうを構えている。朱の槍の騎士隊だろう。

　レーレは地面に伏せた。暗い色の外がい套とうを着ているので、動かなければ気づかれないだろう。すぐそばを騎士隊が通りすぎてゆく。次々と。最後尾だ。遅れ気味の騎士がいる。レーレは起きあがって駆けだし、馬に飛びついた。騎士を突き落として手綱を握ってから後悔した。殺ころしたほうがよかった。案の定、落馬した騎士は何か大声で喚わめいている。前の騎士が振り向いた。見られた。騎士は馬首を巡らすことこそしなかったが、隣の騎士に何か言った。「敵じゃないのか……!?」そんなふうに聞こえた。まずい。しくじった。やっぱり殺すべきだったんだ。なんで殺さなかったのか。左目が痛い。くそ。おれはもう、ガウルじゃない。そう思ったっていうのか。否定はできない。

「――ッ……！」

　レーレは言葉にならない声を発して馬を煽あおった。馬に乗るのなんて久しぶりだし、知らない馬だ。言うことを聞いてくれるか。大丈夫だった。馬はレーレが意図したとおり、左に曲がりながら足を速めた。前の騎士数名はレーレに気づいている。でも、反転したりはしない。速度をゆるめて、左へ、左へと馬を寄せてくる。きっとレーレの進路をふさぐつもりなのだ。レーレは馬の尻しりを叩たたいて念じた。走れ、もっと速く。

　馬はぐっと首を低くして疾駆した。

　いいぞ。その調子だ。もっとだ。

　レーレの馬は寄せてきた騎士たちの脇わきをかろうじてすり抜けた。

　そのまま騎士隊の横を駆けた。

「あれは……！」「例の、ガウルってやつじゃないのか!?」「そうだ、ガウルだ！」「ガウルが馬に乗っているぞ！」「我が隊の馬だ！」「逃がすな！」「追え……！」

　騎士隊が騒いでいる。追いかけてくる騎馬もある。でも、レーレの馬にはそうそう追いつけない。一つには重量のせいだろう。騎士たちは重装備だが、レーレは金属製の防具を一切身につけていない。それから、レーレが乗っている馬は怯おびえていた。恐怖に突き動かされて、つんのめりそうな勢いで全力疾走している。そんな様子が鞍あん上じようのレーレに伝わってくる。何をそこまで怖がっているのか。追われているせいか。魔女討伐隊所属の鍛えられた軍馬がその程度で取り乱すものだろうか。

　それとも、もしかして、おれか。

　この身体からだに染みついた血の匂におい。腐臭。それらが馬を怯えさせているのか。

　ごめんな。おまえの名前を知らないし、おれは喋しやべれないから、呼びかけてやれないし、ちゃんと謝れないけど――怖がらせて、ごめん。おまえは悪くないのに。でも――だけど、今は走ってくれないか。速く。速く。

　騎士隊につかまるわけにはゆかない。

　行かなきゃいけないんだ。

　少しでも早く、そこにたどりつかないと。

　シャルローの北４モーデン（約32km）。霧深いダンターヌの谷につくられた陣地の奥に、ユユがいる。

　もうおれはガウルじゃない。それでも、ガウルとしてやったことはぬぐい去れないし、おれは死ぬべきなのかもしれない。だけど、ユユは違う。ユユは何もしていない。ユユの心は戦いに染まっていない。その手に剣を握り、戦場で敵に血を流させるのではなくて、ユユの心が血を流している。

　ユユを逃がさないと。どこか安全な場所へ。

　だから、頼む、行ってくれ。レーレは馬を煽あおりたてた。馬はレーレの思いに応こたえようとしたのかもしれない。あるいは、いっそう恐怖に駆りたてられ、無理に加速しようとしたのかもしれない。

　馬が前まえ脚あしを折った。レーレは空中に投げだされた。受け身をとって起きあがった途端、駆けよってきた一人の騎士が馬上から槍やりを突きだしてきた。レーレは転がって逃れた。レーレを乗せていた馬が暴れた。レーレはあっという間に何騎もの騎馬に囲まれていた。右目を見開くと、時間の流れがゆっくりになった。レーレは泳ぐように槍と槍、蹄ひづめと蹄の間を移動しながら左手で鈍どん剣けんを抜き、一頭の馬の尻しりにしがみついた。騎士を鈍剣で殴り落とし、右手で馬の手綱を握った。馬をなだめても無駄だと思った。行け。走れ。死にたくなければ、走れ。脅されて、馬は駆けだした。

　でも、右にも左にも騎馬がいる。レーレは騎士のようにうまく馬を操ることができない。馬上では動きも制限される。相手の槍やりは長い。防ぐことはできても、攻めるとなると難しい。騎士隊の進路から外れたいが、無理だ。まっすぐ進むしかない。



　　　



「――まだだ！　出るんじゃない！　抑えろ……よし！　今だ！　突撃！」

　セルジュ・フレンドールが号令を下すと、従士たちが槍を揃そろえて駆けだした。前方には小さな森がある。敵はその森にいったん逃げこんでから、逆襲に転じてきたのだ。しかも、魔女ドラコと魔王グルブブ、それにドラコの直属隊が先頭に立って突っこんできたので、その破壊力はすさまじかった。一時は星の鎖の騎士隊が崩壊しかけた。セルジュもそのときに落馬してもう駄目かと思ったが、後続の従士たちに救われた。それから従士たちをまとめつつ戦況をうかがっている間に、あの男が例の女を従えてドラコ隊に突撃した。

　イアン・ブラックハート。影犬の頭領だった男。今は違う。ダーヴィッド・リンチ隊長があの男に与えたのは星の鎖独立分隊分隊長という身分で、その独立分隊とやらに所属しているのは二人だけだ。分隊長のイアンと、褐かつ色しよくの淡く輝く肌はだと金色の目を持つあの女。肌もあらわな衣服を身につけ、見た目はまるで魔女だが、それ以上――いや、別物だ。

　ディアナ。

　あれは人間じゃない。人間にあんな芸当ができるはずはない。

　ディアナは一人でドラコ隊を引っかきまわしている。武器は持っていない。素手だ。ブードに飛びかかって、引っつかんで、投げる。振りまわす。鋼のように硬い皮膚を持つダングーの身体からだをやすやすと引きちぎってみせる。狼おおかみはディアナに近づけない。そうとう大柄な森の狼クオードどもが、尻尾しつぽを腹に巻きこんで怯おびえている。獣の本能に訴えかける、圧倒的な力がディアナにはあるのだ。見せつけている。ディアナはもう、頭のてっぺんから足の先まで亜人や獣どもの血に塗まみれていた。見かねて大おお斧おのと大おお槌つちを持ったえらく体格のいいブードがディアナに向かっていった。あれはドラコ直属隊の勇士ベンハートだ。ディアナは、だが、ベンハートの大斧をいとも簡単に左手で払い、右手で大槌を握り止めた。そうしてベンハートの腕をねじ切り、振りおろした拳こぶしで頭を叩たたき潰つぶした。名だたる勇ゆう猛もうな戦士ベンハートを呆あつ気けなく失って、敵が動揺した。セルジュが号令をかけたのはその直後だった。セルジュだけじゃない。他ほかの騎士たちも従士たちと一団になって進んだ。行く手の地面が盛りあがって壁をなした。魔王グルブブの仕し業わざだ。前のほうの従士が何人か壁に撥はね飛ばされ、または乗りあげて転倒したが、グルブブのやり口は皆、承知している。誰だれも驚かない。

「進め！　行けえっ！　主の御為にロオ・エルウ……！」

「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ……！」

　従士たちが恐れずに前進し、セルジュをふくめた騎士たちも土の壁を乗り越えて前へ前へと進んだ。セルジュは足を止めずにあたりを見まわした。騎馬のまま敵軍に突撃してゆく騎士たちもいる。あれはヨナハンか。背せ恰かつ好こうからして、たぶんそうだ。しぶとい男だから心配していなかったが、よかった。ディアナはグルブブとやりあっている。化け物のような――というよりも、化け物以外の何物でもないディアナといえども、さすがにグルブブをちぎって捨てることはできないようだ。グルブブの後ろには直属隊に守られたドラコがいる。グルブブはドラコたちを庇かばいながらディアナの相手をしているので、その点でも不利だろう。

「我らには主しゆの加か護ごがある！　力のかぎりに戦え！　星の鎖の誇りを見せろ！」

　セルジュが剣を振りあげて叫ぶと、周りの味方が声をあげて応こたえてくれた。セルジュも低いところから突っこんできた狼おおかみを盾で吹っ飛ばし、剣で首を叩たたき斬きってしとめた。前の従士たちが森から飛びだしてきたダングーの一団にぶちあたって、隊列がやや乱れた。セルジュは従士と従士の間から前に出て、ダングーに体当たりを見舞った。相手の体勢は崩れたが、セルジュも弾はじき飛とばされて尻しり餅もちをつきそうになった。ひやりとしたが、すぐさま従士たちがセルジュの前に壁を作ってくれた。

「やらせるな！」「フレンドール卿きようを守れ！」「押せ！　押せーッ！」

　目頭が熱くなった。馬ば鹿かな。感激している場合じゃない。セルジュは頭を冷やせと自分に言い聞かせた。男の真ま似ねをしても、自分は女だ。無む茶ちやをして仲間の手を煩わずらわせるな。セルジュは近くの味方に「固まれ！　固まれ！」と呼びかけた。戦力を集中させてダングーの一団と押しあいへしあいしていると、側面から騎士隊がきた。ヨナハンたちだ。ダングーが崩れた。その機を逃さず、従士たちがダングーどもを蹴け散ちらそうとした。

　ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェ……！

　ものすごく大きな、ひどく耳障りな音だった。魔王の咆ほう吼こうか。一瞬、味方の動きが止まった。そこに新手の敵が襲いかかってきた。森だ。森から出てきた。

　あっという間に敵と味方が一緒くたになった。乱戦だ。セルジュを守ってくれていた従士たちもばらけた。必死に剣を振りまわしていると、後ろに光を感じた。振り返ると、火の群れだった。セルジュは「援軍だ！」と叫んだ。これで星の鎖は勢いづいた。セルジュも従士たちと合流して前進した。

「アラベラ……！」という声が聞こえた。ヨナハンの声だ。

　近い。どこだ。

　あそこか。左前方。いた。ヨナハンらしき騎士は騎乗していない。丸っこい大きな生き物に盾の一撃を食らわせ、蹴け飛とばして、その後ろにいた女に斬りつけた――いや、女の剣を打ち払った。たぶん、狙ねらってそうしたのだ。斬り伏せるつもりはなかったはずだ。

「退ひけ、アラベラ！　私には君を斬きることはできない！　君に死んでほしくない！　どんな形でもいいから、生きていてくれ、アラベラ……！」

　あいつは馬ば鹿かだ。本当に馬鹿だ。セルジュは従士たちの制止を振り切ってヨナハンめがけて走った。後ろから火が近づいてくる。ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェ……！　また咆ほう吼こうだ。あの丸っこい生き物か。魔王らしい丸っこい生き物はヨナハンに体当たりした。ヨナハンは転んだ。セルジュは丸っこい生き物にはかまわず、女に突進した。突き倒して、その胸に剣先を突きつけた。

「アラベラ・リデル……！　戦えもしないくせに、魔女気どりで戦場に出てくるんじゃない！　去れ！　そして、二度と姿を見せるな！　さもなければ殺ころす！　今、ここで！」

「いいわ！　殺しなさい、セルジュ・フレンドール！」

「この分からず屋！」

　セルジュは盾を捨て、アラベラ・リデルを無理やり起きあがらせた。

「殺すつもりなら、とっくに殺してる！　ヨナハンの言葉を聞かなかったのか！　あいつに免じて、見逃してやると言ってるんだ……！」

「……セルジュ、あなた――ヨナハンを……？」

「行け！」

　セルジュはアラベラ・リデルを突き飛ばした。

　身をひるがえしたアラベラ・リデルを、丸っこい生き物が追いかけてゆく。

　ヨナハンが駆けよってきて、セルジュに不意打ちを食らわそうとしていたブードを斬きり倒たおした。

「セルジュ……！　すまない……！」

「謝るな、馬鹿……！」

　セルジュはヨナハンと背中合わせになって、束つかの間ま、息をついた。ヨナハンはまだアラベラ・リデルを愛しているのだ。わかっている。そういう男だ。

「ここが踏ん張りどころだな。ここでドラコの隊を叩たたきのめせば……！」

「まさしくそのとおりだ！」ヨナハンはわざとらしい快活な声で応じた。「見ろ！　あれはおそらくシャルロー入りしていた朱の槍やりだ！　彼らがきたということは、作戦は首尾よく進んでいるということだろう！」

「ああ」

　セルジュはうなずいて南の方向に目をやった。火の群れは左右に分かれようとしている。混戦模様のこの一帯を迂う回かいして、森に突撃しようとしているのか。ただ、一部は直進してくるようだ。もう突っこんできた。

　しかし、何か変だ。あの直進してくる部隊。乱れている。隊列がめちゃくちゃだ。まるで――先頭の一騎を、その後ろの複数騎が懸命に追いかけているかのようだ。

　直進部隊がぐんぐん迫ってくる。あれは全力疾走だ。ぶつかったらただではすまない。敵も味方も皆、競いあうようにして道を譲った。

　セルジュは兜かぶとの面めん頬ぽおを上げた。何だ？　先頭の騎馬。違う。

「騎士じゃない……!?」

「あれは――ガウルだ……！」

　ヨナハンが先頭の騎馬の前に飛びだした。その直後だった。かなり前のめりになって疾走していたし、きっと馬が限界だったのだろう。馬がつんのめって、鞍あん上じようからガウルとおぼしき面をつけた小柄な男が跳びあがった。ヨナハンはガウルの着地点めがけて駆けてゆき、盾を斜め上に向けた。ガウルはヨナハンの盾に着地した。その瞬間、ヨナハンは盾をずらして、剣を突きだした。ガウルは大きく体勢を崩しながらも、身をよじって剣をかわした。いや。かわしきれなかった。ヨナハンの剣はガウルの面をとらえた。

　面が割れて、落ちた。



　　　



　ディアナ。あの男。シレーンの特徴が色濃く出ている橙だいだい色いろの髪をした背の高いあの男がそう呼んでいた。ディアナ。金色の瞳ひとみと輝く褐かつ色しよくの肌はだを持つあの女は――間違いない。

　魔王だ。

　ドラコは動揺を隠すことはできても、消し去ることはできないでいる。なぜ人間たちの陣営に魔王が。あの男が召喚したというのか。魔王と血の契約を結んだのか。かつて大魔術師ルルケが編みだし、その高こう弟ていの一人“〝慈じ悲ひ深き者”〟マテウが東方に伝えて、現代まで細々と受け継がれてきた古いにしえの魔術を、どうしてサイオン側の人間が。

　しかも、ディアナは並大抵ではない。並外れて速く、力が強くて、疲れ知らずなだけだが、素手でいとも簡単に、虫でも潰つぶすように、歴戦の勇士であるベンハートを叩たたき殺ころしてしまった。あまりにも単純明快な強さなだけに、穴がないのだ。

　それだけではない。橙色髪の男も鷹たかの目持ちで、すぐれた戦士だ。もちろん、グルブブが負けるとは思わないが、ディアナがいる。少し前に魔王キジタカを連れた魔女ヨモジが駆けつけてきて、今はグルブブとキジタカ、ディアナと橙色髪の男、二対二の恰かつ好こうになっているが、互角の勝負とは言えない。橙色髪の男とディアナの息があっているわけではないのだ。ディアナは橙色髪の男をまったく気にしていないように見える。舞踏めいた動きで奔放に、手当たり次第に殺さつ戮りくしながら、ついでにグルブブとキジタカを相手にしているといったかんじだ。それでいて、一歩も譲らない。橙色髪の男は、派手に暴れまくって猛もう威いをふるうディアナを利用しているのだ。決してグルブブやキジタカに正面から立ち向かおうとせず、ドラコやヨモジを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。それがわかっているから、グルブブやキジタカは自由に動くことができない。ドラコの直属隊が魔王たちに代わってドラコとヨモジを守ろうとしているが、あの男は鷹たかの目を持っている。しかも、レーレ・イジュールと同じような、異常発達した鷹の目だ。戦闘能力の高い魔王でもなければ、とても防ぎきれない。

「ルカオン！　下がりなさい！　その傷では……！」

　隻せき眼がんフォデアの頭目ルカオンはあの男に深ふか傷でを負わされても、まだドラコのために戦おうとしている。忍び猫ヤーズのジュディーも右の前ぜん肢しを怪け我がしていて、動きが鈍い。

「ま、ま、ま、またきちゃいましたわ、ドラコさま……！」ヨモジの声が裏返った。

　橙だいだい色いろ髪の男がグルブブやキジタカの目を盗んで、ドラコの直属隊の只ただ中なかに飛びこんできたのだ。ドラコは剣を構えたが、あの男を討てる気がしない。くる。速い。いや、速さだけではない。あの男には見えているのだ。すべての生き物の動きをすっかり把握して、どこをどう進めばいいかわかっている。だめだ。肉にく薄はくされる。ドラコはヨモジを背中に庇かばって前に出ようとした。そのさらに前へ飛びだしたものがいた。森の狼おおかみクオードの大頭フリードだ。フリードはドラコと橙色髪の男の間に割って入ってきた。男はそれも見越していたように身をかわして、すれ違いざまにフリードの頭を重そうな剣でぶん殴った。恐ろしい音がした。だが、さしもの鷹の目持ちも予想できなかったようだ。フリードは捨て身で敵を止めようとしたのでも、刺し違えようとしたのでもなかった。

　自分の身を犠牲にして、牽けん制せいしたのだ。フリードの真後ろからルカオンが飛びだして、橙色髪の男に躍りかかった。今度は男もかわせなかった。ルカオンは男の左手首に噛かみついて身体からだをねじろうとした。その前に、男はルカオンの脳天に細長い武器を叩たたきこんだ。ルカオンはそれでも離れなかった。ジュディーが男に飛びかかったが、重そうな剣で頸くびを打たれて地面に倒れこんだ。男は舌打ちをして、左手首からルカオンを引きはがしながら後退した。フリードは立ちあがろうとして崩れ落ちた。ルカオンはぐったりしている。ヨモジが悲鳴をあげてジュディーに駆けよろうとした。ドラコは叫んだ。

「ヨモジ！」

「――はい……！」ヨモジはぴたっと止まって振り返った。

　ドラコは唇を噛みしめて戦場を見まわした。戦況は悪化する一方だ。周囲の反対を押しきって、ドラコ自らしんがりを務めた判断は正しかったのか。そもそも、ルチアの発案で進めたこの作戦には問題があったのではないか。情報提供者の中にハイジロが名を連ねていた。どうやらルチアは、かなり前からハイジロと繋つながっていたらしい。信用ならないあの男と。しかし、シャルローに潜入して開門する決死隊を、ルチア自身が率いると申し出た。それだけこの作戦にかける気持ちが強かったということだろう。ルチアとはそりがあわなかったが、なんとしてもこの戦いに勝利して、皆のために理想を実現しようという点では一致していた。ルチアの信念をドラコは信じていた。ただ、猟犬ガウルを用いた一連の作戦で大きな成果をあげたルチアの意見を退けづらい状況になっていたことも事実だ。ルチア派は力を増していた。拒めば、彼らが反発して、魔女の軍団は割れるだろう。ルチアの意を汲くみながらも、作戦全体はあくまでドラコが主導し、見事に成功させる。ルチアの顔を立てつつも、ドラコの体面も保たなければならない。一番手と二番手がいるのは悪いことではないのだ。一番手に何かあれば、二番手が即座に引き継ぐことができる。

　二番手はいない。ルチアはもう死んだだろう。一番手の自分はどうか。

　ベンハート。ルカオン。フリード。ジュディー。大勢の友たち。ああ――

　もっとクダラキに相談したかった。ルチアとの関係、ハイジロのことや、戦略全般。先のこと。自分がこの戦いを終わらせることができなければ、次の世代に引き継がなければならない。自分自身のための戦いではないのだから、その可能性は常に考慮に入れておかねばならないのだ。希望の灯は絶対に消してはいけない。たとえどんなに小さく弱くなっても、絶やすことだけはあってはならない。

　ドラコはたぶん、焦っていたのだろう。早く、一刻も早く、せめて道筋を立てたかったのだ。このまま進んでゆけば大丈夫だと思えるような道を。確信がなかった。不安で不安で仕方なかった。だが、誰だれにも頼ることができなかった。人望が厚く、貴重な調整役だった魔女オコナは逝き、ドラコにとって唯一、助言を仰ぐことのできる存在だったクダラキは、ここ数年ほとんど目覚めることもなく、静かに旅立った。

　ドラコは失敗したのだ。認めるしかない。

　魔女の軍団を一身に背負うには、ドラコは未熟すぎた。成熟するまで耐えて待つ辛抱強さと勇気がなかった。愚かだった。

「ヨモジ。あなたは脱出なさい。必ず生き抜くのです。今日から十年が経たつまでは、決して自衛以外の目的で戦ってはなりません。その後も、あなたが是が非でも必要だと思ったときだけ戦いなさい」

「ど、ど、ドラコさま……何を――い、いきなり何をおっしゃいまするか……!?」

　ドラコは思わず吹きだしてしまいそうになった。こんな子まで戦いに巻きこんでしまったのだ。でも、魔女になってしまったからには、人間の社会に戻ることはできないだろう。ドラコはヨモジを抱きよせた。

「いいですか、ヨモジ。復ふく讐しゆうのために血を求めてはなりませんよ。血を流すための戦いは破壊しか生みません。あなたは聡さとく、心やさしくて、勇敢な子です。可能ならば、友たちとともに新しい道を探して歩んでください。古き時代にとらわれてはなりませんよ。皆があなたのように明るく笑って暮らせる世界をつくるのです。皆の力を借り、皆で手を携えて。ヨモジ。あなたになら、きっとそれができます」

「……そんな――そんな、ヨモジは、そんなこと……」

「信じなさい。自分自身を。友たちを。そして、未来を。可能性を」

「未来……」

「そうです。さあ、ヨモジ。キジタカを呼びます。二人で脱出なさい」

「でも！　でも……そんな……ヨモジは……！」ヨモジは激しく身をよじった。

「これはわたくしからの最後の命令です。従いなさい」ドラコは一度ぎゅっと抱きしめてから、ヨモジを突き放した。「――キジタカ！　こちらへ……！」

　キジタカはすぐに駆けつけてきた。寡か黙もくだが、察しのいい魔王だ。キジタカはドラコが命じるまでもなく、有無を言わせずヨモジを担ぎあげた。

「ヨモジを頼みますよ」

「承知」

「ドラコさま……！」

「お行きなさい！」

　キジタカは風のように駆けていった。ヨモジはずっとドラコを凝視していた。やがて見えなくなった。

　ドラコは深呼吸をし、あえて微笑ほほえんだ。一人になったグルブブは苦戦しているはずだ。

「友たちよ！　明日のために、皆の命をわたくしにください……！」

　応こたえる声があった。雄お叫たけびがあがった。こんなやり方しかできない。友らに命を費やさせて戦うことしか。

　自分は道を誤ったのだろう。先達がたどってきた道をそのまま進んで、ここに至ったのだというのは単なる言い訳だ。積み重なる死に疑問を抱いていなかったわけではない。改める機会はおそらくあった。そうしなかったのだ。

「わたくしにつづきなさい、友たちよ……！」

　ドラコが進めば、友たちは先を争って前方の敵に襲いかかっていった。また橙だいだい色いろ髪の男が迫ってきたが、ドラコはかまわず足を速めた。グルブブは両手に黒い岩で出来た剣を一本ずつ持って、ディアナと渡りあっていた。いや。ほとんど翻ほん弄ろうされているのか。グルブブの黒剣は、その刃から放たれる衝撃波は、ディアナにかすりもしない。ドラコはあえてグルブブの前に躍りでて、ディアナに向かっていった。グルブブが「馬ば鹿か、よせ！」と叫んだ。そのときにはもう、ドラコの前に血だるまのディアナがいた。金色の瞳ひとみがあやしく輝いて、ドラコの腹が弾はじけるような音を立てた。ドラコはディアナの首の側面に剣を叩たたきつけたが、互いの距離が近すぎて力が入らなかった。

「ドラコォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ……！」

　グルブブがすさまじい勢いで飛んできて、ディアナが下がった。身体からだからディアナの腕が抜ける感覚はおぞましかった。ドラコはグルブブに抱きとめられた。立っていられなかったのだ。腹にあけられた穴から、血液と一緒に生命が流れだしているかのようだ。グルブブはその穴に手をあててふさごうとしている。無理だ。



    

  









    
      「ドラコ……ドラコ！　馬ば鹿か、おまえ、何のつもりだ！　おまえ……」

「ごめんなさい」

　ドラコはグルブブの両りよう頬ほおを手で挟んだ。

　もう目が霞かすんでいる。

「……わたくしの、戦いは……何だったのかしら……」

「そんなもの――」

　グルブブも悟ったようだ。魔女ドラコは息絶えようとしている。本当は、こうして最後に言葉を交わす時間が与えられるとも考えていなかった。これは僥ぎよう倖こうだ。グルブブはドラコを胸に抱いた。

「おまえの戦いは、オレの戦いだ」

「……そう……ですわね……」

　愛していますわ、グルブブ。

　何よりも伝えたかったことは声にならなかった。ドラコは目を閉じた。魔女は魔王の弱点だ。これでグルブブはあらんかぎりの力を躊ちゆう躇ちよせずに発揮できるだろう。結果はどうあれ、彼女と彼の戦いを、彼が終わらせてくれるはずだ。

　穏やかな世界で、神でも魔王でもない彼とたわむれる夢を一瞬だけ見て、彼女は大いなる流れの中に還かえった。



　　　



　馬は必要以上に前傾になっていて、汗まみれで湯気が立っていた。抑えようとしても言うことを聞いてくれず、いつぶっ倒れてもおかしくなかった。馬上のレーレも余裕があったわけじゃない。騎士隊に追われているのだ。背後をとられて思うように引き離せないと、気が気でない。右にも左にも行けず、そのうち魔女討伐隊の中に突っこむ形になって、レーレも、おそらく馬も慌てた。そうはいっても直進するしかない。魔女討伐隊の従士と従士の間を駆け抜けて、ついに馬がつんのめった。レーレは半ば予期していたので、鞍あん上じようから跳躍した。向かってくる一人の騎士の姿も見えていた。着地点に入ってくる。右目を見開くと、何もかもがゆるやかになった。

　盾に着地した瞬間、左目が疼うずいて、時間の流れがどっと押しよせてきた。盾がずれて、体勢が崩れた。くる。攻めてくる。レーレは身体からだをねじった。騎士が突きだしてきた剣が面に当たった。面は割れながら飛んだ。レーレはほとんどうつぶせに近い状態で地面に落ちた。すぐに起きあがって右手で魔王殺しを、左手で鈍どん剣けんを抜いた。

　妙だ。

　なんであの騎士は身構えているだけなのか。

「……やはり――」

　聞き覚えのある声だった。

「本当に……レーレなのか……！」

　痛いな。左目が。ものすごく痛い。

　レーレは痛みをこらえながら右目で騎士を観察した。聖騎士の鎧よろい。胸には鎖。手にした剣の柄つかにも鎖。盾の意匠も星の鎖のものだ。長身で、逞たくましい身体からだつきをしていることは、鎧の上からでも見てとれる。兜かぶとを被かぶっているので、顔はわからない。でも、あいつなんだろうな。ありえないことじゃない。というよりも、ぜんぜん不思議じゃない。

「なぜ……なぜ寝返った!?　レーレ！　どうしてだ……!?」

　レーレは口を動かして声を出そうとした。だめだ。おお。おおお。そんな音しか出すことができない。もし喋しやべることができたとしても、何を話せばいいのか。ヨナハン・クロムスティードに、こんなときに、ここで、こんな場所で、事情を説明するなんて、どのみちできっこない。

　朱の槍やりの騎馬数騎がレーレとヨナハンを取り囲んだ。そのうちの一騎が馬上から槍を繰りだしてきたので、レーレはとっさに鈍どん剣けんで打ち払った。ヨナハンじゃない、女の声が聞こえた。よせ、とか何とか。でも、朱の槍の騎馬は止まらなかった。馬を煽あおって四方からレーレに迫ってきた。何本もの槍がレーレを串くし刺ざしにしようとした。レーレはいつの間にか左目の痛みに耐えつつ右目を見開いていた。遅い。どれもこれも遅い。あれをこうやってかわして、これをこうして避け、それから――そんなことをいちいち考える必要はなかった。レーレの身体は勝手に動いた。槍を回避し、馬に跳び乗って、騎士を叩たたき落おとし、また次の馬めがけて飛び、騎士を突き殺ころして、頸くびを蹴けって馬を暴れさせ、別の馬に衝突させて、馬上の騎士を落馬させ、鈍剣で撲殺して、槍を脇わきに挟んで止め、身体をひねって馬から騎士を引きずり下ろし、魔王殺しの一突きでとどめを刺した。騎馬が少なくなったところで、星の鎖の従士たちも動きだした。左目の痛みはいや増しに増して全身に行き渡っていた。右目もつらかった。レーレは一人の従士の胸に魔王殺しを突き刺したあと、目をつぶった。頭の中心で何かがカッチリとはまった。薄目を開けると、違う世界が広がっていた。大地は黒と白の濃淡。空気は青と緑の濃淡。赤と黄の濃淡が生き物だ。自分自身も一個の赤と黄の変動体でしかない。その赤と黄の変動体に、たくさんの赤と黄の変動体が群がってくる。だけど、遅い。ぜんぶ遅い。あたりまえだ。世界の流れは決して速くない。ゆるやかだ。それがわからないだけだ。おれにはわかる。今のおれには。

　消してしまおう。だって、おまえたちはおれを消そうとしてるんだろう。おれは消えない。まだ消えるわけにはいかないんだ。

　それは簡単な作業だ。何も難しいことはない。

　軽くふれただけで、それは薄れはじめる。やがて消えるだろう。

　いや、消えたりしない。完全には。赤と黄はゆっくりと拡散して、黒と白に、青と緑に吸いこまれてゆくだけだ。

　すべては変わりつづける。

　消え去るわけじゃない。

　変化でしかない。

　レーレは目をつぶって、開けた。

　遠くで、近くで、炎が踊っている。

　朱の槍やりの騎士隊が掲かかげている松明たいまつだろう。

　半ゲイン（約10ｍ）くらい離れた場所に、背の高い騎士が突っ立っている。その傍かたわらには小柄な騎士が寄り添って、震えているのだろうか。

「こんな……こんなことが……レーレ……何が、おまえを……」

　セルジュ・フレンドールは首を左右に振って、兜かぶとを脱ぎ捨てた。

「あたしのせいだ……！　あたしのせいで、おまえは……！」

　泣いているのか。

　セルジュは泣いている。

　なんで、泣いてるのかな。

　わからないな。

「レーレ……」

　ヨナハンは盾を捨て、剣を両手持ちした。

「君は……私の友だ。私はそう思っている。それゆえに、私は……この手で、君を止めねばならない……！」

　止める。

　おれを、止める？

　見まわすと、あたり一面、死し骸がいだらけで、足の踏み場もなかった。

　ああ――

　そうか。

　おれがやったんだ。

「レーレ、君はもはや……人の形をした魔王だ……！」

　ヨナハンの横で、セルジュも泣きじゃくりながら剣を構えた。

「……あたしたちの役目なんだな。きっと……おまえもおまえ自身を止められない。そうなんだろう……？」

　おれは、おれを、止められない。

　違う。

　おれは、止まるわけにはいかないんだ。今は、まだ。

「何とか言ったらどうだ……！」セルジュは絶叫した。「なんで……！　どうして何も言わないんだ、レーレ！　黙っていたら、わからないじゃないか……！　それとも……もう、人の心も失ってしまったのか……!?」

　おお。おおお。

　やっぱり唸うなり声ごえしか出てこなかった。

「レーレ……！」ヨナハンが先に駆けだした。「これが最後の勝負だ……！」

　戦績は、これまで十四回勝負して、レーレの全勝。馬ば鹿かだな。十五敗目だ。

　セルジュもヨナハンの後ろからくる。

　レーレは右目を見開いた。左目がたまらないほど疼うずく。だからどうした。知ったことか。おれは行かなきゃいけないんだ。

　遅い。遅いんだよ。遅すぎる。

　レーレはヨナハンの剣を鈍どん剣けんで弾はじこうとした。力の強いヨナハンの剣はずれただけで、そのまま斬きりつけてきた。でも、ずれた分、当たらない。踏みこんで、魔王殺しをヨナハンの顎あごの下めがけて突き刺そうとしたら、セルジュの姿が視界に入った。思ったより近い。ヨナハンのすぐ後ろだ。セルジュはそこから剣で突いてきた。視線はレーレから少し外れている。それなのに、剣先はレーレに向かってきた。勘か。山を張ったのか。レーレはやむをえずもう一歩前に出て、ヨナハンの脇わきを抜け、セルジュの真横まできた。

　鈍剣をセルジュの後頭部に叩たたきこもうとしたら、手元が狂って背中に当たった。

　おかしいな。

　でも、セルジュは後ろから突き倒される恰かつ好こうになって、前のヨナハンにぶつかった。セルジュに巻きこまれて、ヨナハンも転びそうになった。

　レーレは魔王殺しでセルジュを、鈍剣でヨナハンを仕留めようとした。

　たやすい仕事だ。

　呼吸をするように、おれは命を奪える。

　そのはずだ。

　だけど、どうしてだろう。

　手に力が入らないよ。膝ひざにも。腰にも。

　なんでかな。

「――同じこと、繰り返すの？」と耳みみ許もとで誰だれかが囁ささやいた。

　誰か。いや。わかるよ。この声。

「サリを殺ころしたみたいに、殺すの？」

　そうだよ。殺すんだよ。

　だって、サリ。

　見てくれよ。

　おれ、こんなに殺ころしたんだよ。死体ばっかりだよ。ぜんぶおれが殺したんだよ。おれには殺せるんだよ。平気で殺せるんだ。サリのことだって殺しただろう。ヨナハンも、セルジュも、おれは殺すんだよ。殺せてしまうんだよ。

「平気じゃないでしょ？」

　――でも、おれは殺してきたんだ。

「もうやめなよ、レーレ」

　ここでやめたって、許されない。

「だから、殺すの？」

　それは……。

「友だちを、殺すの？」

　――おれには、友だちなんて……。

「サリみたいな亡もう者じやにするつもり？　見て、レーレ」

　サリはレーレの背中にのしかかっている。重みを感じる。レーレの右肩の上から顔を出して、こっちを向け、とサリは言っている。

　レーレは従った。右目でも見えた。サリは腐っていた。ぐずぐずに腐って、生きていたころの面影はこれっぽっちもなかった。

「同じことを、繰り返すの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　レーレは目をつぶって駆けだした。すぐ右目を開けて、前を、前だけを見すえ、足を、足を懸命に動かした。

「――レーレ、なぜ……!?」「待て、待ってくれ、レーレ……！」

　ヨナハンとセルジュの声が背中を叩たたいて、痛いほどだった。

　どこかで魔王が吼ほえた。

「ドラコォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ……！」

　それから間もなくだった。

　地面が激しく揺れて、あちこちで弾はじけ、裂けた。

　魔女討伐隊も、魔女の軍団も、紙切れみたいに吹き飛ばされ、巻きあげられ、宙に舞って、飛散し、そのへんにばらまかれた。

　レーレは前だけを見ていた。

　揺れ、崩れて、乱れる地面を、走るというより飛び跳ねて進んだ。

　世界は夜の闇やみに包まれていた。

　もう火は遠いのだ。

　レーレは手の甲で顔をぬぐった。

　ぬぐいながら、駆けた。

　すでに地面は平へい坦たんだった。

　裸の耕地を走った。

　防風林を突っ切った。

　また耕地を走った。

　やがてレーレの右目も濃い闇に慣れた。

　緩やかな上り勾こう配ばいだった。

　北だな、と思った。

　ちゃんと北に向かっている。

　行く手に小高い丘陵がある。

　あの丘陵の向こうだ。１モーデン（約８km）も行けば、ダンターヌの谷だ。

　レーレは丘の斜面を駆け登った。

　途中で魔王殺しと鈍どん剣けんを握っている両手に力がこもった。

　何だろうな。

　この気配。

　絡みついてくるような、染みこんでくるような、粘っこい、いやらしい気配。

　信じられないほど執念深い。

　闇。

　あの闇の中にいる。

　丘の上だ。

　あの森の中の闇やみに、何者かがひそんでいる。

　斜面を登りきったところで、足を止めた。

　荒い、荒い息を整えながら、右を見た。左を見た瞬間、右方向に何かを感じた。

　右を向くと、至近距離にあの男がいた。

　恐ろしく深い闇の衣ころもで全身を覆おおい、顔だけ出している。そんなふうに見えた。

　こんなにも暗いのに、眼鏡をかけた男の白い顔は、くっきりと浮きあがっている。

「やあ、レーレくん」

　男は笑みを浮かべた。

「お疲れさまです」

　何を言っているんだ。この男は、いったい何を。

「ああ、そうか。喋しやべれなくなってしまったんでしたっけね。父親から古き妙たえなる血を受け継ぎ、人間に許された領域を超えているかもしれない力を授けられていても、所しよ詮せん、心弱い生身の人間でしかないというわけだ。哀れなことです」

　ハイジロは、は、は、は、と軽やかに笑った。

「ですが、十分ですよ。十分すぎます」

　何が……？

「きみは役に立ってくれましたからね。僕の予言どおりだったでしょう。きみはいい魔女狩りになって、たくさんの魔女と魔王を殺ころした。そして、ルチアに利用される立場になってからも、教会や魔女討伐隊の有力者を大勢始末してくれました。きみの働きは必ひつ須すではありませんでしたが、有効だったことは間違いありません」

「……おお」と耳みみ許もとで声がした。くぐもった声だった。「この男は……」

「僕はかつて、きみの父上を手て駒ごまにしようと企たくらんだこともあるのですがね。モーラン・アレルカルド。残念ながら、彼は僕に籠ろう絡らくされませんでした。頑固な人でしたからね。しょうがないので、僕は彼に教えてあげたのですよ。名も無き荒野の果てにある理想郷について。そこではありとあらゆる種族が手をとりあい、争うことなく心穏やかに暮らしている。彼は理想郷を目指して旅立ちましたが、途中で力つきました。もちろん、理想郷なんてどこにもありませんよ」

「エルナンド・ネーブ……？」この声はブランドロウか。「――いや……」

「言っておきますが、きみを見つけたのは偶然です。ただ、一目見た瞬間に確信しましたよ。何しろ、きみは父上に生き写しといっても過言ではありません。顔立ちはちょっと違いますが、その髪、目。そして、異常発達した鷹たかの目の力。レーレ・アレルカルドくん。僕は心の底から思っているんです。きみに出会えてよかった。きみが僕に忠誠を誓うのなら、その力を有意義に使ってあげますが、それは無理だ。そうでしょう？」

「何者なのだ……この男……」カルヴァンが呻うめいた。

「やだ……なんか、怖い……レーレ、気をつけて……」サリは怯おびえているようだ。

「ご覧なさい、レーレくん」

　男は南のほうへ顔を向けた。

　つられてレーレもそっちを見た。何だろう。

　あちこちに小さな炎もちらばっているが、色の違う二種類の光が弾はじけたり、散ったりしている。

「あれはね。魔王グルブブと魔王ディアナが、お互いの存在をかけてぶつかりあっているんです。美しいでしょう。何しろ、ルルケの第二高こう弟ていザイアナの伴はん侶りよだった魔王グルブブは、辺境地域ではすべての恵みの源であるとされ、広く篤あつく信仰されていた地神クルフでした。もっとも、ディアナだって負けてはいませんよ。彼女の正体は、大魔術師ルルケと雷らい霆てい神ウドラに敗れ、これに従い、最後には魔王に貶おとしめられた、ハーランドの豊ほう饒じようと収穫の女神アガテです。いや、それにしてもすごいな。神ならぬ魔王があそこまで。ですが、どうやら拮きつ抗こうしているようですね。あれではそのうち共倒れしてしまう。僕にとっては悪くない結果ですが」

「不ふ遜そんな……！」豆粒大の聖職者たちが叫んだ。「神をも恐れぬ不ふ埒らち者もの！」「不届き千万だ！」「ああ、主しゆよ！」「けしからぬ！」「けしからぬ！」「けしからぬぞ……！」

　男は声を立てずに嗤わらった。

「人も、魔女も、力を持つに値せぬ者どもです。潰つぶしあうがいい。そして、嘆くがいい。悔いるがいい。憤るがいい。打ちひしがれるがいい。己おのが愚かさを思い知るがいい。無数の死し屍しを積みあげても何一つ生みだせぬ無力を悟るがいい。すべての魔王は戦場で倒れるがいいのです。真ま金がねの秘ひ玉ぎよくはこの僕がすべていただくとしましょう。ルルケの秘法を体得した僕が、魔王たちを従え、その力を用いて世界を支配し、あまねく種族と森と石の街に新たなる秩序を与えよう。新たなる世界に、アルド・サイオンは不要だ。信仰が弱まれば、神の力は衰える。神は僕一人でいい」

　レーレにはよくわからない。男がいったい何を言っているのか。何をしようとしているのか。はっきりとは。

　でも、この男だ。

　ハイジロ。

　――いや。

　違う。

「僕は魔術師アレクと魔女エンデの子」

　男は重々しく名乗った。

「我が名はロエル・アレクェンデ・ル・オウラ。新しき神になる者なり」

　ロエル。この男だ。

　こんなやつのために、おれは。誰だれも彼もが信じていたのに。みんながそれぞれ抱えていたのに。敵も、味方も、それ以外も、間違っていたのかもしれないし、正しかったのかもしれない。そんなことはわからない。罪はそこらじゅうで重ねられたし、この手で犯した罪も数知れない。命を奪って、奪われて。傷つけて、傷つけられ。戦う必要なんてあったのか。なかったのかもしれない。あったとしても、途中で手を引くことだってできたかもしれない。顔をあわせて話しあうことはできなかったのか。できたかもしれない。話しても無駄だったかもしれない。こんなに殺ころしてしまったら、憎しみだけが膨れあがって、まっすぐ突き進むしかない。そうして、ぶつかりあうしかない。そんなものかもしれない。どうしようもなかった。こうなるしかなかった。そうかもしれない。

　でも、魔女たちは信じていた。魔女の友たちも明日をつかむために進んでいた。彼らは未来のために静かな森を必要としていた。人間たちだってそうだ。大事なものを守り、育てて、明日に繋つなげるために、森を切り開いてきた。そうして築かれた、小さくても美しい村がたくさんある。

「おまえのためじゃない」

　声が、出た。かなりしわがれていたが、自分の声だった。

　ロエルが目を瞠みはった。「ほう……」

「ロエル・アレクェンデ・ル・オウラ」

　レーレは一度、右目をつぶった。

「――おまえが神になるためなんかじゃない……！」

　頭の中心で何かがカッチリとはまった。

　薄目を開けると、ロエルの頭部は赤とも黄とも青とも緑ともつかない、強いて言えば紫に近い、不気味な色の濃淡だった。ロエルを包んでいるものは、闇やみだ。ただの闇。漆黒だ。それが何なのかは判然としないが、間違いなくそこにあるということはわかる。ロエルは闇を身にまとっているのだ。

「おやおや、レーレくん。やる気ですか。無駄なことを」

　ロエルは低く笑った。

　後退してゆく。

　滑るように。

　何かに引かれるように。闇か。

　闇に引っぱられているのか。

「まあ、いいでしょう。どのみち、きみは用済みです。あの戦場で死んでくれるのが一番面倒が少なくてよかったんですが、取扱注意の猛獣を野放しにしておくわけにもいかないですからね。こうなったからには手ずから処分してあげますよ」

　ためらいは微み塵じんもなかった。レーレは時間と空間の泥でい濘ねいを泳ぐようにしてロエルに向かっていった。

「リリヤ」とロエルが何者かの名を呼んだ。

　ロエルを包んでいた闇やみが剥がれた。

　それだけじゃない。その闇はレーレの前に立ちふさがった。あっという間だった。

　レーレの視界は闇に塗りつぶされた。

　何も見えない。

　笑い声が聞こえる。ひそやかな、女の笑い声が。

　それ以外には何も聞こえない。

　息ができない。

　身体からだが動かない。

　まるで自分自身が闇そのものと化したかのようだ。

「違うぞ、レーレ」ギューヌ・カルヴァンの声がした。

「貴様が闇だと？　馬ば鹿かもたいがいにするのだな」ブランドロウか。

「闇にとりこまれれば、私と同じ末路をたどるぞ、我が息子よ」

「あんたはここにいるでしょ」

　そうだ。違う。違う。おれは違う。闇なんかじゃない。

　知らずに目をつぶっていたようだ。

　目を開けると、鼻先にぼんやりした女の顔があった。女は唇をゆがめて笑っていた。

「どけ……！」と叫んだつもりだが、声になったかどうか。

　不意に視界が開けた。

　眼鏡。

　ロエルだ。

「愚劣な小僧め。神にならんとする者に、指一本でもふれられると思いましたか？」

「黙れ」

　何だ？　どうなっている？　声は出せる。目の前にロエルがいる。レーレの前に立って、少し腰を屈かがめているのだ。見える。ちゃんとわかる。でも、身体は動かない。そうか。闇だ。闇にとらえられている。さっきまでのロエルと逆だ。全身が闇にすっぽり覆おおわれて、顔だけ出ているのだ。

「身の程知らずの小こ童わつぱには、お仕置きが必要ですね」

　ロエルは腰から細身の剣を抜いた。

「僕は長生きをしているせいか、あるいは年とし甲が斐いもなくと言うべきか、お遊びがけっこう好きなんですよ」

　細身の剣は闇を貫いてレーレの身体に突き刺さった。

　左肩だ。レーレは呻うめき声ごえをもらしそうになって、我慢した。

「こんなくだらないことをするのも、今日が最後だ」

　ロエルは剣をいったん引き抜いて、また刺した。こらえようとしたが、小さな声が出てしまった。どこだろう。よくわからない。腹か。気が遠くなりそうだ。

「明日からは忙しいですからね」

　抜かれて、またぞろ刺された。今度は脚あしか。右みぎ脚あしの、腿ももだ。ロエルは楽しげに笑って、ねじりながら剣を抜いた。レーレは唇を噛かみしめて耐えた。どうして耐えているのか。わからない。何もわからない。ロエルは剣をぐっと引いて、その切っ先をレーレの右目に向けた。

「そろそろ終わりかな？」

　なんで耐えているのか。耐えないといけないのか。

　ここで終わるわけにはゆかないからだ。

　行かなきゃいけないところがある。

　帰らないと。

　でも、動かないんだ。身体からだが動かない。これじゃあ何もできない。できないのか。どうしようもないっていうのか。どうか。誰だれでも、何でもいい。動けるようにしてほしい。少しでいいから。何でも差しだすから。この身も、魂たましいも、ぜんぶ。何もかも。

「さようなら、レーレくん」

　ロエルは剣をさらにほんの少しだけ引いた。

　レーレは歯を食いしばって全身に力をこめた。「ぐうううううううううう……！」

　ロエルは目を細めた。「な……」

「ぬうううううううううううううああああああああああああああああああああ……！」

　ああ。動く。動くぞ。身体が。闇やみがゆるんでいる。闇の女が戸惑っている。声が。声が。たくさんの声が聞こえる。何かが蠢うごめいている。レーレのすぐそばで。もしくは、レーレの中で。暴れだそうとしている。もう暴れている。黒い。どす黒い。重い。それは、それらは、レーレの中をめちゃくちゃにする。身体の外側も内側も削って、引き裂いて、ぐちゃぐちゃにする。レーレはもうはちきれそうだ。押おし潰つぶされてしまいそうでもある。闇はどんどんゆるんでゆく。ああ――もうすぐだ。もう少しで、抜ける。

　抜けた途端、レーレを包んでいた闇が広がった。それはロエルを守ろうとしたのかもしれない。レーレの右目は――鷹たかの目は、だが、しっかりとらえていた。

　真ま金がねの秘ひ玉ぎよく。金こん剛ごう殻かくに包まれた心しん玉ぎよくの位置が、金剛殻の隙すき間まが、魔王の急所が、ただ一つの致命的な弱点が、はっきりと見えた。

　レーレはそれを右手の魔王殺しで貫いた。女の悲鳴が夜の森に響きわたった。闇は見る間に黒い髪をした女の姿となって地面に倒れ、崩壊しはじめた。

　倒れ伏した魔王の向こうで、ロエルは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

「……ば――馬ば鹿かな……生きながら、暗黒騎士に……？　古きシレーンの血は、そんな力までも秘めていたというのか……？」

　レーレはロエルに襲いかかった。組みついて、押し倒したときに、ロエルが苦しまぎれに突きだした剣がどこかに刺さった。刺さったことはわかったが、痛くも痒かゆくもなかった。レーレは魔王殺しの柄つか頭がしらでロエルの額を殴りつけた。ロエルは「ぐげ」とおかしな声をもらした。レーレは何度も、何度も、同じ場所に、魔王殺しの柄頭を振りおろした。そのうちロエルは声を出さなくなって、ぴくりともしなくなった。額が砕け、陥没している。レーレはその中に指を突っこんで、中身を掻かきだした。繰り返し、繰り返し、同じことをしていると、指にふれるようなかたまりがなくなった。これで大丈夫だと思った。

「これで……終わりだ……ロエル・アレクェンデ・ル・オウラ。おまえは、もう……神にはなれない……」

　立ちあがるのに苦労した。身体からだがえらく重かったし、右みぎ脚あしにはほとんど力が入らなかった。左腕もだめだ。あとはどこだろう。右手であちこちを探った。手ざわりが変だった。砂のような感触だ。剥はがれて、流れてゆく。

　強い風が吹いて、月明かりが射さした。

　レーレの右手は黒く汚れていた。液体じゃない。黒い砂のようなものだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……何かな……これ……」

　やけに静かだ。何の声もしない。

「……父さん？　隊長……？　カルヴァンさん……？」

　みんな、どこに行ったんだろう。姿はほとんど見えなくて、声も聞こえづらくなっていた。でも、そばにいたのに。レーレはあたりを見まわした。やはり誰だれもいない。見あたらない。動くものは、何も。遠くではまだ光が弾はじけたり散ったりしている。

「サリ……？」

　姿は見えない。声も聞こえない。だけれど、錯覚かもしれないが、感じた。

　――言ったでしょ。サリはあんたのことが好きだって。

　そうか。

　サリはもういないんだ。

「助けて……くれたのかな……おれに、力を……貸して……みんな……」

　レーレは笑った。

「……おかしいよ……おれは、いっぱい……殺ころしたのに……おれのせいなのに……」

　だけど、行かなくちゃいけない。

　帰らないと。

　ユユのところへ。

　レーレは歩きだした。

　夜の森を、ひたすら歩いた。

　右みぎ脚あしだけじゃない。左脚もちゃんと動いてくれない。

　見ると、豆粒大の聖職者らしきものたちがしがみついていた。

「……あんたたちは、いるのか……」

　しょうがないよな。

　おれがやってきたことだ。

　それにしても、寒いな。

　身体からだがつめたい。

　でも、歩かないと。

　歩こう。

　北。

　こっちは北だよな。

　北だ。大丈夫。北だよ。

　ここはどこだろう。

　わからないな。

　おれはちゃんと、まっすぐ、歩いてるのかな。

　歩かないといけない。歩かなきゃ。他ほかのことは考えないほうがいい。考えられない。

　下りだ。ここからは、下り。谷なのかな。

　谷。ダンターヌの谷だ。

　気をつけて歩かないとな。足場が、よくないから。夜霧で、見えないし。力が入らないから、滑って、転びそうになる。転んだら、立ちあがるのが大変そうだ。

　空気が湿っていて、寒い。

　ひどく、寒い。

　凍えそうだ。

　それでも、歩いた。

　足を引きずって歩いた。

　どうにも重たすぎる身体からだを、押しだすようにして歩いた。

　たしか、このあたりのはずだ。

　岩壁を伝って歩き、穴を見つけた。

　ここだ。

　穴に入り、湿った暗くら闇やみをかきわけて進んだ。

　誰だれもいないのか。

　何の気配も感じない。

　ごつごつしていて、かなり歩きづらくて、何度も足が止まりそうになって、でも、休んだら動けなくなってしまう。

　名前を呼ぼうか。やめておいた。

　いつの間にか、素手だ。武器は。ナイフがある。いらないか。どうせ戦えない。

　そんな力は残っていない。いや。大丈夫だ。力はある。まだ歩ける。

　なんで誰もいないんだろう。誰か残っていてもおかしくない。戦いの行方を知って逃げたのか。一緒に連れて行かれていたら、どうしよう。

　口を閉じて、鼻だけで息をして、つまずきそうになりながら、急いだ。

　光だ。光が見える。あれは火だ。

　そこまで行くと、燭しよく台だいが地面に置かれていた。

　柵さくがある。一部が開け閉めできるようになっていて、そこに閂かんぬきがかけられていた。

　レーレは柵にしがみついた。

「ユユ」

　いた。横になっている。頭が動いた。顔を上げて、こっちを見た。

「……レーレ？」

　ユユはゆっくりと身体を起こした。レーレは閂を外して、柵を開け、中に入った。地面に膝ひざをつくと、気が遠くなった。無理やり意識を引き戻した。

「ユユ。ここを出よう」

「まあ、レーレ」ユユはひび割れそうな笑みを浮かべた。「声を聞いたのは久しぶりのような気がするわ。帰ってきたのね。よかった。わたしね。待っていたのよ。信じていたもの。レーレがちゃんと、無事に帰ってくるって。やっぱりだわ」

「うん。おれは大丈夫だよ」

　レーレはユユに向かって右手をのばした。

「行こう、ユユ。ここを出るんだ」

「どうして？」

「どうしても。行こう。さあ」

「わかったわ。レーレがそう言うなら」

　ユユはレーレの右腕にしがみついた。レーレは右腕一本でユユを抱えようとしたが、立って歩けそうになかったので、背負うことにした。ユユはおとなしくレーレの背にすがりついた。レーレはありったけの力を振りしぼって立ちあがった。ふらついたが、なんとかなりそうだった。なんとかしないといけない。

「おれ、ずいぶん汚れてるけど……我慢して」

「わたしは平気よ。レーレがいるんだもの」

「しっかりつかまってて。落ちないように」

「ええ。でも……レーレ、怪け我がをしているの？　つらそうだわ」

「たいしたことないよ」

「本当に？　心配だわ。わたし、重くない？」

「軽いよ」

　自分の足のほうが遥かに重い。だけど、さっきよりずっといい。ユユがいる。背中があたたかい。おかげで、それほど寒くない。

　ゆっくり進むことしかできないが、この身体からだはまだ動く。

　止まりそうでも、ユユがいると思えば、どうにかこうにか動いてくれる。

　隧すい道どうの陣地を出るのに、ずいぶん時間がかかった。

　外は仄ほのかに明るくなっていたが、相変わらず濃い霧に視界が遮られていた。

「レーレ」

「うん」

「わたし、歩くわ」

「でも」

「自分の足で、レーレと一緒に歩きたいのよ」

　レーレはしゃがんでユユを下ろした。ユユは生まれたての山や羊ぎみたいに立って笑った。レーレも笑った。おかしくて、涙が出た。

　もつれあうようにして二人で歩いた。ユユは何度も転んだ。レーレも同じだった。倒れたら二度と起きあがれないかもしれないなんて、少しも思わなかった。二人のうちの片方が転倒したら、もう片方が助け起こせばいいし、二人とも転んでしまったら、力をあわせて立ちあがればいい。

　時間はゆるやかに流れた。

　鷹たかの目なんていらない。

「レーレ、髪の毛が真っ白だわ」

「そう？」

「でも、素敵よ。だって、とてもきれいなんだもの」

「よかった」

「怪け我がをしているのね」

「ちょっとね」

「目は、痛くない？」

「痛くないよ」

「ここは？　ここはどう？　ここは？」

「大丈夫」

「レーレは我慢強いから、我慢してしまうのよね。でも、もっと甘えていいのよ」

「そうなのかな」

「わたしには、甘えていいのよ」

「そうするよ」

　これからは、そうするよ。

　だいぶ、歩いたかな。

　もうここは、谷じゃない。

　森だ。

「レーレ、少し休まない？」

「そうだね」

　先にユユが木の根元に両足を投げだして座った。レーレはユユに甘えることにした。ユユの腿ももを枕まくらにして、横になった。

　ユユは右手でレーレの髪を指で梳すいて、左手で顔中をそっと撫なでてくれた。

　レーレは目をつぶって、ゆっくりと呼吸をした。

「ねえ、レーレ」

「何？」

「わたしたち、どこへ行くの？」

「どこまでも行こう」

「どこまでも？」

「いや？」

「いやじゃないわ」

　ユユが近づいてくるのがわかった。

　上半身を屈かがめて、レーレの額に口づけをしたようだ。

「いやなわけ、ないじゃない」

　レーレは目を開けようとした。

　やめておいた。

　瞼まぶたを閉じていても、光を感じる。

　夜が明けようとしていた。

いつも心に剣を・了



    

  









    
      
あとがき





　僕の中には決して終わることのない物語への憧あこがれがあります。それと同時に、物語は必ず終わるべきものだという強きよう固こな考えもあります。

　ある物語が何らかの形で締めくくられたとしても、その物語が消え去るわけではありません。終わることで、物語は終わりのない形を手に入れるのかもしれないなどといったことを考えたりもします。ひょっとしたらそのために、僕は自分の手で生みだした物語を是が非でも終わらせたいと願うのかもしれません。

　紆う余よ曲きよく折せつありましたが、幸さいわい『いつも心に剣を』はどうにかおおよそ僕の考えていたとおりの結末にたどりついて幕を閉じました。

　担当編集者のＯさん、イラストを描かいてくださったｋａｙａ８さんがいらっしゃらなければ、この物語は生まれることさえありませんでした。ありがとうございました。

　最後に、本書の制作、出版、販売に関かかわったすべての方々と、今、本書を手にとってくださっている皆様に、せめてあらん限りの愛と感謝の気持ちを贈らせていただきます。

　いつかどこかでまたお会いできたら嬉うれしいです。

十文字　青



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　十文字青（じゅうもんじ・あお）

　　北海道生まれ、札幌市在住。２００３年『純潔ブルースプリング』で、第７回角川学園小説大賞特別賞を受賞。『薔薇のマリアⅠ．夢追い女王は永遠に眠れ』でデビュー。代表作は、『薔薇のマリア』シリーズ『ばけてろ』（角川スニーカー文庫）、『ＡＮＧＥＬ＋ＤＩＶＥ』『ＡＮＧＥＬ＋ＤＩＶＥ ＣＯＤＥＸ』シリーズ『絶望同盟』（一迅社文庫）など。

　　ブログ『ＢＲＡＩＮ Ｘ』http://brainx.blog36.fc2.com/



　イラスト

　ｋａｙａ８（かやはち）

　　島根で生まれた新人絵描きです。毎日絵が描ければ幸せ、と思って生きています。衣装デザインするのが大好き。

　　代表作は『相剋のフェイトライン』（ＨＪ文庫）、『ディアブロ・ガンナー』（幻狼ファンタジアノベルス）『ラグナロクオンラインＭｏｂｉｌｅＳｔｏｒｙ』（メインイラスト）など。

　　ホームページ『ＺＡＺＡＺＡ』

　　http://www.zazazak8.net/
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